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勇者リンの伝説




Lv.3 七つの球を探し求めて俺たちの学園祭がカオス。
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　第一章　支配人に、俺はなる！







　木々が色づき始め、窓から吹ふき込む風にも秋の気配が深まった頃ころ。

　学園祭初日の朝──メイド喫きつ茶さの開店準備に追われる一年二組の教室に、緊きん張ちようの一いつ瞬しゆんが訪おとずれていた。

「わーはははは！　待たせたなカイ・アンバー、ここで会ったが百年目っ！　今度こそ参りましたと言わせてやるぜーっ！」

　自信に満ちた挑ちよう発はつとは裏腹に、クロトは神しん妙みような顔つきで、トレーに並んだ焼き菓が子しを差し出している。

　メイドやウェイターの制服に身を包んだクラスメイトたちが息を詰つめて見守る中、カイはずらりと並んだ少しいびつな塊かたまりのひとつへと手を伸のばした。

　クロトの熱視線を口元に感じながら、黄金色に輝かがやく焼き菓子に歯を立てる。

「……支配人っ！」「どうなんだ、支配人!?」

　色めきたつクラスメイトたちを手で制しながら、注意深く咀そ嚼しやくする。生き地じが舌の上でほろほろと崩くずれて、微かすかなバターの香かおりが鼻に抜ぬけ──

「……ど、どうだ、カイ・アンバー……？」

「っ、く……！」

　食える……！　という本音をぼそぼそに乾かわいた食感と共にかろうじて飲み込んで、カイは湧わき上がる感動を腹の底から絞しぼり出した。

「うまい……！」

　クロトの青い目が、こぼれんばかりに見開かれる。

「ほ、本当か!?」

「ああ……まごうことなきマフィンの形、マフィンの香り、マフィンの味……そしてなにより、生地がいっちょ前に柔やわらかい！」

「じゃ、じゃあ……」

　カイは「そうだ」と頷うなずくと、天てん啓けいを下すがごとく朗々と宣言した。

「これをもって、一年二組メイド喫茶名物、『クロトの手づくりマフィン』の完成だ！」

「やったぁぁぁぁ！」

　静せい寂じやくと緊張が支配していた教室に、わぁっと歓かん声せいがあふれる。

　苦節十日、ようやくここまでこぎつけた……いよいよ俺たちの学園祭が幕を開けたのだ！　カイは込こみ上げる武む者しや震ぶるいを、拳こぶしの中に押し込めた。三日前、フォークの刃はをも拒こばんだミスリル鉱石のごとき黒い炭塊マフインに前歯を粉ふん砕さいされそうになったのも、今となってはいい思い出だ。

「さあ、開店準備だ！」

　教室がにわかに慌あわただしさに包まれる中、カイはウェイター姿のクロトに歩み寄った。

「よく頑がん張ばったな、クロト！」

　緊張の栓せんが抜けてしまったかのように立ち尽つくしていたクロトは、しっぽを踏ふまれた猫ねこもかくやとばかりに跳とび上がり、頰ほおにパッと朱しゆを散らした。

「わ、わーはははは！　恐おそれ入ったか、カイ・アンバー！　このオレ様にかかればマフィン作りごとき、朝飯前だぜーっ！」

　連日夜中まで調理室に消し炭の山をこさえて半泣きになっていたのは、どこの誰だれだ。そんな苦く笑しようを押し殺して、カイは頭を下げた。

「クロト……本当に助かった。協力してくれて、感謝してる」

「は、はぁ!?　ばばばばバカじゃねーの!?　別にお前のためじゃねーし、クラスのためだし！　思い上がるなよなっ！」

　クロトは八や重え歯ばをむき出して威い嚇かくしてから、

「……でも、ま……毎日遅おそくまで、試食に付きあってくれて、その……」

　面おもはゆそうな「ありがとな」というか細い声につられて急に照れくさくなり、カイもぽりぽりと頰を搔かく。

「まあ、仮にも支配人だからな……それに本もとをただせば、お前のマフィンを売りにしようなんて無理を言い出したのは俺だし。ま、お前の努力が無む駄だにならなくて良かったよ」

　カイの視線を追って、クロトは瀟しよう洒しやな喫茶店へと変へん貌ぼうした教室を見み渡わたす。

「これで、獅し子し王おう祭賞、一位になれるかな」

「なれるさ」と、カイは嚙かみしめるように答えた。

「いや、絶対になってみせる」










　事の起こりは十日前。学園祭の出し物を決めるＬＨＲでのことだった。

「では投票の結果、一年二組の出し物はメイド喫茶に決まりました」

　クラス委員長の少女、ユリアの発表を受けて拍はく手しゆが沸わき起こる。

　クラスメイトたちの楽しげなざわめきを、窓まど際ぎわの後ろから二番目に座った少年──カイは頰ほお杖づえをついたままぼんやりと聞いていた。

　ややクセのある鳶とび色の髪かみに、野性的な顔立ち。眉み間けんに刻んだしわと気だるげに眇すがめた琥こ珀はく色の瞳ひとみがいかにも不ふ機き嫌げんそうなオーラを漂ただよわせているが、単に五時限目の文術の授業で精根を使い果たしただけのことだ。

「えーと、次に、係を割り振ふりたいと思うのですが……」

　ユースタシア学園の学園祭──『獅子王祭』は二日にわたり開かい催さいされる。この二日間は学園全体を会場にして多くの催もよおしが開かれ、普ふ段だんは部外者の立ち入れない校舎や施し設せつが一いつ般ぱん公開される。毎年たくさんの人出で賑にぎわうといい、学園側も力を入れているイベントだ。

　秋最大のお祭りイベントを十日後に控ひかえて、学園全体はどこか浮うわついている。

「ねえ、せっかくなら、獅子王祭賞一位になりたいよね～」

「ねーっ！　毎年豪ごう華かな賞品が用意されてるんでしょ？　今年の賞品はなんだろうね！」

　獅子王祭賞とは、来場者にもっとも印象に残った出し物に投票してもらうという企き画かくだ。来場時に配った玉を、各所に設置してある投票箱に入れてもらい、二日目の夕刻に学生全員で数え上げる。一位に輝いたクラスには、毎年豪華賞品が用意されているという。

「うーん、やっぱり珍めずらしい魔具マジツクアイテムとか～、あっ！　スイーツ食べ放題券とか!?」

「えーヤダ、また太っちゃう～！　でも楽しみかも！　ね、クロトくん！」

「あ、う、うん」

　女子に話しかけられてまごついているクロトの姿が、カイの視界の端はしに映る。

　体育祭の一件──クロトが女子であることが発覚して再入学を果たしてから、ひと月が経たった。本人はまだ女子としての生活に慣れていないようだが、周囲の反応はおおむね好意的で、制服こそ男子学生用であるものの、徐じよ々じよにクラスに馴な染じみつつあるようだ。

「それでは最初にメイド喫茶の支配人、つまり責任者を決めたいと思うのですが……」

「私、お菓子作る係になる！」

「あたしはメイドさん役がいいな～！」

「じゃあおれはご主人さまやるしー！」

「えーと、あの、みなさん、まずは支配人を……」

　おろおろするユリアを見かねたのか、それまで傍ぼう観かんしていたアイリスが立ち上がった。

「ほらぁ、静かに～！　まずは責任者を決めますよ～。支配人に立候補する人はいませんか？　我こそは一年二組を獅子王祭賞一位に導いてやるぞーという、気骨のある子～」

　アイリスのまなざしがなぜか一直線に自分を射ぬいているような気がするが、カイは窓の外に目を向けて、極力意識の外に追いやった。連日続く文術という名の拷ごう問もんに、日々神経をすり減らしているのだ。お祭り期間中くらいは休ませてくれ……。

　アイリスはぽってりと厚い唇くちびるから、ふぅと悩なやましい吐と息いきを漏もらした。

「仕方ないですねぇ。もしうちのクラスを獅子王祭賞一位に導いてくれた暁あかつきには、支配人にご褒ほう美びをあげますよ？　そうですね、例えば……」

　餌えさで釣つろうという腹か？　誰がそんな見え透すいた手に──

「課程を変へん更こうするチャンスとか」

「やらせて下さい」

　次の瞬間、カイは手を真上に伸ばし、若木のように美しく立ち上がっていた。

「えっ！　アンバーくんが……？」

　目を丸くするユリアを始めとして、誰もが意外な出馬に目をみはっている。

　そんな中で一人けらけらと笑っているのはマーレイだ。

「マジでー？　超ちようおもしれー、カイが支配人とか完全にガラじゃねーっしょ、ウケる！」

「まあ、やっと本気を出す気になったのですね、カイくん。先生嬉うれしいです！」

「いいえ、当然のことです」

　アイリスの微笑ほほえみをきりりと見返しながら、カイの胸中では決意の炎ほのおが燃え立っていた。体育祭からはや一か月、ようやく俺に巡めぐってきたチャンス……この獅子王祭、一年二組を一位に導いて、今度こそ勇者になってやるぜ……！

「それでは責任者はカイくんに決定です。カイくん、リーダーシップを発揮して、ぜひうちのクラスを一位に導いて下さいね！」

「よっ、支配人！」

　悪友マーレイの掛かけ声につられるかのように拍手が沸き、こうしてカイはメイド喫きつ茶さ支配人に就任したのだった。










　カイは獅子王祭賞一位を目指すべく、寝しん食しよくを忘れてメイド喫茶の計画にいそしんだ。ティーセットを集め、カーテンを総レースに取り換かえ、人数分の制服を発注し──最初はぎこちなかったクラスメイトとも徐々に打ち解けはじめ、そんな努力の甲か斐いあって、大方の青写真は完成した。しかしまだ決め手に欠ける。並み居る強きよう豪ごうの中で、ただ菓子とお茶を出すだけで票が取れるものかどうか──

　そしてクロトの存在に目を付けたのが三日前のことだった。クロトは学年首席の勇者であり、学園屈くつ指しの人気者でもある。このおいしい立ち位置を利用しない手はない！

「お前の手づくりお菓子を名物にしよう！」

　カイがそう提案すると、クロトはブレてぼやけるほど激しく首を振った。

「むむむ無理だよ！　オレ、お菓子作りなんてしたことねーし！」

「頼たのむ、メイド喫茶が一位になるためには、お前の力が必要なんだ！　俺も試作に付きあうし……協力してくれたら、何でも言うこと聞いてやるから！」

「えっ……！」

　クロトは一いつ瞬しゆん呆あつ気けにとられ、しかるのちに狂きよう喜きした。

「ま、マジでか!?　約束だぞカイ・アンバー！　男に二言はねーだろうなっ!?」

　予想以上の食いつきにややたじろぎながらも、カイは「ああ！　約束だ！」と力強く請うけ合った。メロンパンだって好きなだけおごってやるし、剣けんの稽けい古こだって思う存分相手になってやる。それで勇者になれるのなら安いものだ！

　こうしてメイド喫茶の準備は順調に進むかに思われた──ただひとつ、クロトのお菓子作りの才能が絶望的であったという誤算を除いて。

　どんなに目を光らせ、手取り足取り指導しても、クロトの作るマフィンはなぜか最後は消し炭になった。カイの犬歯と胃に深刻なダメージを与あたえながら、連夜試作は続いた。

「……クロト。お前、好きな人はいるか？」

　突とつ破ぱ口こうが開けたのは学園祭当日──つまり今朝、まだ太陽も昇のぼらない内のことだった。

「なっ!?」

　山積みの黒塊の向こうでつっぷしていたクロトが、ばね仕じ掛かけのように跳び起きる。

「なななななんだよいきなりっ!?　それってセクハラじゃねーか、死ねっ！　あっ、やっぱウソ！　死なないで！　死なないでーっ！」

「落ち着け、クロト。いるのか、いないのか？」

「……ま、ままままあ……いない、ことも、ない……ケドゥ……？」

「じゃあ、そいつのためだと思え」

「え？」と見開かれた青い瞳に、カイは嚙んで含ふくめるように告げた。

「客のためじゃない、全部そいつに食わせるつもりで、ひとつひとつの工程にありったけの愛を込こめろ！　俺はもう教室の設置に行かなきゃなんねぇけど……マフィンができたら持ってこい！　いいな！」

「わ……分かった」

　クロトはカイの言いつけどおり、懸けん命めいに愛を傾かたむけたらしい。そうして開店直前になって完成したのが、このやや不ぶ恰かつ好こうなマフィンである。生き地じはぱさぱさでむやみに甘く、菓子としてギリギリなきらいはあるが、大切なのはクロトが愛を注いで作ったという事実だ。

　そのマフィンは他のクラスメイトが作った完かん璧ぺきなマフィンの隣となりに並んで、今か今かと自分の出番を待ちわびている。







[image: ]







「お、オレがんばったし、ちょっとくらいわがまま言ってもいいよな……。……なでなで……いや、思い切ってひざまくら……で、で、でででデート……なぁんてっ……～～っ、うにゃああああ！　バババ、バカじゃねーの!?　デートとか、バカじゃねーのっ!?」

　黒いベストの裾すそをもみながら悶もだえているクロトを、カイはしげしげと眺ながめた。

「欲を言うなら、メイド服を着てもらいたかったんだが……」

「あ、あんなヒラヒラした服、誰だれが着るかよ！」

　そこは譲ゆずれないらしい。まあ、男装は男装で女性客を狙ねらえるだろうし、良しとしよう。

　カイは時計を仰あおいだ。時刻は九時半。学園祭の開催まで残すところ三十分だ。と、

「うーっす、支配人、お疲つかれー！」

「う、げほっ！」

　バチーンと背中を叩たたいてきたのは、悪友マーレイだった。悪童がそのまま成長したような愛あい嬌きようのある顔立ちをしていて、本人もその強みをしっかり自覚しているらしく、ベリーショートにした髪かみと左耳のピアスが、彼のやんちゃな雰ふん囲い気きをいっそう引き立てている。

「じゃーおれ、部活の方に行くからさー！　あとがんばれよなーっ！」

「ああ、そうか。お前、放送部だったっけ」

「そーそー！　学園祭中、ぶっ通しで生放送すんだぜー、マジだりィーし！　ウケる！」

　多くの学生はマーレイのように、部活の催もよおし物と兼けん任にんしている。このお調子者も放送部の企き画かくと折り合いを付けながら、カイを怖こわがっているクラスメイトとの間に立ったり、言葉足らずなカイを補ほ佐さしたりと、なんだかんだで力を貸してくれた。

「いろいろありがとうな、マーレイ」

「いーってことよ！　まー後夜祭のジンクスのためにいいトコ見せておきたかったってのが本音だし？　せっかくのキャンドルナイト、誰にも誘さそわれなかったら悲しいじゃん？」

「ジンクス？」

　眉まゆをひそめるカイに答えず、マーレイはテーブルクロスのしわを伸のばしているクロトににやけた目線を送りながら、カイの脇わき腹ばらを小こ突づいた。

「修しゆ羅ら場ば、期待してんぜー！　んじゃなっ！」

「……何言ってんだ、あいつ」

　と、マーレイと入れ替かわりに、メイド姿の委員長──ユリアが歩み寄ってきた。

「アンバーくん、お疲れさま」

　長い睫まつ毛げに縁ふちどられた瞳に艶つややかな黒髪、そして彼女の内気さを象しよう徴ちようするような少し長めのスカート。精せい霊れい師課程の眼鏡をかけて清せい楚そに微笑む姿は、トレードマークの三つ編みと相まって、本物のメイドのようだ。

　メイド喫茶の立ち上げから今日まで、カイは彼女のまじめな人ひと柄がらにずいぶんと助けられた。日ひ頃ごろから変人たちに振ふり回されがちなカイにとって、唯ゆい一いつのオアシスと言えよう。

「無事に開店できそうで、良かったね」

「ああ。あとは呼び込みと接客に力を入れて──」

　口の中で呟つぶやくカイを見上げて、ユリアはふふっと首を傾かしげる。

「なんだかちょっと、意外だったな」

「え？」

「まさかアンバーくんが先頭に立ってくれるなんて思わなくて……。アンバーくんは、こういうのあんまり興味なさそうっていうか……あの……」

「あー……怖かった？」

　ユリアはちょっと目をみはり、それから申し訳なさそうに頷うなずいた。

「……少し。ごめんね？」

「あ、いやいいんだ、慣れてるし……それに、自じ業ごう自得な部分もあるって言うか……」

　もともと目つきは悪く、愛あい想そもいい方ではない。この三白眼が、自分の意図とは関係なく他人を威い圧あつしてしまいがちだという自覚はあった。加えて入学した当初は『勇者を目指す一いつ匹ぴき狼おおかみ』を気取っていたこともあり、完全にクラスから浮ういた存在になっていたのだが、一学期の終わり──勇者への道を盛せい大だいに断たたれて以来、それも少しずつ改善の兆きざしを見せ始め……今回の学園祭準備で、ようやく本格的にクラスに溶とけ込めたような気がする。

「ねぇ、アンバーくん。学園祭、見てきたらどうかな？」

　ユリアの唐とう突とつな提案に、カイは「へ？」と間の抜ぬけた声を上げた。

「これまで準備で大変だったろうし、当日くらいは楽しまなきゃ。あとは私たちに任せてくれて大だい丈じよう夫ぶだから」

「いや、でも学園祭中は部外の人間も多いし、もし何か問題が起こったら……」

「うん。トラブルが起きたら、その時はお願いしてもいいかな？　頼たよりにしてるね？」

　ありがたい申し出だが、どうしたものか……。

　返答に窮きゆうして視線をさまよわせていると、腕うで組ぐみをしているクロトと目が合った。

「行ってこいよ。口うるさい支配人がうろうろしてても、邪じや魔まなだけだし」

「……分かったよ。じゃあ、あとよろしくな」

「あ、アンバーくん」

　ユリアに呼び止められて、振り向く。

「あの……私、演劇部なの。お昼過ぎの公演に出るから……良かったら、見に来てね」

「ああ」

　見るからにおとなしい委員長が演劇部とは意外だった。いったいどんな役を演じるのか、少し興味がある。

「なー、カイ・アンバー」

　気が付くと、すぐ隣に来たクロトが見上げていた。

「ん？」

「どーせやるなら、一番目指してがんばろうな！」

　カイは目をしばたかせた。体育祭までクロトが背負っていた、何でも一番でなくてはならないという呪じゆ縛ばく──しかし今クロトの顔に浮うかんでいるのは、そんな重圧から解き放たれた、気負いのない笑えみだった。

「ああ」

　カイはクロトの笑顔に背中を押されるようにして、教室を後にした。クラスメイトたちが「いってらっしゃーい」と口々に見送る。

　廊ろう下かに出て扉とびらを閉めた途と端たん、栓せんが抜けたような大きなため息が漏もれる。忙いそがしそうに廊下を行き交かう学生たちを、カイはぼんやりと眺めた。

　思えば濃のう密みつな十日間だった。唐突に解放されてみると、自分がいかにメイド喫茶にかかりっきりであったかが実感されてくる。あのアホほど硬かたいマフィンともお別れかと思うと、少し寂さびしい。

　……それにしてもこの十日というもの、何かが足りなかったような──

　と、そんな感傷を吹ふき飛ばす歓かん喜きの声と鈴すずの音が、廊下に響ひびいた。

「カイ────────────ッ！」

　ああ、これだったか……と、カイは脱だつ力りよくする。俺のいつもの日常だ。




　顔を向けると、祭りの雑多な雰囲気の中にあってなお目を引く美少女の姿があった。

　勇者課程の幼おさな馴な染じみ、リンだ。リンは首の鈴をせわしなく鳴らしながら、飼い主の帰りを待ちわびた子犬のようにカイにまとわりつく。

「カイ、久しぶりだねっ！　元気だった!?　元気だった!?」

　はばかることなく嬉うれしさを映し出す大きな瞳ひとみに、はつらつとした笑顔、リボンでくくった猫ねこっ毛け。小さな身体からだからは、いつでも底抜けの元気と太陽のにおいを振りまいている。

　この童顔の美少女は、体育祭での活かつ躍やくもあって、今や学園内ではちょっとした有名人だ。そんな有名人に腕うでを連打されているカイは、廊下を通り過ぎる学生たちからの好こう奇きの視線をびしばしと感じていた。

「リン、あのなぁ……廊下で叫さけぶなって何度言ったら……」

　小言を落とそうとして、ふとリンの腕に巻かれた腕わん章しように気が付いた。

「……なんだ、それ？」

　リンは待ってましたとばかりに『学園祭まえすとろ』と書かれた腕章を見せつける。

「これが私たち一年一組の出し物なんだよ！　『学園祭ますとエロ』！」

「なんかすげぇいやらしい響きになってんぞ。『まえすとろ』な？」

「そうそれ！　遊びに来てくれたお客さんに、学園祭をご案内するんだー！」

「ご案内？」

「うん！　他ほかにも、人捜さがしに迷子の保護、落とし物捜しから一日恋こい人びとごっこまで、なんでもござれ！　依い頼らいがない時には、校内のパトロールをするんだよー！」

「へぇ。それは新しいな」

「学園祭の平和を守るのも、勇者王への一歩だからねっ！」

「うん、お前が目指してるその勇者王ってやつ、本当になんなんだろうな？」

「それでね、あのね、カイにお願いがあるんだけど！」

「ん？」

　リンは急に口ごもったかと思うと、そわそわとスカートの裾をつまんだり、肩かたから下げた大きな鞄かばんをいじったりしている。

「どうした？」と促うながすと、リンはシマエナガのように小首を傾げてカイを見上げた。

「あの……カイ、やっぱりまだ忙しい、かな……？　一いつ緒しよにますとエロしたいってお願いしたら、迷めい惑わく……？」

「あー……まえすとろ、な？」

　律りち儀ぎに訂てい正せいしながら、カイは久々の感覚に懐なつかしさすら覚えていた。そういえば十日前に、「学園祭までちょっと忙しくなるから」と宣言して以来、リンは珍めずらしく厄やつ介かい事を持ちこんでこなかった。もしかして、こいつなりに気を遣つかっていたのだろうか……？

　カイはため息を零こぼしつつ、頭を搔かいた。メイド喫きつ茶さがいち段落ついたかと思ったら、今度は学園祭まえすとろの助手か……結局こういう羽目になるんだよなぁ。

「別に、迷惑じゃねぇよ」

「ほんと!?」

「ただし、メイド喫茶で何かあったら抜けるけどな。それでもいいか？」

「うんっ！」

　リンがりんごのように頰ほおを染めて頷いた時──

『あーあー、テステス。生放送だぜー。聞こえてるかー？』

　天てん井じように設置された伝声管から、聞き慣れたマーレイの声が降ってきた。

『さーて、学園祭開かい催さいの十時まで、残り三分を切ったみてーだなー？　どのクラスも、栄はえある獅し子し王おう祭賞一位を目指して全力を尽つくそうぜー！　あー、ちなみに一年二組のメイド喫茶は美男美女ぞろい、しかも一学年首席勇者〈クロトの手づくりマフィン〉が食べられるのもここだけなんで、よろしくー！』

　ちゃっかり宣伝するマーレイに、そこかしこから職権乱用だとブーイングが上がるが、マーレイは意に介かいさない。

『そして恋こいしてるそこの君！　後夜祭のジンクスは、当然もう知ってるよな～？　最終日のキャンドルナイトを好きな人と一緒に見ると、恋が叶かなうらしいぜー！　ってことで、どいつもこいつも、幸せなキャンドルナイトを過ごせるように張り切っちゃおうぜーっ！』

　カイはようやく合点がいった。これが先ほどマーレイの言っていたジンクスか。

「へえ、こんなジンクスがあるんだな。リン、知ってたか？」

「うん、もちろんだよ！　とってもロマンチックだよねー！」

『さあ、いよいよ〈獅子王祭〉の開催だ！　みんなで力を合わせて作り上げてきた学園祭、楽しんでいこうぜ！　３、２、１──』

　全校生徒が、マーレイのカウントダウンに声を合わせ──同時に窓の外にぱぁんっ！　と学園祭開催の合図が鳴り響いた。










　色づいた木々、冷たく澄すんだ風、高く晴れ渡わたった空に、穏おだやかな陽光。

　普ふ段だんはどこかよそよそしい校舎が家族連れやカップルの姿であふれているのは、新しん鮮せんな眺ながめだった。廊下では看板を掲かかげた売子が声を張り上げ、子どもが模も擬ぎ店の張り紙を指さしては親にせがんでいる。

　はじけんばかりの熱気と雑多さに、マーレイの生放送が拍はく車しやをかける。

『はいここで、マーレイの人生相談のコーナ～。一通目のおたよりは、ペンネーム〈今日の下着は総レースさ☆エレガーントゥ！〉さんから。「先月友達になってやった生意気な後こう輩はいがいるのだが、なかなか僕を敬おうとせず、素す直なおにならないのさ！　どうすればいいか知ち恵えを貸したまえ！」うーん、難しいぜー！　……そうだ！　死ねばいいんじゃね!?』

「あいつ適当すぎるだろ」

　なだれ込んでくる雑ざつ踏とうの中、リンとカイは第一校舎の昇しよう降こう口に立っていた。

「で、どこからまわるんだ？」

「えっと、ちょっと待ってね。そろそろ来てるはずなんだけど……」

　と、そわそわと辺りを見回していたリンが「あっ！」と顔を輝かがやかせた。

「ニーナ！」

「リン！」

　川かわ面もに吹く風のように澄んだ声を上げて、一人の女め神がみが人ひと混ごみの先から駆かけてくる。

「わあい、獅子王祭にようこそ、ニーナ！」

「ええ！　招待してくれてありがとう、リン！　とても楽しみにしていたわ！」

　リンの小さな両手を握にぎって、ニーナはにっこりと首を傾かしげた。

　涼すずしげに整った顔立ち、締しまったウエストにすらりと伸のびた脚あし、そしてはちきれんばかりに存在を主張する胸。すこぶるつきの美少女は花屋の可か憐れんな制服と相まって、道行く人々の注目を集めている。ああ、一緒にいるだけで誇ほこらしい！

　もはや芸術の域に達していると言っても過言ではない肢し体たいを視線で愛めでていたカイは、ふと振り返ったニーナと目が合い──

「もげます」

　カイの自己申告に、ニーナは「分かってるじゃないの」と鷹おう揚ように頷うなずいた。

　どうやら一緒にまわる約束をしていたらしい。ニーナがいるということは、もちろん彼も来るのだろう。

　その時、のっしのっしと近付いてくる威い圧あつ感を覚えて、カイは目を上げた。いつもの四人組、最後の一人だろう。

「よう、ジ──」

　何気なく片手を挙げてあいさつしようとし──虎とらと目が合った。

　正確には虎男だ。首から上は黒と金の見事な毛並みを持った虎の頭を持ち、そして首から下はひとひらの無む駄だもなく鍛きたえ上げられた戦士の身体をしている。

　思考処理が追いつかず硬こう直ちよくするカイに、虎男は逞たくましい手を持ち上げ、

「遅おくれてすまなんだ！」

「誰だれだよ!?」

「ジルだが？」

「わあジル、どうしたのそのマスク、かっこいい！」

「いやいやいや、なんかレスラーみたいになってんぞ!?　なんなの、孤こ児じ院いんに資金的な援えん助じよでもするつもりなの!?」

「何を言っているかよく分からないが……」

　そこに立っているだけで犯罪臭しゆうがにおい立つような虎男は、露ろ出しゆつ度の高い鎧よろいと相まって、道行く人の視線を独り占じめしている。なんだよこれ、一緒にいるだけで恥はずかしいよ！　しかも半はん裸らに伝説の剣けんを背負って、こいつすっかり伝説の鞘さや状態だな！

「俺はこの学園の卒業生だからな。見知った者──特に教師に見つかると、何かとややこしいことになるのだ」

「だからってお前……」

「なぁに、今日は祭りだ。多少の仮装は大目に見てくれよう」

　言われてみると、そこかしこで仮装した学生たちが闊かつ歩ぽしていた。バニーガールに吸きゆう血けつ鬼き、浴衣ゆかたにフルメイル。確かにこれなら、剣を背負った獣じゆう頭とう人身の遊び人も紛まぎれないこともなさそう……か……？

　いつもの四人がそろったところで、リンが胸を張る。

「改めて獅子王祭へようこそ、ニーナ、ジル！　学園祭ますとエロ、リンがおもてなしするよー！」

「まあ、楽しみだわ、ますとエロ！　一体どんな接待をしてくれるのかしら、ますとエロ!?　おさわりはどこまでＯＫなのかしら、ますとエロ!?　リンの体重と同じ重さまでの金きん塊かいなら出すわよ、ますとエロ！」

「そんな大金積んでまでどんないかがわしい接待を期待してんの!?」

　カイのツッコみを遮さえぎって、リンが虚こ空くうにびしりと指を突つき付ける。

「いざ学園祭巡めぐりの旅へ、出発～！」










　一行は学園祭まえすとろリンの案内のもと、バザーに巨きよ大だい迷めい路ろ、武器展示、人間競馬と怒ど濤とうの勢いで学園祭を満まん喫きつしていた。最初こそリンの立てた強行スケジュールに振ふり回されるだけだったカイも、昔なつかしい屋台でスーパーボールをすくったりして、祭り気分は盛り上がりつつあった。

「学園祭、すっごく楽しいねー！　次はどこに行こうかなっ？」

　リンは鞄につめこんだ地図やイベントのスケジュール表、パンフレットをとっかえひっかえしている。

「……これってもしかして、お前が行きたいとこ回ってるだけなんじゃ……」

「そ、そんなことないよっ！　あ、次はもふもふ喫きつ茶さに行きたい！　……じゃなくて、もふもふ喫茶がオススメだよ！　動物をもふもふしながらお茶できるんだってー！」

「はいはい」

「あっ、でも喫茶店といえば、カイのクラスのメイド喫茶も外せないよね！　クロトちゃんもメイドさんやってるのかなぁ？」

「なんですって!?　クロちゃんのメイド姿なんて目の保養以外の何物でもないわ今すぐ行きましょうそしてわざとお茶をこぼさせてごめんなさいご主人さまなんでもしますから許してくださいって言げん質ちをとってスカートをたくしあげさせるのよぺろぺろぺろ！」

「ニーナ、えげつない妄もう想そうを楽しんでるところ残念だけど、あいつはウェイター──」

「やあやあ、そこに見えるはカイ・アンバーじゃないか！」

　金色のオーラに彩いろどられた呼び声に振り向くと、そこには人呼んで『歩く悪あく趣しゆ味み』、二学年首席勇者のミハエルが立っていた。先の尖とがった靴くつに、重力を無視して突き出したきんぴかの髪かみ、襟えり元もとと袖そでには豪ごう奢しやなフリルをあしらい、胸には見事なバラと、今日も今日とて金のにおいを振りまいている。

「どうしたんだい、こんなところで！　ははァん、さては僕の秘蔵コレクションを見に来たのだね!?」

「いや、別に」

「まあ？　君が？　どォ～ゥしても見せてほしいとドゥゲザして頼たのむのなら？　このミハエルさま直々に『呪のろいの道具展』に案内してやるのもやぶさかではないけれドゥも──」

「悪い、興味ないから」

「そそそう遠えん慮りよせず寄っていきたまえよ！　すぐそこだから！　ホラすぐそこだから！」

「わあ、おもしろそうだねー！　行ってみようよ！」

　鼻息荒あらいミハエルが四人を案内したのは、第一校舎の二階、二年三組の前だった。

「これが我が二年三組の出し物、『呪いの道具展』さっ！　さあ、僕の財力とカリスマ性と世にも高こう尚しようなアイテムたちの虜とりこになるがいい！」

　そこまで鼻高々に宣言してから、ミハエルは「しまったァ！」とわざとらしく額を打つ。ここぞとばかりのしたり顔で、

「残念だカイ・アンバーッ、この展示は三人用でねぇっ！」

「じゃあいいわ。次いこうぜ」

「ままままあ待ちたまえ！　まあ待ちたまえ！　仕方ない、そんなに泣いて頼むのなら入れてやらないこともないさ!?　だから僕のことを先せん輩ぱいと敬ってくれても良いのだよ!?　今ならこのフリルの付け襟えりをくれてやるから、さあっ！」

　小バエのようにまとわりつくミハエルをスルーして、四人は『呪いの道具展』に足を踏ふみ入れた。

「すごーい！　見たことのないアイテムがたくさんあるよー！」

「僕のパパは珍ちん品ぴん収集家でねっ！　ここにあるのは世界中から取り寄せた、高価な呪いのアイテムばかりなのさ！　さあカイ・アンバー、存分にときめきたまえよ!?」

「ふーん。悪趣味な展示だな」

「!?」

　展示台やショーケースには、防具に剣、装そう飾しよく具といった品々がずらりと並んでいた。室内はそこそこ賑にぎわっていて、来場者たちは展示品をこわごわと覗のぞき込んでいる。

「呪いの道具って、呪じゆ術じゆつを施ほどこされてるんでしょう？　なんか気持ち悪いー」

「そんなこと言ってると、魔ま女じよに呪われるぞ～」

「やだ、怖こわい～！」

　などという会話があちらこちらから聞こえてくる。

　その様子を眺めていたリンが、首を傾げた。

「ねえカイ。魔女って怖いものなの？」

「そりゃそうだろ」

　魔女──それは幻げん術じゆつ、妖よう術じゆつ、透とう視し、予見、呪術などの超ちよう自然的な力──魔法を駆く使しする、冒ぼう険けん者とは一線を画する謎なぞめいた人々の総そう称しようだ。人と交わらずごく閉へい鎖さ的な生活を営いとなみ、魔法を用いて災さい厄やくをばらまくことも多いため、太古から畏い怖ふの対象とされている。

　リンはまだ難しい顔で首をひねっている。
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「でも、冒険者の中には黒魔術師っていう職業があるでしょ？　魔法と黒魔術とは違ちがうの？」

「ぜんぜん違ちげぇよ。黒魔術は、精せい霊れいが宿った石の力を借りて、炎ほのおや水といった元素を操あやつる……あくまで自然の法則に則のつとった魔術だ。一方の魔法は、自然の力から外れた、呪術だの幻術だの──まあ、得体の知れない、不気味な力のことだな。それらを扱あつかうのを主にしてるやつらのことを、魔女って呼ぶわけだ」

「そうなんだ！　魔法って、普ふ通つうの人にはできないことができるようになる、すごく素す敵てきな力なんだと思ってたよー！」

　興奮するリンに、カイは呆あきれ返った。

「お前は能天気にもほどがあるな。呪術の授業で習ったろ。それに魔女ってのはだいたい陰いん険けんって、相場は決まってるもんだ。人を呪い殺したり、カエルに変えたり、夜な夜な毒薬の研究をしたり──」

　と、言葉半ばに、脛すねに鈍にぶい痛みが走る。

「いってぇ！」

　何事かと見下ろすと、カイを憤ふん然ぜんと睨にらみ上げている小さな少女と目が合った。歳としの頃ころは十三、四歳。二つに結んだ髪は冬の陽光のように弱々しい金色をしていて、全体から受ける印象も怯おびえた小動物のように頼たよりなげだ。そのくせ幼い顔いっぱいに敵意をむき出しにしている様は、無む謀ぼうにも狼おおかみに立ち向かおうとする子うさぎを思い起こさせた。薄うすっぺらい胸には、ひまわり印の紙かみ袋ぶくろを大事そうに抱かかえている。

「まあ、どうしたのかしら可愛かわいいお嬢じようさん、迷子ちゃんなの？　こちらにいらっしゃい、私が個人的に保護してあげるわそして念入りにお世話してあげるぺろぺろぺろ！」

　ニーナの猫ねこなで声も一いつ顧こだにせず、少女はもう一度、カイの脛を蹴け飛とばそうと足を振り上げ──

「なんだよ、お前？」

「！」

　カイがひょいと避よけて襟えり首くびを摑つかもうと手を伸のばすと、少女はぱっと跳とび退すさった。と思うや、ひまわり印の紙袋に手を突っ込み、何かを投げつけてくる。

　硬かたくて小さな粒つぶが、ぺちぺちぺち！　とカイのローブに弾はじけた。

「……ひまわりの種……？」

　カイが首を傾かしげているうちに、少女はぱっと展示台の裏に隠かくれてしまった。

「いったいなんなんだ……」

「ずいぶんと嫌きらわれておるな、カイ。何かしたのか？」

「知らねぇよ」

「もしかして幼女成分を取り込もうと全力で大気のにおいを嗅かいだりねぶるような目で眺ながめ回したりしたんじゃないの!?　この変態！」

「やめろよ、お前じゃあるまいし」

「あの子、一人で学園祭に来てるのかなぁ？　なんだか心配だねぇ」

　首を傾げる四人を、ミハエルが声こわ高だかに呼びつけた。

「君たち、こちらに来たまえよ！　早く！　さあ、早く！」

　しつこい催さい促そくに根負けして行くと、ミハエルが鼻高々で仁に王おう立だちになっていた。

「なんだよ？」と眉まゆを寄せるカイに、ミハエルはもったいぶった仕草で展示台の一角を示す。

「見て腰こしをぬかしたまえ、カイ・アンバー！　これが『呪いの道具展』の目玉企き画かく──試着コーナーさっ！」

「試着!?　呪いのアイテムを!?」

「えっ、これ試着できるの!?　すごーい！」

「いやいやいや、ちょっと待て！　呪いって一度着けたら外れないんだろ!?」

「安心したまえ、ここには呪術の教師が常在しているからね！　呪いのアイテムを試着できるなんて、こんな機会はめったにないよ！　さあ、どれでも着けてみたまえ！」

　慄おののくカイをよそに、他の三人はすこぶる乗り気だ。

「カイ、このかっこいい籠こ手て、ためしに着けてみてー！」

「嫌いやだよ！　っつーかなんで俺!?」

「カイ、こっちの首輪はどう？　『服従の首輪』ですって。とても似合いそうよ？」

「だからなんで俺なの!?　断固拒きよ否ひするよ!?」

「ああ、それは特におすすめの逸いつ品ぴんでね！　首輪をはめた相手を、鎖くさりを持つ人間が意のままに操れるのだよ！」

「なんだよそれ怖ぇ！　なおさら全身全ぜん霊れいで断るよ!?」

「カイ、何を贅ぜい沢たくな！　首輪に鎖など、ご褒ほう美び以外の何物でもないではないか！」

「あっ、カイ、あの鎧よろいも似合いそうだよー！　あっ、こっちの腕うで輪わもかっこいいなぁ！」

「私としてはぜひ首輪をつけて欲しいところね！」

「だーかーらー！　さっきからなんで俺なんだよ!?　そんなに気になるなら自分で着けてみろよ!?」

「おやおや、カイ・アンバー」

　ミハエルが顎あごを上げながら肩かたをすくめる。

「もしかして、怖いのかァい？」

「はああ!?　誰だれがそんなこと──」

「だったら着けてみたまえ！　そうだな、君にはこいつがお似合いだと思うよ!?」

「あ、ちょっ、待て！」

　ミハエルはリンが持っていた鈍にび色の籠手を取り上げると、有う無むを言わさずカイの左手に装着してしまう。

「っ!?　てめ、ミハエル──」

　カイが怒ど鳴なり付ける前に──籠手に覆おおわれた左腕が、熱を帯び始めた。

「これは……っ!?」

　手負いの獣けもののような獰どう猛もうな呻うめきが漏もれる。まるで自分の身体からだが自分の物ではなくなっていくような異様な感覚──カイの本能が告げていた。この呪のろい……ヤバい……！

「くっ……左手が、疼うずく……ッ!?」

「カイ!?」

「ちょっと、大だい丈じよう夫ぶなの!?」

「来るな、リン、ニーナ！　俺から……離はなれろ──ッ！」

　刹せつ那な、まるで意志を得たように、カイの左手が宙を裂さいた。

「えっ？　きゃ……きゃぁぁぁっ!?」

　怒ど声せいと悲鳴が交こう錯さくする中、カイの左手は一直線にニーナへと迫せまり──

「────っ！」

　その豊かな胸を、わしづかみにしていた。

「……………………」

　無言で見つめ合うカイとニーナ。

　豊かな峰みねをもみ続けるカイの左手。

　ごくりと息を吞のむリンとジル。

　それらの隣となりで、顎が外れんばかりに大笑いしているミハエル。

「はーっはっはっは！　それは『幸運の籠手』という名でねぇ、装着したが最後、ひたすらにラッキースケベを求め続けるという呪いのアイテムだよ！　実に無様だ、お似合いじゃないかカイ・アンバー！　はーっはっはっは！」

　その間も、カイの左手は魅み惑わくのふくらみを高速でもみ続けている。

（なんてばかばかしい呪いなんだ!?　くそっ、俺としたことが油断しすすすすッげぇ柔やわらかぁぁああいッ！　見てコレ、指がめり込む、めっちゃあったかぁぁぁい、しかもいいにおいがするゥゥ！　ありがとう『幸運の籠手』、今なら新世界の神になれる気がする！　あわよくば顔をうずめたい！」

「……よくしゃべるじゃないの」

　しまった、途と中ちゆうから口に出てた！

「違うんだニーナ、これは俺の意志ではなくあくまで呪いのちょっと待てニーナどうして貫ぬき手てを構えてモゲェェッ！」

「カカカカカイ────っ！」

「ふ、またつまらぬものをもいでしまったわ……」

「はーははは！　いいザマだね、カイ・アンバー！　僕を敬わないからこういうことになモガガァッ！　おい放したまえ！　僕の高こう尚しようなるこめかみがめきめき軋きしんでいるよ！」

「てめぇミハエル……！　いますぐ外しやがれ……！」

「なァに、ちょっとしたジョークだったのさ、早急に外してもらおう！　ヘイ、先生！」

　ミハエルはカイのアイアンクローからぬるりと抜ぬけ出すなり、威い勢せいよく手を挙げながら教室の隅すみにある椅い子すを振ふり返った。その座面で存在を主張する、一枚の張り紙──『教師休きゆう憩けい中につき、試着禁止』。

「……──」

　ミハエルはふわっと髪かみをかきあげると、とびきりキザなウインクを寄よ越こした。

「ふふ、待っていたまえ！　いま気まぐれ天使な教師を捜さがしてきてやるさ！」

「てめぇ、ふざけんな！」

　カイは教室から逃にげるミハエルを追いかけようとし──左手の軌き道どうが逸それ、そのままニーナの背中のファスナーを一気に下ろした。

「きゃあああああああああ!?」

「ああああ!?　わ、悪い！　ちょ、待てこの左手っ……！」

　カイの抵てい抗こうむなしく、左手はいよいよ服を脱ぬがせにかかる。

「きゃっ!?　やっ、やめっ……どうやらまだもぎ足りないみたいねぇぇぇええっ！」

「待て待て、ニーナ！　違うんだ、ほらこれ呪いのせいだから、自分じゃいかんともしがたいっていうか──うわっ！」

「ほぇ？」

　カイの左手はふいに標的を変え、今度はリンのスカートを豪ごう快かいにめくり上げていた。

「ひゃ……ひゃ、ひぁぁぁあああ!?　やめてぇカイ、めく、めくらないでぇ……！」

「ごごごごごごめんなぁぁぁっ!?　こら放せ、放せって……！　ちくしょうこの籠手ッ、なんでこんな執しつ拗ようにスカートばっかり……ハッ！　そうか、胸がないから──！」

「ひどいよカイっ！」

「あんたセクハラも大たい概がいにしなさいよそんな馬ば鹿かげた呪いのアイテム今すぐ外して私と替かわりなさいよ、替わりなさいよぉぉおおおおおお！」

「ニーナ、言ってることが支し離り滅めつ裂れつ──モゲッ、モゲッ！」

「おいカイ、セクハラを全すべて呪いのせいにできるなど、もしやこのアイテム、すべての男にとって至上の免めん罪ざい符ふなのではないか!?」

「それどころじゃねぇよ！　だからニーナちょっと待っ──モゲ！　モゲゲッ！」

　くっ、これ以上は……俺の股こ間かんが……もたない……（性的な意味ではなく）！

「ずいぶんしぶといじゃないの！　こうなったら……！」

　ニーナはぱっと展示台に駆かけ寄ると、ベルトのような物を手にして舞まい戻もどってきた。

「ニーナ、それは──」

　問い質ただす前に、ニーナはベルトをカイの首に巻き付けた。ガチンっ、と重たげな金属音が鳴り響ひびく。

「毒をもって毒を制す！」

　そしてニーナは首輪に繫つながる鎖を握にぎり、吠ほえた。

「天てん誅ちゆうッ！」

　瞬しゆん間かん、カイの全身を強きよう烈れつな電流が貫つらぬいた。

「しびびびびびィィィイイイイイイイイ！」

　呪われた左手がようやくリンのスカートから離れ、カイはその場に崩くずれ落ちる。

「……な……なん、だ、今の……？」

「『服従の首輪』よ。なるほど、こうして電でん撃げきを与あたえて服従させるのね」

「首輪の上に電撃だと!?　何という理想のアイテム！　おいカイ、気分はどうだ!?」

「最悪だよ！」

「わあカイ、似合うよ！　わんちゃんみたい！　うふふふ、おいで、ポチー！」

「誰がポチだ──！」

　ツッコミとは裏腹に、呪われた左手はリンの太ももを狙ねらい──

「させないわ！」

「しびびびびィィィィイイイイイ！」

「……やだ、ちょっとぞくぞくしちゃう……」

「おい替われ、カイ、おい、早く！　早く！」

「迫はく真しんの表情で迫ってくるな、ジル！　怖ぇ！　それより早くこの籠手を外してくれ！」

「だめだ、全然外れないよー！　そうだ、腕ごと引っこ抜けばいいんだ！」

「ちっとも名案じゃねぇよ!?　困るだろ、俺の利きき手がなくなったら困るだろ!?」

「あら、カイって左利きだったのね」

「え？　いや、まあほとんど両利きだけど──」

「じゃあいいじゃないの、腕の一本や二本」

「良くない！　二本なくなったら同じだろ！　待て、なに俺の肩をつかんで女め神がみ然と微笑ほほえんでんだ、おぞ気立つわ！」

　そうこうする内にカイの左手は、次なる標的を見つけたようだった。

「うわっ!?」

　籠手に引きずられるように走り出す。向かうは、展示台のかげからこっそりとこちらを窺うかがっている小さな影かげ──ひまわりの種をぶつけてきた、あの少女だ。

「ヤバい、逃にげろッ！」

　カイの魔まの手が、立ち竦すくむ少女へと迫り──

「あんたそんな小さな女の子にまで手を出すつもり!?」

「しびびびびびィィィイイイイ！」

　カイはその場にくずおれながら、今回ばかりは感謝していた。ありがとう『服従の首輪』、危あやうく犯罪者になるところでした……！　……ありがとうじゃねぇよ、何だこの状じよう況きよう!?

「くそ、なんで俺がこんな目に……!?」

　カイが半泣きでうずくまっていると──くすっと、かすかな吐と息いきが聞こえた。顔を上げる。

　少女が桜色の唇くちびるを綻ほころばせて、小さく、本当に小さく笑っていた。

「──！」

　カイと目が合うなり、少女は脱だつ兎とのごとく教室を飛び出していく。

「…………」

　カイはふっと目を細めた。呪のろわれたのは災難だが……見るからに内気そうなあの少女に学園祭の楽しい想おもい出を提供できたと思えば、まあ、そう悪くはないかな──

「ちょっと！　爽さわやかな顔で私のニーソックスを下ろそうとしてんじゃないわよ！」

「しびびびびびびィィィイイ！」

「カイ、しっかり──ひゃああああ！　スカートめくらないでぇ、めくらないでぇえ！」

「ち、違ちがう、だからこれは呪いの──」

「もう許さないわ！　天誅！」

「しびびびびびィィィイイイイイ！」

「おいカイ！　替われ！　俺と替われ！」

「やあ待たせたね！　先生を連れてきたよ──しっかりしたまえ、カイ・アンバー!?」










「くっそー、ミハエルのやつ、今に見てろよ……」

　ようやく呪いから解放されたカイは、リンに支えられるようにして廊ろう下かを歩いていた。

「でもとっても似合ってたよ、カイ！　他ほかにもいろいろ試ためしてほしかったなぁ！」

「嫌いやだよ！　呪いなんか、もう二度とごめんだ！　やっぱり魔法なんてロクなもんじゃ……」

　カイが言いかけた時、

「ひょひょひょひょ……見たぞ聞いたぞ、お祭り騒さわぎにバカ騒ぎ……」

「え……？」

　いやに粘ねばっこい女の笑しよう声せいとともに、どこからか霧きりが漂ただよってきた。

　室内に霧？　と訝いぶかしむ暇ひまもなく、白い霞かすみは濃こさを増し、またたく間に視界を白く塗ぬりつぶしていく。

「えっ!?　なに、この霧……!?」

「リン、来い！　三人とも中央に寄れ！　俺から離はなれるな！」

　リンとニーナを背に庇かばって身構えると、辺りに目を配る。そのうちに周囲の雑音は遠ざかり、景色は霧の向こうに霞かすみ──ついには完全に見えなくなってしまった。

「これは一体……!?」

「ひょひょひょひょ……」

　込こみ上げる焦あせりにカイが呻うめいた時、耳みみ障ざわりなしわがれ声が四人を包み込んだ。

「誰だれだ!?」

「誰だとはまたご挨あい拶さつじゃのう。そうじゃな、霧の魔女とでも呼んでもらおうかのぅ」

「魔女!?」

　虚こ空くうを睨にらむカイの視線の先で、霧が渦うず巻まき、濃のう度どを増し、やがて背の高い女の像を結んだ。

「魔女なんかが俺たちに、一体何の用だ！」

「ひょひょひょひょ。そう睨むでない。ちと祭りの賑にぎやかさに誘さそわれてのぅ」

　とんがり帽ぼう子しから波打つ豊かな黒くろ髪かみに、黒衣の上からでもはっきりと存在を主張する官能的な肉体。切れ長の目は底知れぬ闇やみを湛たたえて、見る者を引きずり込みそうだ。

　魔女は赤い唇に骨ばった手の甲こうを当てると、嘲あざけるように甲かん高だかい笑い声を上げた。

「おぬしら、わらわとゲームをしてみぬか？」

「ゲーム？」

　首を傾かしげるリンに、魔女は「そうじゃ」と喉のどを鳴らす。

「先ほど、この学園に七つの封魔球レチツド・ボールをばらまいた」

「な……!?」

「明日あしたの夜六時までにすべての封魔球を探し出さねば、七体の魔物が解放され、学園祭は混乱に陥おちいることになるじゃろう」

「そんな……！」

「なんてことを！」

「いったい何が目的だ！」

「ひょ。目的などと野暮なことを。魔女とは災さい厄やくをばらまく、そういうものなのじゃ」

「っ……！」

　睨み付ける視線すら楽しむかのように、魔女はぺろりと舌なめずりをした。

「明日の六時までに七つの封魔球を集めることができれば、おぬしらの勝ちじゃ。それ以上は学園に手を出さないと約束するぞぇ」

　くっくっと喉を鳴らす魔女に、カイは低い唸うなり声を押し出した。

「なぜ俺たちを選んだ!?」

「それはな……」

　真っ赤に塗られた爪つめの先が、ぴたりと四人に向けられた。

「おぬしらが、理想のバカどもじゃからじゃ！」

「は……はああああ!?」

「先ほどの呪いのアイテムの一件、この水すい晶しよう玉だまで見学させてもらったぞえ。あんな安っぽい呪いに、いいように踊おどらされおって……今思い出しても笑いが込み上げてくるわい、ひょひょひょ」

「ぐ……！」

「わらわはからかいがいのある輩やからが大好きでのぅ。おぬしらなら、さぞかし間ま抜ぬけなばか騒ぎをしてくれそうじゃて」

　カイはジルに目配せをした。ジルはリンとニーナを背に庇い、かすかに頷うなずく。それを確かめて膝ひざを矯ためると、カイはひと息で魔女に肉にく迫はくした。

　確かに間合いに入った──と思った瞬しゆん間かん、魔女の輪りん郭かくがゆらりと霞む。

「……っ！」

　伸のばした指先に手ごたえはなく、ただゆらゆらと揺ゆれる魔女の姿があるだけだった。

「幻まぼろしか……！」

「さぁて、おぬしらの珍ちん道どう中ちゆう、高みの見物と洒落しやれ込こもうかのぅ」

　魔女の幻げん影えいが小石を投げいれた水面みなものごとくたゆたい拡散していくのを、カイはただ拳こぶしを握にぎって睨み付けるしかなかった。

「水晶玉に映った間抜けづら、とくと楽しませてもらおうぞ！　ひょーひょひょひょ！」

　哄こう笑しようを最後に、まばゆい閃せん光こうが炸さく裂れつする。

「っ!?」

　瞼まぶたの裏の光が収まるのを待って、カイはゆっくりと目を開き──そして、元の廊下に立ち尽つくしている自分たちの姿を発見した。

　周囲の人々は異変に気付いた様子もなく、和なごやかに学園祭を楽しんでいる。

「た、大変だ！」

　猫ねこだましから解けたように、リンが叫さけんだ。

「このままじゃ、学園祭がめちゃくちゃにされちゃう……！　みんなの努力が無む駄だになっちゃうよ！」

　カイの脳のう裏りに、メイド喫きつ茶さの準備に打ち込んでいたクラスメイトたちの姿がよぎる。

　学園に魔女が入り込んでいたずらを仕し掛かけたという事実が明らかになれば、学園祭は中止になるだろう。そうなれば獅し子し王おう祭賞で一位になるという一年二組の目標、ひいては勇者になるというカイの悲願も泡あわと消える。タイムリミットは明日の夜六時……なんとしてでも、自分たちの手で七つの封魔球を見つけ出さなければならない……！

「それに、封魔球に閉じ込められてる魔物さんだって助けてあげたい……とにかく今は、封魔球を集めよう！　学園祭の平和を守らなきゃ！」

「ええ！　もちろん協力するわ」

「うむ。魔ま女じよが相手とは、腕うでが鳴るな」

　カイは、どこから見ているとも知れない魔女を探して鋭するどい視線を這はわせた。

「見てろよ、霧の魔女──必ず七つの封魔球を集めて、てめぇの企たくらみ、絶対に阻そ止ししてやる……！」

　決め顔で宣言してから、カイはふと首をひねる。

「……それにしても、どうして七つなんだ？」

「えっ、カイ知らないの!?　太古の昔から球を集める時は七つって、相場が決まってるものだよ！」

「そんな初歩的な質問をするなんて、あんた本当に伝記士なの!?」

「冒ぼう険けん者の風上にも置けんな！」

「そこまで責められるようなことなのか!?　で、でも、なんの手がかりもなしに七つもの封魔球を見つけ出すなんて……」

　学園の敷しき地ちは広大で、校舎や体育館はもちろん、中庭にグラウンド、プール、闘とう技ぎ場、神しん殿でん、果てはうっそうと茂しげった森まであるのだ。

「しらみつぶしに探してたら、あっと言う間にタイムオーバーになっちまうぞ」

　カイの言葉に、めいめい腕を組んで難しい顔で「うーん」と唸り──と、どこからかシャボン玉が漂ってきたかと思うと、リンの前ではじけた。

「わ！」

　リンの手には、一枚の羊皮紙が残されている。

「なんだろう、これ」

　四人で額を合わせて覗のぞき込む。と、紙面がぼんやりと光り、文字が浮うかび上がった。

【第一の封魔球は、あまねく生物を支配せし無む双そうのケモノが守る】

「ご親切に、ヒントってわけか？」

「そうみたいだね！　でも、なんのことだろう。無双のケモノ、ケモノ……動物……？」

　同時に顔を上げて、四人は声を揃そろえた。

『もふもふ喫茶!?』







　第二章　百獣の王に、俺はなる！







『みんなー、学園祭楽しんでるかー？　ここでちょっと穏おだやかじゃないニュースが舞まい込んできたぜー。なんでも、闇やみ市いちでいかがわしい書物が出回ってるらしいぜー？　特に男子どもは標的にならないように気を付けろよー、とのお達しだ！』

「学園祭で闇市ってどういうことだよ。物ぶつ騒そうにもほどがあるだろ」

　マーレイの放送にツッコミを入れつつ着いた、第二校舎の三階、三年三組の教室前。

「本当にここに封魔球があるのか……？」

　カイは『もふもふ喫茶』の看板を見上げながら唸った。

「封魔球って、なんかすげぇケモノに守られてるんだろ？　こんなのどかな出し物に、そんな危険な動物がいるのかよ……」

「それは入ってみなきゃ分からないよ！　いざ、突とつ入にゆうーっ！」

　リンが勇んでドアを開けると──

『いらっしゃいませーっ！』

　出で迎むかえたのは二人の女生徒だった。ウェイトレスの制服に身を包み、それぞれ犬と猫の耳としっぽが生えている。

「もふもふ喫茶にようこそだワン！」

「ここは動物たちと自由に触ふれ合える喫茶店だニャ～ン！」

「わあ、ウェイトレスさん、耳としっぽがある！　とっても可愛かわいいーっ！」

　目を輝かがやかせるリンに、犬耳ウェイトレスがにっこりと笑って手を差し伸べる。

「四名さまですね！　お席へご案内しますワン～！」

　と、ニーナの硬かたい声がそれを遮さえぎった。

「いいえ、その必要はないわ」

「え？」

　ニーナはきょとんと立ち止まった犬耳ウェイトレスを目にも留まらぬ速さで姫ひめ抱だきにすると、喉も裂さけよとばかりに叫んだ。

「お持ち帰りでッ！」

「と、当店はそういうサービスはいたしておりませんワンンン～ッ！　キャイーン！」

「落ち着けニーナ！　美少女は女の子を軽々と抱き上げたりしないものだ！」

　さらにニーナの隣となりで、これまた猫耳ウェイトレスを軽々と抱き上げた虎とら男おとこが吠ほえる。

「こちらもお持ち帰りでッ！」

「お客さまおやめくださいニャァァァァアアー!?」

「ジル、お前は駄だ目めだ、お前がやると完全に事件の絵え面づらだ！」

「ちょっとジル、あんたこんな可愛い女の子に何してくれてんのよ！」

　犬耳ウェイトレスを解放したニーナが、両手の中指をジルの目に突つき立てる。

「ドゥン!?」

「今よ、逃にげて！」

「はにゃにゃにゃ！」

　ウェイトレスが退たい避ひしたのを確かめて、カイはジルの前で手を振ふった。

「おい、見えるか、ジル？」

「ああ、安心しろ。しっかり見えているさ──一面の花畑がな！」

　いかん、思ったより深刻だった。

「いや、本当に大だい丈じよう夫ぶだ。すまん、俺としたことが、少し取り乱した……」

「どうしたんだよ、ジル。変態は変態でも、これまではそれなりに一線をわきまえた変態紳しん士しだっただろうが。まさか獣けもの耳みみ属性でもあるのか？」

　今にもテンションがはじけそうなジルとニーナをなだめつつ謝ると、ウェイトレスは嫌いやな顔ひとつせず席に案内してくれた。店内ではさまざまな獣耳をつけた学生たちが忙いそがしく立ち働いている。

　四人分の飲み物を注文して、改めて辺りを見回す。

　教室内では、犬や猫はもちろん、うさぎにきつね、ハムスターに羊、ヤギ、アルパカにインコに鳩はとと、あらゆるもふもふが客に愛あい嬌きようを振りまいていた。

「うわああ可愛い～っ！　いろんなもふもふをもふもふし放題だよ、ひゃっほおおう！」

「たまらないわ！　たまらないわ！　ここは天国なのかしら!?」

「いや、確かに可愛いけど……この中に【無双のケモノ】なんているのかよ……この文面からすると、よっぽどの猛もう獣じゆう──」

　カイは言いさして、ふと違い和わ感に吸い寄せられるように、教室の隅すみを振り向いた。

　簡易プールで水浴びをしているゴリラと目が合う。

　顔を逸そらした。

　もう一度見てみる。

　水もしたたるいいゴリラが、カイにもてなしのバナナを差し出していた。

「いや、お構いなく……」

　愛あい想そ笑いで辞退して、そっと目め頭がしらを押さえる。

「なんか、もふもふっていうか……学校に居ちゃいけない類たぐいの哺ほ乳にゆう類がいたような……」

　と、膝ひざに温かくてしなやかな感かん触しよくが擦すり寄ってきた。見下ろす。豹ひようだった。

「ちょ、ちょちょちょちょ待っ……」

　ガクブルと引きつけを起こす寸前のカイをよそに、「ほう！」と嬉うれしそうな声を上げたのはジルで、

「でかい猫だな！」

「いや猫じゃねぇだろコレ！　どう見てももっと食しよく物もつ連れん鎖さの頂点付近に位置するヤツだろ！」

「まあ、ライオンもいるわ。すごいたてがみ！」

「もふもふできねぇぇぇ！　こんなん恐おそれ多くてもふもふできねぇぇぇえ！」

「あ、見て！　ワニさんだー！」

「看板に偽いつわりあり！　爬は虫ちゆう類をもふもふするのは至難の業わざだと思う、物理的に！」

　と、足元まで這ってきたワニが、悲しそうな顔でカイを見上げる。

「……なんだよ、そんな目で見るなよ……油断させて俺を食う気なんだろ？　そうなんだろ……？」

　結局カイは、「……も、もふもふ～」と声を震ふるわせながら、ざらざらのサメ肌はだを撫なでてやる羽目になった。ぬれせんべいみたいなさわり心ごこ地ちだった。

　それが呼び水になったのか、猛獣たちがわらわらと寄ってくる。

「ちょっと待て、なんかここだけ猛獣喫茶になってるんだけど！　俺たちはいつの間に熱帯雨林に迷い込んだの!?」

　飲み物を運んできた犬耳ウェイトレスが、嬉しそうにベルトに付いたしっぽを振る。

「わ～、お客さま、もてもてですワン！　その子たちは見た目は怖こわいけど、獣使いの私たちが手なずけた子ばかりなので、大丈夫ですワン～。可愛がってあげてくださいワン！」

　どうやら従業員の中でもしっぽを着けているのが、本物の獣使いの学生らしい。まさに冒険者育成機関ならではの企き画かくだ。これだけ猛獣がいれば、【あまねく生物を支配せし無双のケモノ】がいてもおかしくない。

「封魔球レチツド・ボール……いったいどんな恐ろしい猛獣に守られてるんだ……!?」

　カイはごくりと唾つばを飲み込むと、店内に視線を巡めぐらせ──

「あ、あれは……っ!?」

　短く吠えて、カイは席を飛び出した。

「見つけたの、カイ!?」

　リンとニーナ、ジルも続く。

　果たして絨じゆう毯たんを敷しいた一角に、そのケモノは居た。その腕に抱かれているのは──

「封魔球！」

　表面に不可思議な紋もん様ようが描えがかれた、黒い球体。魔ま女じよのヒントのとおり、封魔球はそこにあった。そしてそれを離はなすまいと固くしがみついているのは──小さな子こ猫ねこであった。

　まだ産うぶ毛げのような茶虎の毛、つぶらな瞳ひとみにピンクの肉球。子猫は自分と変わらない大きさの封魔球にじゃれかかっては、ころんと転がり落ちている。

「は──は──はぁぁぁん……っ[image: ]」

　ニーナが恍こう惚こつとするのも無理はない。

「わあ。ちっちゃいねぇ！　可愛いねぇ！」

　四人は相そう好ごうを崩くずしながら、子猫の前にしゃがみ込んだ。

　どうやら封魔球が相当お気に入りのようで、子猫は一心不乱になって遊んでいる。

「猫ちゃん、ごめんね。そのおもちゃ、ちょっと貸してね～」

　リンがそーっと手を伸のばすと、ぱやぱやの毛をまとった小さな生き物は、封魔球に抱き付いたまま、こてっと首を傾かしげた。バキューン☆と心臓を撃うち抜ぬかれて、四人も同じ方向にこてっと首を傾かたむける。

　あぁん……俺、もう封魔球手に入らなくてもいいかな～、なんて……。

「どどど、どうしよう、カイ！　取り上げられないよーっ！」

　リンに泣きつかれて、カイは慌あわてて首を振った。くっ、かつては神童とまでうたわれたこの俺の戦意を、仕草ひとつで喪そう失しつさせるとはっ……恐るべし無む双そうのケモノ……ッ！　しかし、ここは心を鬼おににするしかない！

「ごめんな～、ちょっといいかな～？」

　険しい面おも持もちで文字通り猫なで声を出しながら、カイは子猫へと手を伸ばし──と、横合いからライオンが『私と遊べ』とばかりに割り込んでくる。

「ちょ、待っ……今は封魔球が……」

　決死の思いで押しやろうとすると、今度は反対側からジャガーが身を寄せてくる。

「分かったから、後で遊んでやるから……！」

　大型獣と押し合っている内に、カイは豹にのしかかられ、ゴリラに毛づくろいされ、狼おおかみに頰ほおを舐なめられ、ワニになでなでをせがまれ、しまいに頭には鷹たかが止まり──

「……あんた、百獣の王にでもなるつもり？」

「知らねぇよ！　なんで俺だけ猛獣にこんなに懐なつかれるんだよ、おかしいだろ!?」

　あれよあれよという間に、カイはすっかり猛獣ハーレムの頂点に君臨していた。

「前々から目つきが悪い悪いと思ってたけど、あんたもしかして猛獣なんじゃないの？」

「ふむ、猛獣系男子か」

「違ちがうよ、カイは母親系男子だよ！　ねっ、お母さん！」

「誰だれがお母さんだ！　どうすんだよコレ、いま下手に動いたら餌えさになりかねないんだけど!?」

　生まれたての子こ鹿じかのように震えるカイの横で、ジルが嬉しそうにない袖そでをまくった。

「どうやら俺の出番だな。俺がこの子猫を説得しよう！」

「ジル、猫の言葉が分かるの!?」

　尊敬のまなざしを向けるリンに、虎男はマスクの奥の眼めをらんらんと光らせ、

「ああ。何を隠かくそうこのマスク、猫なのだ！」

「それは虎だろ！　さっきからお前の猫の分類おおざっぱすぎるよ！」

「そして今こそ告白しよう。何を隠そう俺は──無類の猫好きなのだ！」

「その図ずう体たいで!?」

「俺の硬こう派はなイメージが崩れるので、あまり言いたくはなかったのだが……！」

「お前硬派だったのか！　初耳だよ！」

「それも特に、しっぽを愛してやまんのだ！　おお、猫のしっぽこそ、神が造りし至高の芸術……いや、あえて正直に言わせてもらおう──俺は猫のおしりが大好物であると！」

「お前どれだけ変態の幅はばを充じゆう実じつさせれば気が済むの!?」

「別に知りたくもないジルの情報がまたひとつ増えたわね」

「そういえばジルと初めて出会ったのも『猫のおしり』亭ていだったねー！」

　リンが納なつ得とく顔でぽんと手を打った。そうだったっけ、よく覚えてるなと感心するカイをよそに、ジルは気味の悪い動きで身み悶もだえている。

「ああああ、あのちょろりとしたしっぽ、小さなおしり、たまらん……っ！　あれこそまさに理想のおしりィィ……！」

「なるほどお前がキャラ崩ほう壊かいするほど猫の下半身が好きなのは分かったから、とりあえずその動きと野太い声でおしりおしりと連呼するのをやめようか」

「おい、子猫！」

「その呼びかけはどうだろう」

「さあ年ねん貢ぐの納め時だ！　その封魔球を寄よ越こすがいい！」

　ジルはそれだけで犯罪になりそうな荒あらい息をふーっふーっと吐はきながら、武骨な指をムカデの足のように動かしつつ子猫に迫せまる。

　それを見守るカイたちの胸には、同じ想おもいが去来していた。……これ……完全に幼女をかどわかす犯罪者の図じゃね……？

「ふ、ははは……ほら、怖くない、怖くないぞ、ハァ、ハァ……さあ、力を抜いて……安心して俺に身を任せるがいい……！」

　ジルの魂たましいの声は上うわ擦ずり、次し第だいに熱を帯びてくる。

「ね、猫、猫たん……猫たんのおちり、ハァハァ可愛かわいい可愛いにゃぁぁぁああんッ！」

　地に轟とどろくような咆ほう哮こうと共に、ついに半はん裸らの虎とら男おとこの太い腕うでが小さな猫に迫り──

「行け、ジャガー」

「ぬおおおおおおおお!?」

　カイの指示に従ったジャガーにタックルをかまされ、ジルは床ゆかを転がった。

「カイ、なぜ邪じや魔まをする!?」

「ちょっとただならぬ犯罪臭しゆうがしたもんで」

「くっ、このでかい猫め、イヤらしいおしりをしおって、この俺を誘さそっているのか！　このつやめく毛並み、しなやかなしっぽっ……ええい、もうどうなっても構わァアアん！」

　ジルはジャガーのしっぽの付け根をもふもふしようとつけ狙ねらい、重量級の猫パンチを食くらっている。傍はたからみると虎男ＶＳ猛獣の異種格かく闘とう戦である。

「あいつ、動物に構いすぎて嫌きらわれるタイプだな」

『猫のおしり』亭に猫が一いつ匹ぴきも見当たらなかったのはそういうわけか。ともあれ、ジルは戦線離り脱だつだ。

　途と方ほうに暮れるカイの隣となりで、リンが胸を叩たたいた。

「よーし、次は私の番だね！　いい作戦を思いついたんだよ！」

「作戦？」

　リンは「うんっ！」と頷うなずいて意気揚よう々ようと進み出ると、おもむろに絨毯の上に寝ね転ころんだ。そうして子猫と視線の高さを合わせ、

「こうしてたくさんなでなでして、眠ねむらせちゃう作戦だよー！」

　小さな手でぱやぱやの毛並みを整えるように撫ではじめる。子猫は首を傾げ、

「にゃぁん？」

「うふふ、にゃーんだよー！」

「にゃーん？　にゃ、にゃぁん」

「にゃぁ、にゃぁ～。うふふふ、可愛いなぁ～」

「カイ、どきなさいよ！　私はこの二匹を氷こおり漬づけにして天使の休息と名付けて博覧会に展示し、あまねく世に広めなければならないのよ！　それが私の使命なの！」

「落ち着けニーナ、発想がもはや単なる可愛いもの好きというレベルを超ちよう越えつしている！」

　と、リンの優やさしい声こわ音ねに誘われたのか、教室中から子犬や子猫や子ぎつねがわんさとたかり始めた。
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「にゃーん」「くぅ～ん」「みゃぁ、みゃぁ」

「えっ、どうしたの？　みんなも撫なでてほしいの？　うふふ、おいで～！　にゃーん！」

「リン、いいわよ！　最高に輝かがやいているわ！　視線こっちにちょうだい！　はい笑って！　いいわよ、トレビアン！　ファンタスティック！　ホームシック！　イェアァァァア！」

　興奮の絶頂にいるニーナに、しかしカイも内心同意せざるを得ない。リンにころころした小動物たちが群がっている様子は、ちょっとした桃とう源げん郷きようであった。──しかし。

「うふふふ、ほ～ら、みんな眠くなってきたぁ……眠くなって……眠く……すやぁ」

「……おい、リン？」

　見かねて声を掛かけると、リンはびくんと痙けい攣れんした。「うふふふ、にゃーん、じゅるり」とかごまかしながら、袖で口を拭ぬぐっている。

「……お前、眠いんだろ」

「そそそ、そんなことないよっー！　ほらほら～っ！　眠らせちゃうよ～覚かく悟ごしろぉ～っ、うふふふ……うふふ……」

　ぽあぽあの毛玉たちを順番に撫でていく内に、リンの動きは再び緩かん慢まんになってきた。

「がんばれ、リン、がんばれ……！」

「ね、眠くないよ、眠く、ないから……」

　本人の弁を信じてしばし見守っていたが、ついにうとうとと舟ふねを漕こぎ始めたリンに、毛玉たちがわらわらと群がり、よじ登り──そして巨きよ大だいなひとつの毛玉になった。

「リン───────ッ！」

　リンの顔面に張り付いている子犬を引きはがす。

　現れたリンは、すやぁ、と安らかな寝ね息いきを立てていた。……寝やがった。

「だめだったか……」

「この可愛さはもはや事件だわ……っ！」

　リンは毛玉に囲まれて幸せそうに目を閉じている。もふもふ攻ぜめと高い体温で眠りに誘うとは、なんという恐おそろしいケモノたち……！　ジルに続いてリンも脱だつ落らくだ。

「くっ、なかなか手ごわいな……！」

　肝かん心じんの子こ猫ねこは、まだ封魔球レチツド・ボールにかじりついて遊んでいる。

　その時、カイとニーナの上に軽かろやかな声が降ってきた。

「にゃふふ。お客さま、楽しんでいただけてるかニャ？」

　猫耳ウェイトレスだ。ウェイトレスは、その手に持っている猫耳カチューシャとしっぽ付きベルトを差し出した。

「もふもふ喫きつ茶さでは特別に、獣けもの使い体験もできますニャ～。これを装備すれば、動物とお話ができるんですニャ！　良かったら試ためしてみてくださいニャ！」

　カイはそれを受け取って「しめた！」と吠ほえた。

「これであの子猫と直接交こう渉しようできるぞ！　頼たのむ、ニーナ！　こいつを着けてくれ！」

「はああああ!?　なんで私がっ……あんたが着ければいいじゃない！」

「今の俺が動物の心を理解できるようになったら、何か人としてマズいことが起こりそうなんだ！　マジで猛もう獣じゆう系男子にされちゃいそうな気がするんだ！」

　抱だき枕まくらよろしくゴリラに抱かれているカイに目を遣やって、さすがのニーナも何も言えなくなったらしい。

「頼む、お前しかいないんだ！」

「で、でも……やっぱりいやよ、だって……に、似合わないと思うもの……」

　カイは力強く首を振ふった。

「いいや、断言する！　絶対に似合う！　頼む、学園祭の平和のために俺が見てみたいから！」

「あんた本音が丸出しになってるわよ」

　ニーナは戸と惑まどいとためらいがない交ぜになった表情を浮うかべながら、封魔球を見つめ、カイの顔を見つめ、それから爪つま先さきを見つめた。俯うつむいたまま、手を差し出す。

「レ、封魔球を取り戻もどすためなんだからね、別にあんたのためってわけじゃ……」

「ありがとう、ニーナ！」

　ニーナはおそるおそる獣使いセットを装着する。慎しん重ちようにカチューシャの位置を決め、しっぽを整え、ぎくしゃくとカイを振り返った。

「…………ど、どう、かしら……？」

「ケダモノ系男子に、俺はなる！」

　理性の飛んだカイが何らかのアクションに出る前に、ニーナの猫パンチがカイの股こ間かんを痛つう撃げきした。

　あ、危なかった！　実際に手を出していたら股間のひとつやふたつでは済まなかった！　カイはぷるぷると床にうずくまりながら吠える。

「さあニーナ、説得だ！」

　ニーナは「え、ええ……」と硬かたい面おも持もちで頷いた。

　子猫の前に膝ひざをつくと、小さく首を傾かしげ、そして恥はずかしそうに掠かすれた声を絞しぼり出す。

「……にゃ……にゃ……にゃぁん……？」

　呼びかけが小さすぎたのか何の反応も示さない子猫の代わりに、カイは拳こぶしを握にぎりしめ、胸中で呻うめいた。…………たまらん……っ！

「…………」

　沈ちん黙もくするニーナの背後から、ウェイトレスが気まずそうに声を掛ける。

「あの、お客さま、説明不足ですみません……普ふ通つうに話しかければ通じますニャン……」

「…………」

　ニーナはしばし真っ赤になってぷるぷると俯いていたが、やがてカイをねめつけ、

「みみみみ、見てんじゃないわよぉぉぉぉぉっ！」

　いつも強気なニーナにそんな今にも泣き出しそうな顔で罵ののしられても逆に俺の新たな扉とびらを開くだけだよお前どんだけ俺の性せい癖へきを開発したら気が済む俺は何を言ってるんだろうね!?

「で、本当に動物の言葉が理解できるのか？」

　ニーナは清流に耳を澄すませるがごとく、目を閉じる。

「……ええ、分かるわ。この子の意識が、不思議と流れ込んでくる」

「じゃあ封魔球を取り返してくれ。穏おん便びんにな」

「そうね。ええと」

　ニーナは子猫の前に正座し、

「こんにちは、子猫ちゃん。もし良かったら、そのボールをくれないかしら？」

「にゃーん」

「ふふ、そうなの、とってもお気に入りなのね。じゃあ代わりに何か……」

　と、ニーナの周囲に猫が集まり始めた。

「あ、こ、困ったわ。待ってちょうだい、順番に聞くから」

　猫たちが何やら口々にニャーニャーと訴うつたえはじめる。さながら猫生相談の体ていだ。

「そう、飼い主さんがお刺さし身みを分けてくれないの……でもね、それはいじわるではなくて、あなたの健康を考えてのことなのよ。だからあまりわがままを言ってはいけないわ……あなたは三さん軒げん隣となりの猫と不ふ倫りん？　それは辛つらいわね……でもだめよ、結局はあなたが傷付くだけだもの。え、こっちの子は介かい護ご疲づかれですって？」

「なんか相談内容がディープになってきたんだけど。猫ってそんな深い悩なやみを抱かかえて生きてんの？」

　ニーナはすべての相談に親身に乗ってやって、ようやく子猫との交渉に入った。

　ふんふんと話を聞いていたが、やがて顔を上げ、

「代わりのおもちゃがほしいそうなのよ。特にボールが好きなんだそうだけれど、何かないかしら？」

「あ、じゃあこれはどうだ？」

　カイは屋台で手に入れたスーパーボールを取り出した。軽く放ほうり投げてやると、子猫はぴょんぴょんと飛び跳はねるボールに飛びつき、大喜びで追いかけ始める。

「良かった、気に入ったみたい」

「じゃあ、こいつはもう用済みだな」

　カイは封魔球を拾い上げた。ずいぶん手こずったが、これで一個目クリアだ。

　胸むねを撫で下ろしつつ振り向いた時には、ニーナはすでにカチューシャとベルトを返へん却きやくしてしまっていた。

　子犬・子猫たちの寝ね床どこと化しているリンを引っ張り出し、ジャガーと格かく闘とうを繰くり広げて満身創そう痍いのジルを助け起こす。

「ん～……もう朝なの？」

「ハァ、ハァ、思う存分もふもふしてやったぞ！　我が人生に一いつ片ぺんの悔くいなし……！」

「その人生そのものを、一度見直した方がいいと思う」

　割と本気でさとすカイを、ジルの底光りする眼光が捉とらえた。

「ところでカイ、聞くところによると、ニーナが猫耳を着けたそうではないか!?」

「ああ……そういやお前、ジャガーのケツを追いかけ回してて見てなかったんだな」

「なぜ教えてくれなかったのだ!?　ニーナに猫耳しっぽなど、緊きん縛ばくされた上に鞭むち打たれるようなものではないか！」

「ちょっと何を言ってるか分からない」

　最後にカイの頭上に巣をかまえようとしている鷲わしをウェイトレスに返すと、四人はもふもふ喫茶を後にした。

『ありがとうございました～！』

　ウェイトレスたちの合唱を背に、廊ろう下かを歩く。

「あ、そうだ。リン、ほらコレ、封魔球。鞄かばんに入れておけよ」

「わあ、ありがとう！　これで一個目の封魔球、ゲットだね！」

「ああ。この調子で七つ集めて、学園祭を成功させてやろうぜ！」

「うん！」

　カイはどこからか見ているであろう魔ま女じよを射殺さんばかりに、虚こ空くうを睨にらみ付けた。

　どうだ、霧きりの魔女め！　バカだバカだとさんざんこき下ろされたが、俺たちが本気を出せば、ざっとこんなものだぜ……俺たちの実力、思い知らせてやる！　さあ、どんな難題でもきやがれ！







　第三章　チチスキー王子に、俺はなる！







「よーし！　次のヒントは……」

　リンが鞄に封魔球をしまい、羊皮紙を取り出した時──ゆらりと景色が揺ゆれた。

「!?　また幻げん影えいか!?」

　身構える暇ひまもなく、妙みように尾おを引く魔女の嘲ちよう笑しようが響ひびいてくる。

「ひょひょひょひょ。どうやら無事に一個目の封魔球を手に入れたようじゃのぅ」

「やっぱり俺たちの動向を見張ってやがるんだな……卑ひ怯きようだぞ、出てこい！」

「ひょひょひょ、威い勢せいがいいことよ。その意気じゃ、その意気じゃ」

　魔女の笑声がわんわんと広がり霧む消しようしたかと思うと、リンが手にした羊皮紙が光を放ち始める。

「次のヒントだ！」

【第二の封魔球は、婚こん礼れいの儀ぎに臨のぞむ奥ゆかしき乙女おとめが握る】

「婚礼の儀だぁ？」

「学園祭で、結婚式のイベントなんかあるのかしら？」

「ちょっと待ってね、えっと……どこかで見たことあるような……ええと……？」

　リンがパンフレットを広げようとしたとき、廊下にマーレイの放送が響き渡わたった。

『さあ、ここでイベントのお知らせだぜー！　万年男子部員不足の演劇部がお送りする、歌劇〈天上の花はな嫁よめ〉、体育館で上演中だ！　観客が少なくって困ってるらしいぜー、ウケる！　ってわけで、みんな見てやってくれなー！』

「これだ！　体育館へ向かうぞ！」

「うんっ！」

　四人は一息つく暇もなく、第二校舎を飛び出した。










　体育館に入ると、既すでに歌劇は佳か境きようのようだった。舞ぶ台たいの中央には玉座が設えられており、どうやら王の間という体らしい。色とりどりのドレスに身を包んだ女優たちが、楽団の生演奏に合わせて見事な歌声を披ひ露ろうしながら、互たがいに胸むな倉ぐらを摑つかみ合っている。いったいどんな場面なのだろう。

「封魔球レチツド・ボールはどこにあるのかしら？」

「ヒントからすると、奥ゆかしき乙女が握る──ってことは、女優の誰だれかが持ってるみたいだが……ここからじゃよく見えねぇな……」

「よし、舞台袖そでに行ってみよう！」

　四人は客席の横をこっそり抜ぬけると、舞台袖へと駆かけ込んだ。

　袖では多くの役者が慌あわただしく行き交かっていた。が、何かおかしい。彼らの表情は本番中であることを差し引いても異様なほど、一様に青ざめている。

「何かあったのか……？」

　ただならぬ様子に目線をさまよわせていたカイは、その中に見知った姿を発見した。

「イレース!?」

「カイ・アンバー!?」

　弾はじかれたように振ふり向いたのは、クロトの仲間の伝記士、イレースだった。

　大きく見開かれたはしばみ色の瞳ひとみに、柔やわらかに波打つ栗くり色いろの髪かみ。役者ではないのかいつもの制服に身を包んでいるが、その表情には緊きん張ちようと焦あせりがみなぎっている。

「イレースさん、こんにちは！」

「まあ、リンさんも、パーティーの皆みなさままで……どうしてここに？」

「ちょっとよんどころない事情があって……っつーかお前、演劇部だったのか」

「ええ、今回の脚きやく本ほんを担当しておりまして……いえ、それよりも、大変なことが起こったのです！」

　珍めずらしく取り乱しているイレースに、カイは頷うなずいた。

「いったいどうしたんだ？」

「実は、十分後に出演を控ひかえた俳優が、急に体調を崩くずしてしまって……もう幕は上がっておりますし、人手は足りませんし……！」

　なるほど、それは一大事だ。助けてやりたいのは山々だが……。

　と裾すそを引かれて見下ろすと、きらきら輝かがやく翡ひ翠すい色の瞳が迫せまっていた。……なんか、猛もう烈れつに嫌いやな予感がするぞ……？

　カイが口を開く前に、案の定とんでもない提案が、リンの口から飛び出した。

「カイ、出演できないかな!?」

「は……はぁあぁぁぁああ!?」

「体調を崩した俳優さんの代わりに、舞台に立つんだよ！」

「ちょっと待て、なんで俺が!?」

「演技をしながら、封魔球を探すんだよ！　封魔球が舞台上のどこかにあるのは間ま違ちがいないんだ！」

「そんなの、芝しば居いが終わるまで待ってればいいじゃねぇか！」

「こんなに人や道具が多いんだもん、片付けられたら分からなくなっちゃうよ！」

「だからって、いきなり代役なんてできるわけ……っ」

「私からもお願いいたしますわ！」

　背後からイレースの援えん護ご射しや撃げきを受けて、カイはよろりとよろめいた。

「い、いや、でもストーリーも知らないのにどうやって……!?」

「それは私がなんとかいたします！」

「なんとかって！　そもそも俺は素人しろうとだし、演技なんてしたことも──！」

「大だい丈じよう夫ぶですわ！　幸い台詞せりふも少ない役ですし……あなたはただ突つっ立っていればいいのです！　いつものように、死んだ魚のような目をして、だるそうに、ふてぶてしく！」

「お前俺のこと嫌きらいなの!?　っつーか別に俺じゃなくても、むしろ無む駄だに肝きもが据すわってるジルの方が適任なんじゃ──！」

　視線を振った先では、半はん裸らの虎とら男おとこが仁に王おう立だちになっていた。

「……いや、いい。やっぱ俺が行くわ」

「ああ！　ありがとうございます、カイ・アンバー！　さあ、衣い装しようをここへ！」

「カイ、封魔球をよろしくねっ！」

　イレースの指示に従って、リンとニーナがカイのローブを脱ぬがせにかかる。とんでもないことになってきたぞ……!?

「待てイレース、俺はどんな役で何をすればいいかだけ、おおまかに教えてくれ！」

「ええ！」

　イレースは舞台上に居並んだドレス姿の女優の一人を指さし、

「なんやかんやで、あの女性と結婚します！」

「おおまかにも程ほどがあるだろう！」

　と、イレースの示す先に目を遣やったリンが、ハッと息を吞のんだ。

「カイ、あれ見て！　結婚相手さんの胸元から見えてるの……封魔球じゃないかな!?」

　リンが示す先、舞台の上。目を凝こらすと──イレースが指し示した女優、そのドレスの胸元から、黒い塊かたまりがはみ出していた。

「花嫁の胸の詰つめ物ものにされてるぅぅぅぅうう!?」

「まあ大変あんなところに封魔球が！　私が取りに行くわ！　おっぱい!!」

「待てニーナ！　ここは耐たえろ！」

　今にも飛び出そうとするニーナを必死で押さえ込むカイの腕うでを、リンが揺さぶる。

「カイ、これは逆にラッキーだよ！　結婚相手だもん、近付くチャンスはいくらでもあるよ！」

「待て待て、胸に仕込まれてる封魔球をどうやって回収すんだよ!?　舞台上で女優の胸に手を突っ込めってか!?」

「ツッコミなら十お八は番こでしょ！」

「俺がライフワークにしてんのはそういうツッコミじゃねぇんだよ！　いいかリン、衆目環かん視しの前でそんなことしてみろ、確実に俺の名めい誉よに傷が──」

「ふ。カイ、考えてごらん……ひとときの恥はじなんてちっぽけな問題に過ぎないよ──人生という名の大舞台に比べたらねっ！」

「名言風にねじ伏ふせられた！」

　しかし──カイのこめかみを、一筋の汗あせが伝った。確かに長い目で見れば、封魔球を回収するという使命は学園祭の平和を守るためであり、勇者になるための大きな一歩でもある。どうする、俺……！

　ぐっと唇くちびるを結んで、カイは腹を据えた。こうなったら、やるしかない……！

「イレース、ストーリーを教えてくれ！」

「ええ！　舞台はとある王国の王宮、そして……まあ、髪が跳はねてますわカイ・アンバー！」

「それはいいだろ、今は！」

　カイは鷲わしに引っ搔かき回されてもつれた髪を乱暴に撫なでつける。

「で、ストーリーは!?」

「ストーリーは、華はなやかな王宮で繰くり広げられる、歌あり踊おどりありの宮きゆう廷てい劇！　絡からみ合う陰いん謀ぼう！　血で血を洗う争い！　そしていがみあう女たち！」

「昼ドラなの!?　サスペンスなの!?」

「このあと王子が登場し、いよいよ花嫁選びの儀が始まります！」

「分かった！　それで、俺の役はなんなんだ!?」

「心配ございません、ほんのチョイ役ですわっ！」

　そうこうする内に、カイは制服の上にプレートメイル、さらにその上からマントを羽織らされている。なるほど、そうすると俺の役どころは王子の従者、あるいは騎き士しといったところか……！

「よし、細かい段取りを教えてくれ！」

「ええ！　あなたは舞台に出たらまず──ああ、髪が跳ねてます！　髪が跳ねてます！」

「だからこれくせ毛なんだって！」

「それで、あと……んもう、髪が跳ねてますってばっ！　舞台に出るからには、きちんと整えてくださいませ！」

「いいよ自分でやるから！　それより段取りをっ……ぉぉ……！」

　イレースは背せ伸のびをしてカイの髪をすき、襟えり元もとをぽんぽんと軽く叩たたいて整えてくれる。

　カイは居い心ごこ地ち悪く目を逸そらした。小さい頃ころから姉に世話を焼かれていたせいか、どうもこういうタイプに弱い。イレースの柔らかな栗毛から優やさしいにおいが立ちのぼって……。

「カイ、なんかにやにやしてるー……」

　リンとニーナに半眼で見つめられ、カイは慌てて頰ほおを叩いて気合を入れ直した。

「って、そういやコレ歌劇じゃねぇか！　歌は……っ」

　瞳どう孔こうの開ききったイレースの双そう眸ぼうが、カイを貫つらぬく。

「ノリでどうにかなります！」

「なるかぁぁぁ！　お前ちょっと大だい丈じよう夫ぶなの!?　テンパりすぎてて狂きよう気きを感じるんだけど!?」

「カイ、大丈夫だよ！　カイならきっとできるって、私、信じてるから！」

「リン、お前また適当なこと……っ！」

　と、舞台上に動きがあった。

　玉座の脇わきに控えているつけヒゲの大臣が高らかに宣言する。

「さあ、求きゆう婚こんの儀ぎを始めようぞ！」

「今です！」

「おわっ!?」

　カイは背中を突き飛ばされて、舞ぶ台たいへと転がり出た。

「……っ！」

　舞台上から、そして半分近く埋うまった客席から、何百対ついという視線が自分の上に集束する。膝ひざが震ふるえ、冷たい汗が噴ふき出した。

　と、視界の端はしで動くものに気が付いてふと目を落とすと、いつの間に移動したのか、客席の最前列に画用紙とペンを携たずさえたイレースの姿があった。

「……！」

　驚おどろくカイに、イレースは画用紙に素す早ばやくペンを走らせ、掲かかげた。

『私がここから指示を出しますわ！』

　なるほど、カンペで導いてくれるわけか……！　それならなんとかなりそうだ！

『私を信じて、どうか怖こわがらないで！』

　なんて頼たのもしいんだ、イレース……！　カイはよろめきそうになっていた足を、ぐっと踏ふみとどめ、固く頷いた。

　大臣役の学生は突とつ然ぜんの闖ちん入にゆう者に驚いたようだが、さすがは演劇部、客席のイレースとのやりとりを見てすぐにそれと悟さとったらしい。演技を続ける。

「さあ、お集まりの淑しゆく女じよの皆みな々みなさま。これより王子へ求婚をし、その中から花はな嫁よめを選ぶ儀式が始まろうとしておる──」

　カイに向けられていた視線が大臣へと集束し、呪じゆ縛ばくがほどける。

　カイはごくりと喉のどを鳴らした。しっかりしろ、俺！　自分はほんのチョイ役なんだ、今はただ結婚する女性に近付き、胸から封魔球レチツド・ボールを回収するというミッションをこなすだけでいい……！　それまではひたすらに気配を消して、チャンスを待つ！

「さりげなく、さりげなく……！」

「さあお待ちかね、本日の主役──」

　必死に背景と同化しようと試みているカイを、大臣がまっすぐに指し示した。

「王子の登場であるぞ！」

　やっべぇぇぇえ俺まさかの王子役だったぁぁあ！　何がチョイ役だよだましやがったなイレェェェエス！

「王子さま！」

「ああ、憧あこがれの王子殿でん下か！」

「は、はははは」

　敬愛のまなざしを向けてくる花嫁候補たちに、カイはさも王者然と笑いかけた。引きつった頰に観客の視線が突き刺ささっているのを感じる。もう生きた心地がしない。

　その上、さらなる試練がカイを襲おそう。

「さあ王子、お集まりの淑女の皆さまにごあいさつを！」

　あいさつって！　いったい何を言えばいいんだよ!?　頭を抱かかえそうになって、はたと気付く。こんな時こそ俺の命いのち綱づな──頼む、イレース……！

　縋すがる思いでイレースに目を走らせると──

『ボケて！』

　なんでだよ!?　なんでこのタイミングで受けを狙ねらいにいかなきゃならねぇんだよ、これは喜劇なの!?

　しかしイレースの目は真しん剣けんそのものだ。

「え……あ、あー、ごほん」

　カイは脳が焼き切れるほどに思考を巡めぐらせながら、乾かわききった唇を湿しめらせた。

「えー……本日はお日ひ柄がらもよく……お……王子だけに、今朝食べたのは……──プリンすか～……なぁんちって……」

『……………────』

　きゃくせきは　おどろき　すくみあがっている！

「…………ぁぁ…………」

　カイは遠のく意識の中で思った。断言しよう、これは大事故ですわ。しょっぱなから大おお怪け我がですわ。

「……あ……いや、今のはほら……俺、王子じゃん？　王子だから、プリンスだろ？　な？　で、プリンスとプリンをかけて……──分かったよ死ねばいいんだろ!?　いっそこの場で首を刎はねてくれよ!?」

　もうヤダ、助けてイレース……！

　半泣きになりつつ視線で助けを求めると、必死の形相で画用紙を掲げたイレースと目が合った。

『笑うところ！』

　それは客に言ってやれよ！

　大臣は何事もなかったかのように劇を進行する。

「ところでダダスベリ王子！」

「よりによってその名前はあんまりじゃないか!?」
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「これより花嫁選びに臨のぞんでいただきます！　意気込みをどうぞ！」

　意気込みって、スポーツ交流会じゃあるまいし！

「あ、そ、そうだな、えー……」

　涙なみだでぼやけるカイの視界が、カンペを叩いているイレースの姿を捉とらえた。

『ここでラップ！　世の不条理さを嘆なげいて！』

　イレェェェェェエエエエエス！　お前ちょっと無茶ぶりにもほどがあるだろうＹＯ！　ＹＯ！　しかも世の不条理さを嘆くってなに!?　ポイズンとか言っときゃいいの!?

　カイはブレイクダンスを始めた心臓の辺りを押さえながら、震える声を押し出した。目覚めろ、俺のヒップホップ魂だましい……！

「あ、お……ＹＯ、ＹＯ、こんな昨今、せまる結婚、俺、君にぞっこん、でも不ふ甲が斐いなくて痛つう恨こん、こんなんじゃ悔かい恨こん、待ってるぜ離り婚こん、ドゥッドゥッキュッキュキュワキュワ、オー、イェー……！」

　氷原のごとき沈ちん黙もくの中、イレースはただひとり、風を巻く勢いでペンを走らせ、

『髪かみが跳ねてます！』

　なんなのもう!?　お前は俺の毛先に親でも殺されたの!?

「ところでダダスベリ王子！」

「もう許して大臣！　俺、仮にも王子だよ!?」

「花嫁選びに際して、好みの女性のタイプなんぞうかがいたいのですが！」

「！」

　遠のいていたカイの意識が、一気に覚かく醒せいした。

　これは封魔球に近付くチャンスだ！　しかしまさか、封魔球を胸に仕込んでいる女性とも言えまい。よく考えろ、俺が狙う花嫁は、封魔球を詰つめ込んでいる……ということは、ものすごく胸を盛もっている……つまり──！

「む……胸が大きい人、かな……」

「…………」

　大臣は半笑いの口からふうっと息を吐はき、

「本当に王子は、どうしようもないチチスキーですなぁ！」

「やめてくんない!?　人に変な呼こ称しようつけて見下したような目で見るのやめてくんない!?」

　そうこうしている内に、客席では異変が起こりつつあった。なぜか客の数がうなぎ上りに増えていくのだ。もう会場から溢あふれ出さんばかりだ。

「なんか面おも白しろい劇やってるみたいだぞ」「王子役が超ちよう挙動不ふ審しんなんだって！」「あっ！　あのひと体育祭で見たよ～！」

　そんなひそひそ話が舞台にまで聞こえてくる。まずい、いい加減に劇を進めなくては……！

「イレース、次の台詞せりふは……!?」

　かぶりつきに視線を走らせると、

「うっ、うっ……」

　イレースは号ごう泣きゆうしていた。

「今のどこに感動する要素があったんだよ!?　泣いてる場合じゃねぇよ、カンペは!?」

　イレースがむせび泣きながら画用紙をめくる。出てきたのは一枚の絵だった。巨きよ大だいなみかんの断面に挟はさまれた白い猫ねこが必死に踏ん張り、『おしりを出した子、一等賞』とふきだしが付いている。

「落書きしてる場合かぁぁあ！　違ちがう、お前の前衛的な絵はいいから台詞だよ、台詞！」

　イレースは慌あわてて新しいページに何か書きなぐると、

『次週に続く！』

　引っぱるな！　お前はこの劇をいったいどこに着地させたいの!?　あいつ真顔でやってるからどこまで本気か分からなくて逆にたちが悪いよ！

　カイが心労で昏こん倒とうしそうになったところで、大臣がぱんぱんと手を打った。

「それでは王子、ただいまより花嫁候補たちが歌と踊おどりにてアピールいたしますのでご覧くだされ！　さあ皆みなの者、すぐにでも求きゆう婚こんの儀式に入ろうではないか！」

　眼下で繰くり広げられるきらびやかな踊りを、カイは玉座からぼんやりと見下ろしていた。芝しば居いにはあまり興味はなかったが、間近で見るとなかなか胸に迫せまるものがある。最後は全員で壮そう大だいに歌い上げ、ポーズを決める。

　カイは客とともに惜おしみない拍はく手しゆを送りながら、口の中で呟つぶやいた。

「いやぁ、歌劇だけに、感激だなぁ～……なーんちゃって、ははっ」

「皆の者静かにせよ、ダダスベリ王子が何か言っておる！」

「もうほっといてくれよ大臣！」

「いや、今のはなかなかエッジが利きいておりましたぞ！」

「え、そ、そうか？」

「さあ王子、今一度、皆にありがたいお言葉を！」

「いや、はは……歌劇だけに、感激だなー、なーんてっ……」

「……改めて聞くとそうでもないですね」

「お前あとで宮きゆう殿でん裏に来いよ！」

　気が付くとイレースが必死に笑いを堪こらえていた。口を押さえた手から、ぷすぷすと空気が漏もれ出している。今のツボにはまっちゃったんだ!?　面白いこと言ってごめんね!?

「きゅ、宮殿裏……ぷすすすー……！」

　ああ、そっちな!?　もうなんでもいいよ！　イレースさんが楽しそうで何よりです！

と思ったら、瞬しゆん時じに真顔を取り戻もどしたイレースが、光の速さでカンペを掲かかげた。

『今です！　結婚！』

「なにを決め手に!?」

　みんな仲良く歌って踊ってるところしか見てねぇけど!?

　しかし、いよいよここからが正念場……封魔球に接近するチャンスだ！

　カイは舞ぶ台たい上に目を凝こらした。五十人近くの花嫁たちが、カイの前に居並んでいる。

　カイは同じようなドレスに身を飾かざった女優たちを見比べ──はたと顔色を失った。

　……あれ？　俺、どの人と結婚するんだっけ……？

　ヤバい、胸しか見ていなかった！　ドレスの胸むな元もとからはみ出していた唯ゆい一いつの手がかりである封魔球も、どうやら位置を直されてしまったようだ！

　必死に助けを求めるも、肝かん心じんのイレースは落書きした画用紙を折り曲げてちょっとした工く夫ふうをほどこし、折っては伸のばして『みかん→みかんから猫が出てくる』の工程を真顔で繰り返している。お前はいったい俺をどうしたいの？　ここはお前の工作発表の場じゃないぞ？　よし分かった、もうあいつはあてにするまい。

「さあ王子、花はな嫁よめをお選びください！」

「あ、いや、ちょ、ちょちょちょ、ちょっと待って……」

　ヤバいぞヤバいぞ！　ヤバイバイバイバイ、ヤバイバイ！　混乱が最高潮に達し、カイの脳内で見知らぬラッパーがラップを奏で始める！　誰だれだお前!?

「ラップマン斉さい藤とうです」

　脳内キャラに自己紹しよう介かいとか求めてないよ！

　落ち着け俺、脳内ラッパーと戯たわむれている場合じゃない……！　カイは一度大きく深呼吸をして、暴れ狂くるう鼓こ動どうを鎮しずめた。

　よく考えろ、カイ。俺が娶めとる花嫁は、胸に封魔球レチツド・ボールを入れているはず……しかし外から見ただけでは分からない！　ということは、残されたたったひとつの手段──！

「…………──、せろ……」

「は？」

　カイは顔を上げ、一文字ずつ刻み込むようにはっきりと、宣言する。

「……胸を、もませろ……！」

　絶句する会場を玉座から見下ろして、カイは高らかに言い放った。

「いいから全員、黙だまって胸をもませろ！　このチチスキーの権けん威いである俺が認めた胸を持つ姫ひめ──それが俺の、理想の結婚相手だ！」




「……次」

　玉座に陣じん取どったカイは目を閉じ、列を成した女優たちの胸をひたすら無心に触さわっていく。

「……はい、次」

　なんというシュールな光景だろう。明日あしたには学園中に変態紳しん士しカイの名が轟とどろくことは間違いないが、これもやむなし、花嫁の手がかりは封魔球しかないのだ！

　ところで先ほどから脳内ラッパー斉藤が「おっぱいフルコース！　おっぱいフルコース！」とか喚わめきながら踊り狂っているが、まあ俺の煩ぼん悩のうを肩かた代がわりしてくれているのだろうと思って捨て置く。

　しかしこうして触っていくと、形、大きさ、張り……いろんなおっぱいがあるものなのだなあ……いとをかし……。

　カイのおっぱい斬ぎりが数十人を数えた時だった。ふいに手のひらに伝わる、明らかに違う手ごたえ──カイは目を見開いた。

　硬かたい……これは──封魔球だ！

　弾はじかれたように顔を上げると、すらりとした美少女と目が合った。白い肌はだに、長い睫まつ毛げ。上品に整った顔立ちに思わず見み惚とれてしまう。と同時に、カイはこの美少女を知っている気がした。黒く長い髪かみに、優やさしげなまなざし。やはりよく見慣れているような……たとえば、そう、化け粧しようを落として、眼鏡をかけたら──

「委員長!?」

「……アンバー、くん……」

　それは紛まぎれもなく、一年二組の委員長、ユリアであった。派手なタイプの美人ではないと思っていたが、これは……なんて華はなのある……化粧でこんなに変わるのか……！

　委員長は顔を真っ赤にして、今にも泣き出しそうだ。潤うるんで伏ふせられた瞳ひとみを前にしたとたん、カイの中に、煮にえたぎるような激しい葛かつ藤とうが生じた。

　俺に課せられた使命……封魔球を回収するためには、今、この場で封魔球を取り上げるしかない……しかしそんなことをしたら、委員長は……委員長の胸は……──っ！

「……っ……！」

　情けのために大局を見失うな、カイ……！　俺には学園祭を守るという使命がある──！

　封魔球の硬い感かん触しよくに、グッと力を込こめる。

　ああ、委員長、俺のオアシス……！　あなたにだけは……嫌きらわれたくなかった……！

「っ、でぇぇぇえええええい！」

　咆ほう哮こうを上げて感傷を振ふり切るとともに、胸に手を突つっ込む！

「!?」

　そして豊満なドレスの胸から、すぽーん！　と封魔球を取り出した。片方の詰め物を奪うばわれた委員長の胸は、当然のごとく左右の差が歴然となり、本来の奥ゆかしさがつまびらかになってしまう。

「きゃ……!?」

「おお、なんということだ……！　理想の花嫁を見つけたと思ったのもつかの間、偽にせ乳ちちであったとは……！」

「あ、アンバーくん、ひどい……っ！」

　ひどいよね！　本当にひどいよダダスベリ王子は！

「女の子を胸で選ぶなんて……そんな人だと思わなかったッ！」

　委員長はもう片方に詰め込んでいた『もうそれ枕まくらじゃね？』というほど大ボリュームの胸パッドをカイの頰ほおに叩たたき付けると、胸を覆おおいながら舞ぶ台たい袖そでへと走っていく。

「…………」

　足元に転がったパッドに目を落としたまま、カイは力なく笑った。これで、良かったのだ……。俺には封魔球を手に入れ、学園祭を守るという大義があったのだから……使命は果たした……。

　……しかし──！

「…………っ！」

　封魔球を握にぎる手に、力を込める。本当にこのまま幕を引くことができるのか？　舞台を投げ出して……大切な役を放ほうり出して……そして委員長のつつましい胸に、消えない傷を残したまま……！　こんなことで、学園祭の平和を守るなんて言えるかよ!?

　カイは床ゆかを踏ふみ付けて立ち上がった。

「待ってくれ、姫！」

「……！」

　委員長が、立ち止まった。

　チチスキー王子が選ぶ結末を、誰もが固かた唾ずを吞のんで見守っている。

　心臓さえ凍こおり付くような緊きん張ちようの中を、カイの声が朗々と響ひびき渡わたった。

「俺は……俺は、愚おろかであった！　胸を愛するがあまり、見た目や大きさに惑まどわされ、その本質を見失っていた……！　本当に大切なのは、もみ心ごこ地ちや形はどうあれ、その胸の奥に、まこと清らかな心が宿っているということ……！」

「……！」

「そなたの瞳、そなたの微笑ほほえみ……そしてそなたの涙なみだが、愚かな俺の目を覚まさせてくれたのだ……！」

「アンバー、くん……！」

「真の胸に大小など関係ない──ここに宣言しよう！　俺は──このチチスキーは──」

　カイは深々と息を吸い、自分史上最高に輝かがやかしい笑顔を造った。

「どんな胸でも、等しく愛めでると！」

「おお……王子……！」

　大臣の感かん嘆たんを皮切りに、女優たちが口々に歓かん声せいを上げる。

「チチスキー王子……！」

「チチスキー王子ッ！」

　響き渡る壮大な音楽、カイを崇あがめ奉たてまつる女優たち、『チチスキー王子！』の大合唱、その中央で封魔球を高々と差し上げて屹きつ立りつする、決め顔のカイ。

「アンバーくん……っ！」

　委員長がその首にしがみつくと、謎なぞの感動が会場を押し包み、客席は万ばん雷らいの拍はく手しゆに埋うめ尽つくされた。

　そうして楽団が奏かなでる壮そう麗れいな旋せん律りつと共に、歌劇『天上の花嫁』は（よく分からないままに）感動のフィナーレを迎むかえたのだった。










「素す晴ばらしい舞台でしたわ、すべり芸のカイ・アンバー！」

「二つ名みたいに呼ぶな！」

　幕が下りた後、カイは楽屋でイレースと対面していた。会場ではまだ遠雷のような拍手が鳴り響いている。

「本当に、素敵なお芝しば居いでした！　おかげで事なきを得ましたわ！」

「俺が得たのは恥はじだけだけどな！」

「すごいよ、最高に輝いてたよ、チチスキー王子！」

　興奮に頰を上気させたリンが、子犬のようにカイに飛びついた。

「すっごくかっこよかったよ！　えへへ、なんか感動しちゃった！　特に、『どんな胸でも、等しく愛でると！』っていう決め台詞ぜりふなんて……ぐすっ」

「いや、我ながら不安極きわまりねぇよ、あんなんで良かったのかよ……」

「ええ、十分すぎるほどのはたらきでしたわ！　あなたが代役を引き受けてくださらなければ、舞台は中止するほかなかったのですもの、本当に助かりました！　それに──」

　イレースはいたずらな笑みを閃ひらめかせた。

「演劇部のまたとない宣伝になりましたわ。なにせ、体育祭で大活かつ躍やくなさったカイ・アンバーが出演して下さったのですものね？」

「……え？」

「それにあの花嫁選び！　おかげさまで、男性の入部希望者が殺さつ到とうしているそうですわ！　一か八かの賭かけではございましたが、あなたのアドリブにお任せして良かったです！　おかげさまで、最高に面おも白しろい舞台になりましたわ！」

　イレースはにこにこと悪びれない笑みを浮うかべている。……こいつ、もしかしてあえてあんなむちゃくちゃなカンペを出したんじゃ……。転んでもただでは起きないと言うか……まんまと手のひらの上で踊おどらされたようだ。

「……食えないやつだな」と呆あきれ果てるカイに答えず、イレースはにっこりと微笑んだ。

「本当に、ありがとうございました。このご恩は忘れませんわ！」

「またねー、イレースさん！」

　笑顔のイレースに手を振って、一行は客席に出た。

　と、たちまちカイの周囲で、不ふ穏おんなざわめきが小波のように広がる。

「あっ、チチスキー王子だ！」「大変、もまれるわよ、胸を隠かくすのよ！」

「……ま、多少の中傷は覚かく悟ごの上だ……」

　乾かわいた笑いを漏もらしつつ、肩かたを落とす。

　と、リンたちが足を止めた。カイに後ろ指をさしている群衆に向かって、ニーナが鋭するどい声を上げる。

「あなたたち、カイを見くびらないで！」

「お、お前ら……!?」

「カイが愛でるのは乳だけではないわ──私の太ももも大好物なのよ！」

「私のパンツもだよ！」

「この俺の筋肉も忘れるな！」

「フォローのふりして貶おとしめられていることについては言げん及きゆうしないから、せめてジルのだけは否定させてくれ！」

　その時、度たび重かさなる心労で息も絶え絶えなカイを、背後から呼ぶ声があった。

「アンバーくん！」

　一心に駆かけてくるのは、ドレス姿のユリアだった。その胸は見事にぺったんこだ。

「委員長……？」

「アンバーくん、あの……ありがとう」

　委員長は息を切らし、奥ゆかしすぎる胸に手を当てながら、長い睫毛を伏せる。

「私、その……ずっと気にしてたんだけど……アンバーくんのおかげで、気付いたよ。大きさなんか、関係ないって……」

　人形のように整った顔が、カイを見上げてはにかんだ。

「あの……私の、こんなささやかな胸でも……愛でてくれますか……？」

　言い切ってから、その頰がみるみる赤くなった。ぱっと顔を覆って走り去る。

「…………え……？」

　……な……んだ、今の……？　啞あ然ぜんと立ち尽くすカイを、リンが覗のぞき込んだ。

「カイ、またにやにやしてるー！」

「し、してねぇよ！」

「どさくさに紛まぎれてフラグを立てるなんて、とんでもないチチスキーねっ！」

「ううむ、あんなフラグの立て方がありなのか？」

「知るか！」と顔をしかめるカイの袖そでを、リンが引っ張る。

「でも、カイに感謝しなくちゃ！　おかげで封魔球レチツド・ボールが無事に手に入ったんだからね！」

「そうね、それに、思いのほかさまになってたわよ？　演劇部に入部してみたらどう？」

「バカ言え、もう二度と舞台なんて立ちたくねぇよ……」

　と、リンがカイを見上げた。その顔にはきらきら輝く笑みが咲さいている。

「でも、カイがピンチヒッターで出演しなかったら、劇は中断されちゃうところだったんだよ？　あの劇はカイがいたから完走できたんだもん、すごいよっ！」

「…………」

　こんな嬉うれしそうにしてもらえると、まあ、少しはがんばったかいがある……かな。

　小さく息を吐はいて、カイは笑みをこぼした。

「よーし、三つ目の封魔球、探すか！」

「うんっ！」

「……その前にリン、封魔球を胸にしまおうとするのやめようか」

「!!　だ、だって、ちょうど二個あったから……！」







　第四章　傍観者に、俺はなる！







　時刻は十四時。歌劇ではさんざんな目に遭あったが、封魔球探しもいよいよ三つ目だ。

　カイはどことも知れぬ虚こ空くうを睨にらみ付けて、指を突つき付けた。

「よぉ、魔ま女じよ。見てるか？　どんな卑ひ劣れつな妨ぼう害がいの前にも、俺たちは屈くつさないぜ、学園祭の平和を守る、そのためなら──絶対にてめぇのたくらみを、ぶっ潰つぶす！」

「…………」

　返ってきたのは沈ちん黙もくだった。決め顔のカイを、通りかかった子どもたちが不思議そうに見上げている。

　高々と掲かかげた指を、カイはそっと引っ込めた。

「……何なんだよ!?　魔女の奴やつ、常に見張ってるんじゃないのかよ、恥はずかしいっ！」

　と、景色が歪ゆがむと同時に、魔女の早口が届いてきた。

「ひょひょひょ！　すまぬすまぬ、遅おくれちゃったテッヘペロリーン☆　はいはい、次のヒントじゃ！　せいぜいがんばるがよいぞ、じゃあの！」

　そしてこれまでの五倍ほどの速さで景色が戻もどる。

「またえらくぞんざいだな!?」

「何か用事でもあるのかなぁ？」

「まぁ、魔女とて人の子、ずっと水すい晶しように張り付いているわけにもいかんだろう」

　羊皮紙を覗き込むと、次のヒントが光っている。

【第三の封魔球は、白き翼つばさに産み落とされし純白の玉にまぎれてひそむ】

「ふむ、白き翼に、純白の玉……これはいったい何を示しているのだ？」

「……鶏にわとり、の玉子……のことじゃないかしら？」

「お、そうか。玉子が集まる場所といったら……」

　リンの指が食堂をまっすぐに指し示す。

「模も擬ぎ店だぁ！」

　木こ漏もれ日を投げかける木々の間を通って、一行は模擬店が集まる食堂へと足を向けた。










　もう昼時も過ぎたというのに、食堂はたくさんの人でごった返していた。

　売子や客の声がにぎやかに交こう錯さくし、その周囲をわたあめにクレープ、ホットドッグにチョコバナナといった模擬店がぐるりと取り囲んでいる。

「わあ、すごーい！　カイ、私たまごやきが食べたい！」

「封魔球を探すのが先だろうが」

　四人が屋台をのぞきながら流していると、背後から弾はじけるような声が掛かかった。

「ちーッス、みなさん！」

「え？」

　聞き慣れない声に名前を呼ばれて、振ふり向く。

「あれ？　お前、クロトの仲間の……」

　そこには、いつもクロトとつるんでいる拳こぶし闘とう士しの娘むすめが立っていた。

　拳闘士は「そうッス！」と日に焼けた顔を綻ほころばせる。

「自分、拳闘士のフィフィっていうッス！　よろしくッス！」

「私はリンだよ！　こっちはカイとニーナとジル！　よろしくねっ！」

「体育祭ではクロトがお世話になったッス～！」

　歯切れの良い口調に、夕ゆう陽ひ色の人なつっこい瞳ひとみ。サイドテールにした明るい色の髪かみが、彼女の快活さを物語っている。そして特筆すべきはその服装だ。売子のコスチュームなのか、大きくスリットの入ったチャイナドレスを身にまとい、おかげで健康的に焼けた素す肌はだがまぶしい。その上──

「いや～、ほんと奇き遇ぐうッスね！　お会いできて嬉しいッス！　そうだ、良かったら──」

「ちょ、ちょっと待てフィフィ……！」

「へ？　なんスか？」

　夕陽色の瞳が、間近すぎるほど間近にカイを見上げる。張りのある膨ふくらみがカイの二の腕うでに惜おしみなく押し付けられて──

「その……あ、当たってる、から……！」

「あ！」

　フィフィはぴょんと飛び退すさった。悪びれた様子もなく、白い歯を見せながら頭をかく。

「自分、よく人との距きよ離りが近すぎるって言われるんッスよ～！　すいませんッス～！」

「いやまあ、別にいいんだけど……」

　フィフィの胸はほどよく締しまっていて、ニーナとはまた別の良さが……って、何考えてんだ、俺は！

「あの、良かったら一年五組の絶品たまごやき、食べていかないッスか？」

「えっ、たまごやき!?　いいの!?」

「もちろん！　サービスしちゃうッスよ～！」

「やったぁ、ありがとう！」

「悪いな」

「いえいえ～！　いつもクロトがお世話になってるんで！　たまごやき入りま～す！」

　一行を案内してテント内に入ると、フィフィは鼻歌まじりに調理を始める。店内にはところせましと玉子の詰つまった箱が積み上げられていた。

「ってか、屋台でたまごやきって珍めずらしくねぇ？」

「そうなんスよ、でもけっこう楽しいっスよ～！　それに材料、玉子だけでいいんで！」

「わぁ、こんなに玉子があったら、すっごく大きいたまごやきが作れそうだねぇ！」

「そうだなぁ」

　カイは何気なくフィフィの手元に視線を落として──ぎょっと目を剝むいた。

「フィフィ、お前それ──封魔球じゃねぇか！」

「ああ、これッスか」

　フィフィが晴れやかな笑え顔がおの横に掲げたのは、紛まぎれもない封魔球であった。

「黒い玉子ッス！　珍しいッスよね！」

「違ちがう！　それは玉子じゃなくて──」

「すぐ調理するんで、待ってて下さいッス～！」

「フィ、フィフィちゃん、ちょっと待っ──」

　フィフィは手にした封魔球レチツド・ボールを、迷うことなくガン！　と調理台に打ち付けた。四人の悲鳴がユニゾンする。

『レ、封魔球ぅぅぅぅッ！』

「あれ、割れないッスね。まあいいや、このままタレにつけて、よくもむッス！」

『封魔球ぅぅぅぅッ！』

「んで、衣ころもつけちゃうッス～！」

『封魔球ぅぅぅぅッ！』

「最後に油でカラッと揚あげるッスよ～！」

「封魔──ちょっと待てぇぇぇぇぇぇ！」

　カイは身を乗り出して、危あやういところで封魔球を取り上げた。

「なんっスか!?」

「待て待て、落ち着けフィフィ！　これ玉子じゃねぇから！」

「玉子ッスよ！　ちょっと黒いけど玉子ッスよ！」

「仮に玉子だとしても、そのまま揚げるっておかしいだろ！　っつーか揚げる時点で明らかにたまごやきの工程じゃねえだろ！　お前たぶん料理の才能ねぇよ!?」

「そうッスかね～？　うちのたまごやき、けっこう好評なんスよ！　試食で良かったら、食べてみてくださいッス！」

「ちょ待て、そんな乗り出すなフィフィ！　だから近いって、当たってるって……！」

「わあ、いただきまーす！」

　リンは差し出された試食を勢いよくほお張り、

「わあ！　これすっごく、うん！　……うん！　えっと、あの……まあまあ、かな……」

　うわぁ……リンのこんなしょっぱい顔、初めて見た……おいしくないんだぁ……。

　しかしフィフィをはじめ、店内にいる一年五組の面々は自信満々だ。不幸にも味あじ音おん痴ちがそろってしまったらしい。

　カイはリンの愛あい想そ笑いという珍しい光景を眺ながめつつ口を開いた。

「フィフィ、あの……たまごやきはいらないから、その代わりと言っちゃ悪いんだけど、この黒い玉子、くれないか？」

「え？　仕方ないッスね～、いいッスよ！　みなさんの頼たのみとあらば！」

「ありがとう、フィフィちゃん！」

　よし、これであっさり三つ目ゲットだ。差し出された封魔球に、カイは手を伸のばし──と、封魔球を横からさらう者があった。

「お久しぶりねぇん、坊ぼうや？」

「お前……!?」

　それは忘れもしない、体育祭でカイに色いろ仕じ掛かけの妨害をしてきた踊おどり子であった。

「いったい何の用だ！　そいつを返しやがれ──」

　と、店内からフィフィたちの悲鳴が上がる。

「え？　ちょっ、な、なにするんスか!?」

　見ると、上級生が手当たり次し第だいに店内の玉子を運び出していた。

「残念だけれど、このお店の玉子は全すべて没ぼつ収しゆうさせてもらうわぁん？　私たち三年四組のクレープ屋で、玉子が足りなくなっちゃったのよん」

「なっ……!?　だからって……！」

「この玉子たちは、うちで有効活用させてもらうわねん？」

　踊り子は、カイから奪うばった封魔球をこれみよがしに振る。

「もちろん、このおかしな色の玉子もねぇ？」

「だからそれは玉子じゃねぇって言ってるだろうが、どいつもこいつも！」

「こ、困るッス！　玉子がなかったら、うちはどうすれば──」

「あらぁ、冴さえない出店がひとつなくなったところで、別にいいじゃない？」

　踊り子は片かた眉まゆを上げて、ふんと鼻を鳴らす。

「おたくのたまごやき、どうやらマズいって不評みたいだし？」

「っ……!?」

「ひどいよ、そんな……！」

　抗こう議ぎの声を上げようとするリンを遮さえぎって、カイは「待て！」と踊り子を呼び止めた。

「カイさん……？」

「……要は、たまごやきがうまけりゃいいんだろ？」

　カイは踊り子率いる三年四組に、真っ向から指を突つき付けた。

「今からこのフィフィが、最高にうまいたまごやきを作ってみせる！　もしもお前にうまいと認めさせることができたら、玉子を返してもらうぜ！」

「あぁら、おもしろそうね。この私を唸うならせることができたら、玉子は全部返してあげてもいいわん？」

　掛かった！　カイは口の端はしに笑みを刻んだ。こう見えて料理は得意なのだ。一時は実家の台所を一手に担になっていたこともある。中でもたまごやきは得意中の得意だし、こちらにはニーナもいる！　俺とニーナで手取り足取り指導すれば、いくら味音痴のフィフィでもまともなたまごやきを作るなどたやすいこと！　これで玉子と封魔球はこちらのもの──

「ただし──」踊り子は長い指を上げると、フィフィと、そしてリンを順に指した。

「たまごやきは、そこの二人で作ることね！」

「なっ……!?」

「そのほかの人間は、一いつ切さいの手出しは無用よん？　もしも外野が口を出すようなことがあれば、その時点で即そく失格とさせていただくわ！」

「しまった……！」

　カイは頰ほおを引きつらせた。よりによってこの二人を指名するとは！　味音痴のフィフィは言うに及およばず、その補ほ佐さがリンだと……!?　この二人に任せたら、どんな錬れん金きん術じゆつが発動するか知れたものではない！　踊り子のやつ、確実に急所を突いてきやがった……！

「ま、そんな見るからに料理とは程ほど遠とおい子たちに、おいしいたまごやきが作れるとは思わないけれどォ？　おーっほっほっほ！」

「くそっ……！」

「自分のたまごやき、マズかったんスか……知らなかったッス……」

　元気印のフィフィもさすがに落ち込んでいるようだった。すでに勝利は絶望的だ。このままでは玉子は取り上げられるのを待つのみ──いったい何て声を掛けてやれば……！

　と、フィフィの腕を引っ張るものがある。リンだ。

「大だい丈じよう夫ぶだよ、フィフィちゃん。こうなったら、やるしかないよ！」

「リンさん……！」

　童顔いっぱいにやる気をみなぎらせて、リンは腕をまくった。

「安心して！　絶対においしいたまごやきが作れるよ！　だって──私が付いてる！」

「だから不安なんだよ！」

「料理に大事なのは、ノリと勢い！」

「それ料理で一番ダメなやつ！」

「私のこと師し匠しようって呼んでいいよー！」

「何を根こん拠きよに師匠気取り!?」

　しかしまんまとリンの言葉に励はげまされたのか、フィフィの瞳ひとみに光が戻もどる。

「た、頼みます、師匠！」

「うん！　玉子を取り返すために、力を合わせてがんばろう！　レッツ☆クッキン！」

「クッキーン！　ッス！」

　カイはごくりと喉のどを鳴らした。これは……とんでもない料理教室が幕を開けたぞ……！










「エプロン姿のリン可愛かわいいわ、可愛いぺろぺろ！　でもせっかくエプロンをつけるなら生まれたままの姿の上に──」

　カイがニーナの口をそっと覆おおって、たまごやき作りはスタートを切った。

　リンとフィフィは仲良く調理場に立って、調理具を点検している。

　カイは固く唇くちびるを引き結んだ。口出し厳禁の条件を出された以上、こちらからは指示を出すことはおろか、アドバイスすらもできない──！

「まずは玉子を割るよ！　フィフィちゃん、お手並み拝見だよっ☆」

「うッス！　見ててください師匠！」

　フィフィは「でえええいッ！」という気合とともに、玉子をボウルの底に思いきり叩たたき付けた。殻からが砕くだけ、白身が四方に飛び散る！　なんというダイナミックたまご割り！

「わー、豪ごう快かい～っ！　生命の躍やく動どうを感じたよ～！」

「へへっ、こんなの朝飯前ッスよ！」

「もうお昼過ぎだけどねっ！　うふふっ！」

「あ、でも殻が入っちゃったッス……」

　肩かたを落とすフィフィに、リンは「ノンノン」と指を振ふった。バチムッと片目をつむり、

「カルシウムっ☆」

「マジすか！　たまごやき、おいしい上に骨まで強化できちゃうなんて、すげーッス！」

「ジル、放せ！　頼む、ツッコませてくれ！」

「落ち着け、カイ！　この勝負は口出し無用──いわば、ツッコんだら負けなのだぞ！」

「耐たえるのよ、カイ！　今は耐えるの！」

　ニーナに腕うでを押さえられて、カイは喉までせり上がるツッコミを必死に飲み込んだ。そうだ、いかなるツッコミも心の中に留とどめなくては──なにこのツッコんではいけない料理教室!?

「よーし、作る前に、作戦会議をしようっ！」

「ただ作るだけじゃつまらないッスから、何かすごい隠かくし味がほしいスよね！」

　出たよ素人しろうとの隠し味崇すう拝はい！　やめろ、メシマズ一直線じゃねぇか！

「そうだね、何を入れようか!?」

「あっ、師匠、すごいこと思いついたッス！」

　もう嫌いやな予感しかしない！

「なになに、フィフィちゃん!?」

「スライムの粘ねん液えきを入れたら、しっとりしそうじゃないスか!?」

　いきなりラスボス来たよコレ！

「わあ、独創的っ☆」

「さらにコレも混ぜてみるッスよ！　柔じゆう軟なん剤ざい！」

　せめて食べられるものにしようか！

「うふふ、とってもふんわりしそう～！」

「さらには生クリームを添そえてデザート風に！」

　よし分かった、とりあえずその独創性を捨てるところからはじめよう、なっ！

「わぁ、それは一石二鳥だねぇ！」

「あ、さらにいいこと考えたッス！」

「……っ！　……っ！」

「いいぞ、カイ！　俺の胸むな板いたに鉄てつ拳こぶしを叩き込む分には、何の問題もない！」

　カイは渾こん身しんの裏うら拳こぶしでジルをどつきながら、底の見えない絶望感に支配されていた。

　ニーナとジルも、ツッコミ不在の料理教室を戦せん々せん恐きよう々きようと見守っている。

「お、おかしいわ……！　カイのツッコミが封ふうじられただけで、こんなに心細くなるなんて……！　なんだか、心がとても不安定になる……！」

「ああ。どうやら俺たちはこれまで、カイのツッコミに甘えすぎていたようだな……！」

「今さらありがたがられても！」

「な、なんという恐おそろしい子たちなの……！」

　さすがの踊り子もドン引きだ。それはそうだろう、実際にアレを口にするのは彼女なのだから。

　ジルがごくりと唾つばを飲む。

「暴走しようとする我らが勇者を、なんやかんやで軌き道どう修正してきた伝家の宝刀、『カイのツッコミ』……それを封じられた俺たちに、勝ち目はあるのか……!?」

　いったいどこへ向かっているんだ、ツッコミ不在の料理教室……！

　ギャラリーの不安を一身に背負いながら、隠し味会議は続く。

「あ！　いっそ、たまごとたまごの共演とかどうッスか！」

　たまごとたまごの共演!?　どういうことだ!?　ヤバいぞ、事件のにおいがする……！

「えっ、なにそれすごい！　例えば!?」

「じゃーん！　かまきりのたまご～！」

　もしかしてコレたまごやき作りのふりをした手の込こんだいやがらせなんじゃね!?

「わあ、刺し激げき的ぃっ！　旬しゆんをおさえてるねっ！」

　まあ確かにそういう季節だけれどもね!?

「そっちの黒いのはなぁに？」

「キャビアッス！」

　なんという無む駄だ遣づかい！　なんという無駄遣い！

「ひゃあ、贅ぜい沢たく～☆　しかも斬ざん新しん～☆」

「あ、さらに閃ひらめいたッス！」

　何が!?　さらなる惨さん事じのきっかけが!?

「なになに？」

「いっそゆでたまごを使うとか！」

　ゆでたまごやきという新しすぎるジャンル……！

「すっごーい！　そんなの誰だれも思いつかないよ！　フィフィちゃん天才！　大天才！」

「俺はもう限界だァァァアア！　頼たのむゥゥゥゥ！　ツッコませてくれぇえぇぇええ！」

「いけない、禁断症しよう状じようだわ！」

「落ち着けカイ、ひっひっふー、ひっひっふーだ！」

　屋台の周りには、騒さわぎを聞き付けた人々が何事かと集まりつつある。

　我が身を苛さいなむ使命感に耐えかねて、カイは胸をかきむしった。

「駄目だ、もう見てられねぇ！　お願いだから、お願いだからツッコませてくれぇぇ！」

「それは『ジルくんに、性的な意味でツッコみたい』という発言だと捉とらえていいですか、カイくん!?」

「あんたいきなり湧わいてきてなに言ってんですか先生!?」

　風のように現れたアイリスは、何をそんなに買いこんだのか重そうな紙かみ袋ぶくろを両手に提さげて、学園祭をエンジョイしているようだ。

「ふむふむなるほど、ということはカイくんが攻せめでファイナルアンサー──」

「朝から姿が見えないと思ったらこんな所で何してんですか！　っつーか何なんですか、その紙袋！」

「それはもちろん、闇やみ市いちで手に入れたカイくんの薄うすい本──」

「先生、今の俺は殺気立ってますから、隙すきを見せるともう見境なくツッコみますよ!?　それはもう手加減なしでツッコみますよォォオオオオオオオ!?」

「イヤアアアアア！　切れる十代！　切れる十代！」

「気持ちは分かるわ、カイ！　けれどここは堪こらえどころよ！」

　いつになく親身にさとしてくれるニーナに、カイはすがり付いた。

「頼むぅ！　俺は『ジルに』ツッコみたいんだ！　『ジルには』俺がいなきゃだめなんだ！　頼む『ジル』、ツッコませてくれ『性的な意味で』！　俺はもう限界なんだ『性的な意味で』！　……ってアイリス先生、あんたなにとんでもない合いの手入れてんですか！」

「ふう、腐ふ成分を補給して満足しました！　じゃあ先生忙いそがしいので！　チャオ☆」

「あんた何しに来たんだ！　おい待て、もう誰でもいいからツッコませろぉぉおおお！」

「カイ、その発言はさすがに危険なにおいをはらんでいるぞ！」

「いけない、このままでは手が付けられなくなるわ！　これを嚙かんでいなさい！」

　ニーナにさるぐつわを嚙まされ、さらには後ろ手に縛しばられて、カイはようやく諦あきらめがついた。

「…………」

「さるぐつわに緊きん縛ばくだと!?　なんたるご褒ほう美び！　おいカイ替かわれ！　おい！　カイ！」

「…………」

「……ニーナ、これは大丈夫なのか。カイが死んだ魚のような目をしているのだが。あと、ツッコんでくれないのだが」

「そのために縛ったんでしょうが」

　ぼんやりとかすむカイの視界に、会議を終えて腕まくりをするリンの姿が映り込む。

「よーし！　ここからが本番だよーっ！」

　いよいよ調理に入るらしい。ああ、暗黒物質の生成を……恐るべき兵器の誕生を……俺はただ見ていることしかできないのか……この世界は、なんて残ざん酷こくなんだ……！

「それじゃあフィフィちゃん、見ててね！」

「はいッス、師匠！」

「まず、たまごを割りま～す！　よいしょっと」

　リンは慣れない手つきながらも、丁てい寧ねいにボウルにたまごを割り入れていく。

「そして、たまごを溶ときま～す！　優やさしく、切るようにね！」

「おお～、なるほどッス！」

「味付けは甘くするね？　フィフィちゃん、お砂糖入れてみて～。ゆっくりね！」

「分かったッス！」

　……あれ……？

「えーと、あとは……そうだ！　調味料も入れるんだよ！　お酒とかみりんとか！」

「どれくらい入れればいいスかね？」

「ええとねぇ、ストップ！　うん、ちょうどいいと思う！」

　あれ……？

「今のうちに、フライパン温めておくね～。あっ、かき混ぜすぎないようにね！」

「任せてくださいッス！　切るように混ぜるんスよね、師し匠しよう！」

「そうだよ！　うふふ、お料理って楽しいねぇ！」

「はいッス！　めっちゃ勉強になるッス！」

　あれぇぇぇ……？

　カイは混乱していた。どう見てもまともすぎる。これはいったい……

「さて、いよいよ隠し味ッスね！　何を入れるんスか、師匠!?」

『──！』

　出た、禁断の単語──鬼き門もん、隠し味……！　ギャラリーにただならぬ緊きん張ちようが走る。

「ふふっ。それはね！」

　リンは伸のびあがって、フィフィに耳打ちした。

　ふんふんと頷うなずいていたフィフィは白い歯をこぼして、にかっと笑う。

「それはとっても素す敵てきッスね！」










　そして数分後。

「できたッスー！」

　踊おどり子の前に出されたのは、ほかほかと湯気を立てる、金色のたまごやきだった。

「…………普ふ通つうにうまそうだな」

　ジルが漏もらした感想に、誰もが無言で頷く。

「……食えるか？」

　ようやくさるぐつわから解放されたカイの問いに、踊り子は硬かたい面おも持もちで頷いた。

　ごくりと唾を飲み込んで、たまごやきへと手を伸ばす。いよいよ審しん判ぱんの時……──！

　観衆が息を詰つめて見守る中、踊り子はつまんだ一切れを、おそるおそる口に含ふくみ──その目が、カッと開かれる。

「こ、これは……！」

「どうなんだ……!?」

「お……」踊り子の口から、掠かすれた声が押し出される。

「……おい、しい、わん……！」

「なんだって……!?」

　踊り子はこぼれんばかりに目を見開き、そればかりか、がくがくと震ふるえ出した。

「ど、どうした!?　なんか震えて……！」

「このふんわりとした優しい甘さに、豊かな風味──これこそ料理の原始にして頂点、家庭の味よおおおおおおおおおおおん！」

　踊り子が咆ほう哮こうしたかと思うと、その口から眩まばゆい光線が迸ほとばしる！

「おいなんか口から光線吐はいたぞォォオオオ!?　大だい丈じよう夫ぶなのか!?」

「これはまさに料理界を覆くつがえす高波、いや、竜たつ巻まきよ……！　空は轟とどろき山は吠ほえ、地が裂さけ、海が割れるほどの衝しよう撃げきぃぃぃいいいいいん！　おいしいわあああああああああああん！」

　まるでその遠とお吠ぼえに呼び寄せられたかのように、食堂に巨きよ大だいな竜巻が起こり、踊り子は天てん井じようを突つき破って蒼そう穹きゆうへと打ち上げられた。

「うおおおおおい!?　なんかすげぇ天変地異が起こったぞぉぉぉおおお！　どういうことなの!?　これいったいどういうことなの!?」

「甘いわね、カイ！　あんなリアクションは序の口よ！」

「アレが序の口なの!?」

　ニーナも負けじとたまごやきをつまむと、一息に頰ほお張ばった。

「こ、これは……！　やや薄いながらも、味は奥深くかつふくよか！　食感は柔やわらかくありながらプリプリとしていて──口の中でシャッキリポンよぉぉおおおおおおおおお！」

　ニーナの絶ぜつ叫きように共鳴するかのように、地を揺ゆるがしながら床ゆかが割れ──巨大な龍りゆうが出現する。

「龍出てきちゃったァァァアアァア!!」

　その背にまたがって、ニーナは食堂の天井穴から大空へと駆かけ上っていった。

「おいニーナ、ニーナァァァァアアアアア!?　ジル大変だ、ニーナが……っ！」

　振ふり返った先では、ジルがたまごやきを口に放ほうり込んだところであった。マスクの奥の眼めが、ぎらりと怪あやしい輝かがやきを放つ。

「むっ、この食感……！　豊かな弾だん力りよくが舌の上で躍おどって、まるで若アユのようではないか！　うまいッ、うまいぞおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！」

　鎧よろいがばりーん！　と弾はじけ飛んだかと思うと、ジルはドゥルルルルル！　とドリルのように回転しながら地にもぐっていった。

「ジルゥゥゥウウウウウウウウウウウ！」

　どういうことなの!?　これホントにどういうことなの!?　カイが恐きよう怖ふに慄おののきながらジルを飲み込んだ穴を覗のぞき込んでいると、背中をつつかれた。

　振り返ると、リンとフィフィの期待を込こめたまなざしが、じっと自分を見つめている。

「……え、俺もやるの？」

　きらきら輝く二対ついの瞳ひとみに気け圧おされて、カイもたまごやきを一口かじると大おお仰ぎように吠えた。

「お、おう、なんということだこの瑞みず々みずしさよぉ……！　これは言うなれば、そう、まさに味の革命ぃぃッ……！　…………」

　しばらく待ってみたが天変地異が起こる気配もないので、とりあえずびたーん！　と派手に伏ふせてみた。

　ちらりと上うわ目め遣づかいにお伺うかがいを立てると、リンとフィフィはなんとも言えない愛あい想そ笑いを浮うかべ、

「……ちょっと、違ちがうかな」

「なんというか、インパクトに欠けるッスね……」

「リアクションの壁かべ高いなぁ！」

「ともあれ、本当においしいのは否いなめないわねん」

「うむ。これは文句なしの逸いつ品ぴんだな」

「お前らなんで平然と戻もどってきてんだよ！　あとさっきのリアクションなんなの!?　いったい何が起こったの!?」

「いいこと、カイ。料理対決っていうのは、そういうものなのよ」

「いや知らねぇよ！　『空気読みなさいよね』みたいな、そんな目で見るなよ！」

　ツッコみながらももう一口食べてしまう。口の中に、ふわりと優しい甘さが広がった。ときどき邪じや魔まをするカリッと弾ける歯ごたえ──玉子の殻からはご愛あい嬌きようだ。

「どうッスか、カイさん！　どうッスか！」

　フィフィは嬉うれしそうにぐいぐいと身を寄せてくる。サイドテールの毛先が頰ほおに当たってくすぐった……。

「フィフィ、ちょっと待て、離はなれろ……！」

「はぇ？」

「だから、近い……から……！」

「え、あ、すいませんッス！」

　無む邪じや気きというか、ホントに距きよ離り感ねぇな、この子は！　張りのある弾力とぬくもりが離れて胸を撫なで下ろすカイに、フィフィは懲こりずに身を乗り出す。

「で、どうだったッスか!?　師匠と作ったたまごやき！」

「いや、うまい……。てか……本当に……うまい……」

　気になるのはギャラリーを恐怖に陥おとしいれた『隠かくし味会議』の行ゆく方えなのだが……。

「これ、隠し味は……？」

　おそるおそる問うと、フィフィは嬉しそうに鼻の下をこすった。

「へへっ──『愛』ッス！」

「愛……？」
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「そッス、愛を入れたんス。料理の一番の調味料は愛だって、リンさんが教えてくれたんスよ！」

「リンが……？」

「どうッスか、愛、感じたッスか!?」

「あ、ああ……」

　カイは驚おどろきを込めて、リンを見み遣やった。リンが料理をしているところなど見たことがない。性格からしても、正直、料理が下手だと決めつけていたのだが……。

　カイの訝いぶかしげな視線をはねのけるように、リンは胸を張った。

「たまごやきくらい作れるよ！　だって私は、カイの幼おさな馴な染じみだもんねっ！」

「え……？」

「小さい頃ころから、カイがお料理してるとこ、いつも隣となりで見てたよ！　お手伝いするときも、優しく教えてくれたよね！」

「リン……」

「だから、覚えてたんだよ。おいしいたまごやきの作り方も、カイが『お料理は愛を込めるとおいしいんだよ』って教えてくれたのも」

「……──」

　カイは声を失った。お気楽なだけが取り柄えの幼馴染だと思っていたが……けっこうちゃんと、俺のこと見ててくれてるんだな。……なんだか少し、こそばゆくなる。

「こんなに上手に作れるなら、もう作ってやらなくてもいいな」

　カイが苦く笑しよう交じりに呟つぶやくと、リンは慌あわてて首を振った。

「いやだよ！　私は、カイが作ってくれたたまごやきが好きなんだもん！　だって──」

　恥はずかしそうに手を後ろに組むと、歯を見せてはにかむ。

「カイの愛が、たくさん入ってるんだもんね！」

「…………」

　今回ばかりは、カイの股こ間かんを狙ねらうニーナをジルが身を挺ていして押さえてくれていた。

「ふふ……愛、ね……」

　かすれた声でそう呟いて、踊り子は悩なやましい息を吐いた。

「完敗よ。料理って、なんて奥深いのかしらん……。玉子は全すべてお返しするわ？　ひどいことを言って、ごめんなさいね？」

「あっ、待ってくださいッス！」

　立ち去ろうとした踊り子を呼び止めると、フィフィは箱を差し出した。

「玉子、持っていっていいッスよ！　全部は困るけど……一箱くらいなら！」

「え……？」

　呆あつ気けにとられる踊り子に、フィフィは屈くつ託たくない笑えみを向ける。

「たくさんあるんで！　その代わり、足りなくなったら、一いつ緒しよに買いにいくッスよ～？」

「……ふふ。ありがとう」

　箱いっぱいの玉子を手て土産みやげに、踊り子率いる上級生はクレープ屋へと帰っていった。

　集まっていた観客から、わっと拍はく手しゆが沸わき起こる。

「よかったな、フィフィ」

　声を掛かけると、フィフィはきらきら輝く夕ゆう陽ひ色の瞳でカイを見上げた。

「本当にありがとうございましたッス！　あの時カイさんが止めてくれなかったら……」

「いや、俺は何もできなかったから。これはお前とリンががんばった結果だ」

「そんなことないッス！　カイさんは、リンさんの師し匠しよう。つまり、師匠の師匠……──ぜひ、オヤビンと呼ばせて下さい！」

「それは断る」

「なんでッスか!?」

　と、フィフィは、「あ、そうだ」と玉子をあさると、中から封魔球レチツド・ボールを取り出した。

「お礼と言ってはなんッスけど、この玉子は差し上げるッス！」

「わあ、ありがとう！」

「リンさん、また今度、お料理教えてくださいッス！」

「うん！　またね、フィフィちゃん！」

　手を振ってフィフィと別れると、リンは鼻息あらく鞄かばんを覗き込んだ。

「やったね、カイ！　三つ目の封魔球を手に入れたよ！　いよいよあと四個で願いが叶かなうねーっ！」

「いやいや待て待て、どうしてそうなった!?」

「えっ、知らないの!?　球を七つ集めたら願いが叶うのは常識だよ！」

「だからそれどこの世界の常識!?」

「いでよ、ジェイソーン！」

「そこはかとない事件の香かおり！」

「ギャルのおぱんつくださいな、ひゃほぉぉぉう！」

「そんなん頼たのまれてもジェイソン戸と惑まどうだろ！」

　思う存分ツッコみながら、カイは言い知れぬ快感を覚えていた。心置きなくリンにツッコめる悦よろこび……なんか……すがすがしいな……。

「…………ふ、ふ……」

「……カイ、なんで嬉しそうなの？」

「いや、べべべべ別にっ？」

　込み上げる笑みを必死にかみ殺すカイの後ろで、ジルとニーナも感かん慨がい深ぶかげだ。

「ふむ。あるべきものがあるべきところに収まったという感じがするな」

「ええ。こうじゃなければ私たちじゃないわ」

　と、リンに続いて食堂を出ようとして、カイはふと立ち止まった。

　リンゴ飴あめの屋台を遠巻きにしてうろうろしている少女が目に留まる。冬色の金きん髪ぱつにひまわり印の紙かみ袋ぶくろ──『呪のろいの道具展』で見かけた、あの女の子だ。

　少女は屋台に並んだリンゴ飴を物欲しげに眺ながめているのだが、一歩踏ふみ出そうとしては、売子の大声にびくついて飛び退すさっている。

「…………」

　カイはしばらくその様子を眺めていたが、やがてリンゴ飴をひとつ買い求めると、その足で少女のもとに行き、差し出した。

「ほら」

「！」

　澄すんだ瞳が、びくっとカイを見上げる。

「食いたいんだろ？」

「……！」

「で、あのー……『呪いの道具展』のことなんだけどさ。俺、お前に何か悪いこと──」

　少女はじりじりと後ずさると、ぱっと紙袋に手を突つっ込んだ。

「！　！」

　こつん！　と何かを投げつけられる。

「いて……」

　またひまわりの種だ。カイがローブに引っかかった種を払はらっている間に、少女はカイの手からリンゴ飴をもぎとると、ぱっと身をひるがえして食堂を出ていった。

「……何なんだよ……」

「カイ、どうしたの？　早く行こうー！」

「ああ」

　しかしあの子、『呪いの道具展』以来、妙みように突っかかってくるし、ひどく頼たよりなげだし……なんか気になるんだよなぁ……。

　カイはひまわりの種を払いながら、リンたちの跡あとを追ったのだった。







　第五章　支配人に、俺はなる！２







『さあ、楽しい一日目も残り一時間と迫せまってきたぜー！　来場者の皆みなさまは、獅し子し王おう祭賞の投票も忘れずになー！』

　時刻は既すでに四時。タイムリミットは明日あしたの六時とはいえ、せめて四つ目の封魔球まで手に入れておきたいところだ。

「よし、ペース上げていこうぜ！」

「うん！　次のヒントは──」

　四人は額を突き合わせて、ヒントの紙を覗のぞき込んだ。

【第四の封魔球は、メイドに傅かしずかれし主の宝物庫にありて、金色の輝かがやきを放つ】

「これって……」

　カイの呟きを引き継ついで、リンが「うん！」と頷うなずく。

「メイド喫きつ茶さだね！」

「ああ……でも宝物庫ってなんのことだ？」

「それは行ってみたら分かるよ、きっと！」

　校舎に入った四人が廊ろう下かを曲がると、一年二組の前には人だかりができていた。

「？　何かあったのか……？」

「あっ！　カイ・アンバー！」

　眉まゆをひそめるカイに、ウェイター姿のクロトが一目散に駆かけ寄ってくる。

「良かった、いま捜さがしに行こうとしてたんだ！」

「クロト！　いったい何があったんだ？」

「それが、五人組の客が、ツンドラがどうのこうのって言って、いきなり暴れ出して……！」

「ツンドラ？」

「俺が力ずくで追い出そうとしたんだけど、クラスの奴やつらが、それはマズいからとりあえず支配人を呼んでこいって……！」

　クロトの言葉を、けたたましい騒そう音おんが遮さえぎった。

「……！」

　カイは人ひと混ごみをかき分けて教室へと向かった。教室前の廊下では、店内から避ひ難なんしてきたらしいクラスメイトたちが、ひとかたまりになって怯おびえている。

　カイはドアを細く開けると、リンたちと共に中を窺うかがい、息を吞のんだ。

　教室の一角に、柄がらの悪い五人のチンピラたちが陣じん取どっていた。周囲には食べかけのマフィンや、ひっくり返った紅茶のカップが散らばり、机に足を乗せている者もいる。

「オイオイ、いつまで待たせるんだ？　早く連れてこいよ、可愛かわいいメイドさんをよォ！」

「あいつらっ……！」

　突っかかっていこうとするクロトを、カイは手で制した。

「ことを荒あら立だてるな、クロト。ここは穏おん便びんに帰ってもらうんだ……！」

　あの手合いは下手に揉もめれば増長してさらなるいいがかりをつけ、取り返しがつかなくなる。だからこそクラスメイトたちも、クロトを止めたのだろう。ここは話し合いで穏便に帰ってもらうしかない……今こそ支配人おれの出番──！

　カイは扉とびらに手を掛けて大きく踏み出そうとし──裾すそを握にぎられた。

「待って、カイ！」

「なんだよ、リン!?　さっさとあのチンピラどもを叩たたき出して──」

　リンは「お願い、待って！」と真しん剣けんな顔で遮り、チンピラの一人をまっすぐに示した。

「あの人の股間を見て！」

「……………」

　その言葉をしばし反はん芻すうしてから、念のために聞き返す。

「…………股こ間かん？」

「うん、股間！」

「…………」

　カイは我が耳を疑いつつも、チンピラに視線を戻もどした。

　リンが示す先、椅い子すにふんぞり返ったリーダーらしきモヒカン男、その大おお股また開きになった太ももの中央が──

「金色に、光ってる……だと……!?」

　男の股間が紛まぎれもなくまばゆい輝きを放っていた。カイの脳のう裏りにヒントの文言が蘇よみがえる。

【第四の封魔球レチツド・ボールは、メイドに傅かれし主の宝物庫にありて、金色の輝きを放つ】──！

「まさか……──封魔球……っ！」

　カイは痛つう恨こんの呻うめきを漏もらしてから、ちょっと沈ちん黙もくした。

「…………宝物庫、か……」

「…………宝物庫、ね……」

　ニーナがごくりと喉のどを鳴らす。その隣となりでただひとつ、カイは確信していた。ひどい展開になってきた……！

「あんなところに仕込みやがって、委員長の胸といい、魔ま女じよのやつ何考えてんだよ!?　てか、周りも気付けよ!?」

「ふふ、やってくれるわね……あれじゃあまさにゴールデンボー──！」

「ニーナ、アウトだ」

　カイはニーナの口をそっと覆おおった。

　問題は、どうやってあんな所にある封魔球を回収するかだ。下手に揉めてメイド喫茶に悪評が立ったのでは、元も子もない。

　カイの苦く悩のうを嘲あざ笑わらうかのように、チンピラたちは喚わめき声をあげる。

「おいおい、可愛いメイドさんはどうしたんだよォ!?」

「さっさと接客しろや、コルァ！」

「メイド喫茶と言えば、ツンデレメイドがいないと始まらないだろォが、ワレェ！」

「どういうこだわりだよ!?」

　クロトが言ってたツンドラってツンデレのことか！　あのチンピラども、学園祭のメイド喫茶に何を求めてんだよ!?

　低く呻くカイの隣で、リンが「これだ！」と叫さけんだ。

「ねえカイ、チャンスだよ！」

「何が!?」

「あの人たちの理想のツンデレメイドを用意するんだ！　接客を装よそおって、うまく接近すれば……！」

「そ、そうか！　自然な流れでズボンを脱ぬがすことも、不可能ではない……！　……いや、本当か？　メイド喫茶でズボンを脱ぐって、相当不自然じゃねぇか……？」

「この中に、ツンデレメイドを演じられる人はいない!?」

　リンが廊下に固まっている女生徒たちに声を掛かけるが、誰だれもがすっかり縮み上がっている。あんな強こわ面もての男たち相手にツンデレを演じろなどというのも無理な注文だろう。クロトにいたっては「ツンドラってなんなんだ？」と首を傾かしげている始末だ。

「こうなったら仕方がない、私がメイドさんになるよ！　名付けて、『つかもうぜ☆ゴールデンボール大作戦』っ！」

「待てリン、お前は駄だ目めだ！」

「どうして？」

「お前が出たところで超ちよう絶ぜつドジっ子メイドになるのが関の山だろ！」

「まぁねっ☆」

「何でちょっと得意げなんだよ！　誰がそのしりぬぐいをすると思ってんだ！」

「そうよ！　リンのおしりなら私がぬぐうわ！」

「落ち着けニーナ、それはセクハラを通り越こしてもはや痴ち女じよだ」

　痴女認にん定ていをものともせず、ニーナはふわりと髪かみを払った。

「仕方ないわね──私が行くわ」

「お前が!?」

　カイは反対しようとして、思い直した。ニーナはこう見えて肝きもは据すわっているし、あつらえたようなメイド姿だ。その上、少なくともツンの要素は満たしている──！

　ニーナは「ええ……」と女め神がみの微笑ほほえみを浮うかべるなり、貫ぬき手てを構えた。

「彼奴きやつの股間のゴールデンボール……もがせていただきます──！」

「…………」

　カイはその肩かたに、そっと手を置いた。

「ニーナ、やっぱり駄目だ。お前が行くと、球が三つ獲とれる可能性がある」

「なんでよ！　今こそ私の出番じゃないの、球のひとつやふたつ、もがせなさいよ！」

　と、ジルが「いや」とニーナの剣けん幕まくを遮った。真しん摯しな瞳ひとみで訴うつたえることには、

「そのような汚よごれ役、ニーナに押し付けるわけにはいかん……俺が行こう！」

「いやいやいや！　ジルがツンデレメイドって！　もう字じ面づらからしてダメだろう！」

「ぬう、どこが不満だ！」

「全部だよ！　お前にツンデレメイドさせるくらいなら俺がするわ！　あ、待って、今の噓うそ！　リン、そんな期待に満ちた目で俺を見るな！　ニーナもそんな蔑さげすまないで！」

　その時、カイの背中をぺしぺしと叩くものがあった。

「なにしてんだよ、カイ・アンバーッ！　さっきからツンドラだのトンデレだの……何でもいいからあんなやつら、さっさと追い出そうぜ！」

　眉を吊つり上げるクロトと目が合った瞬しゆん間かん、カイの頭の中でパズルのピースがぱたぱたとはまり始める。ツンデレ、度胸、そして美少女──！

　パズルが完成した瞬間、カイはクロトの両肩を摑つかんでいた。

「クロト！　お願いがあるんだ！」

「うぇい!?」

「本来は俺たちで解決しなきゃならないんだが、情けないことに手て詰づまりで……頼たのみの綱つなは、お前しかいないんだ！」

　カイが懇こん願がんすると、クロトの顔がパッと輝いた。

「わ、わは、わーははは！　やっぱりそうだろ、このクロト様に頼たよるしかねーだろ!?　ほらほら、どんなお願いなんだよ!?　何でも言ってみやがれ、こんちくしょー！」

　嬉うれしそうなクロトに頷くと、カイはモヒカン男の股間をまっすぐに示した。

「メイドになって、あいつのズボンを脱がせてくれないか!?」

「お前頭に虫わいてんじゃねーの!?」

「そしてゴールデンボールをひとつ獲ってきてほしいんだ！」

「セクハラもたいがいにしろよテメー訴えられてーのか!?」

「今さら恥はずかしがるなよ！　お前にも付いてんだろ！」

「付いててたまるか！」

「タマだけにな！」

「なに言ってんだ、カイ・アンバー!?」

「くっ、仕方ねぇな……ちょっと耳貸せ」

「ちょ、何だよ！　ち、近いっ！　やめろばかっ……！」

　暴れるクロトの耳元に口を寄せると、カイは静かに切り札を切った。

「ゴールデンボールを持ってきてくれたら──もうひとつ、言うことを聞いてやる」

「マママママジか!?　ホントだろーな、おい!?　後こう悔かいすんなよなっ！」

「ああ。約束だ！」

「ってことは、諦あきらめてたアレもお願いできるっ……いや、やっぱりアレをアレにして……むしろ、アレとアレの合わせ技わざだってできるぞ……！」

　こいつ、俺に何をさせる気なんだろう……？　やや不安だが、ともかくクロトが乗り気になってくれたなら何よりだ！　これでこのミッション、もらったも同然！

「さあ、メイド服の準備を！」




「……く、くそっ、なんでオレがこんなカッコ……！」

　引き受けたはいいものの、クロトは久しぶりにはくスカートが落ち着かないのか、もじもじと膝ひざをすり合わせている。なめらかな頰ほおはばら色に上気し、腰こしまで流れる亜あ麻ま色の髪は、まるで絹のようだ。

「なんだよ、じろじろ見んなよっ！　……そ、そんなに変か？」

「あ……いや……」

　クロトのメイド服姿は、可愛いの一言に尽つきた。ただ男装を見慣れているせいか、どうしてもうまく言葉が出てこない。

「わあクロトちゃん、とっても可愛いよー！　本物のメイドさんみたい！」

「まあ最高よ、クロちゃん！　試ためしにちょっとスカートをたくし上げてみせ──」

　カイはニーナの口を手で覆った。クロトに念を押さなければならないことがある。

「いいか、クロト。これは支配人としての指示なんだが……何があっても怒おこるな」

「はァ？　なんでだよ！」

「こっちに少しでも不ふ手て際ぎわがあれば、あいつらは必ずいいがかりをつけて、しつこく営業妨ぼう害がいをしてくる。そうなれば、メイド喫きつ茶さの評判はがた落ちだ。俺たちは廊ろう下かから見守ってるから、何かあれば助けに入るが……なるべく穏おん便びんに対応するんだ。頼んだぞ！」

「わ、わかった」

　神しん妙みような顔つきでこくりと頷うなずいたクロトの背を、カイは押した。

「狙ねらうはひとつ、あいつのゴールデンボール──いざ、股間の球狩がりじゃぁぁぁああ！」

「球狩りって言うな！　いいかカイ・アンバー！　約束、絶対だからなッ！」

　半ばヤケのように釘くぎを刺さすと、クロトは大きく深呼吸し、そして憤ふん然ぜんと扉とびらを開いた。

「てめェ、遅おそいじゃねェか！　どんだけ待たせ──」

　チンピラ五人組は怒ど号ごうを上げながら振ふり返り──そのまま声を失ったようだった。殺さつ伐ばつとした空間に舞まい降りた美少女メイド・クロトの姿に、呆ほうけたように見み惚とれている。

「がんばれクロトちゃん……！」

　小声で応おう援えんするリンと同様、カイもドアの隙すき間まから熱い視線を送る。さあクロト、まずは第一声『おかえりなさいませ、ご主人さま』だ！

　クロトはずかずかとチンピラたちの前へ進み出るなり、両足を踏ふん張って息を吸い──

「お……おかえりなさいませっ、ご主人ちゃま！　うぇ！」

「嚙かんだ！　いきなり嚙んだ！」

　クロトは首まで真っ赤にしながら、テーブルの上にだんっ！　と皿を叩たたき付ける。

「な、なんじゃい、コレは……？」

　さすがに鼻白むチンピラたちに、クロトは眉まゆを吊り上げた。

「はァア!?　オレの手づくりマフィンだけど!?」

「態度悪ぅうううッ！」

　なにあれツンデレっていうかただの態度が悪いメイドじゃん！

「マフィンだァ？　おれたちゃァこんなもん頼んでねェぞ？　サービスかァ？」

「ふん！　別にテメーのために作ったわけじゃねーけど、仕方ねーからくれてやるよ！　ありがたく食えよな、腐くされご主人っ！」

「そんな尊大なメイド聞いたことねぇよ！」

　蒼そう白はくになるカイ。しかしチンピラたちは、そっぽを向いたりそわそわと手を組んだりしながら、何やら小声で呟つぶやいている。

「つつつツンデレじゃねェかコルァ……」

「待ってましたぞワレェ……」

「あれでいいんだ!?　あれで合ってるんだ!?」

　いいぞ、男たちの心をがっちりつかんだ！　しかし問題は、どうやってズボンを脱がせるか……！

　カイの懸け念ねんをよそに、クロトは乱暴にティーセットを並べていく。

「面めん倒どうだけど紅茶も持ってきてやったぜ、喉のどに詰つまらされちゃ迷めい惑わくだからなっ！　さっさと飲めよ！」

　しかしその時、慣れないヒールにクロトの足がよろりとよろめき──

「あっ」

　ひっくり返った紅茶が、ばしゃああんとモヒカン男の膝を濡ぬらした。

「うあッチイイイイイイイイイイ！　熱いぞコルァァァアアアア！」

「リリリリーダー!?　大だい丈じよう夫ぶですかィ!?」

「いかん、因いん縁ねんを付けられるぞ！　クロトを下がらせろ！」

　焦あせるジルを、しかしカイは手で制した。

「いや待て！　この流れはもしかして……!?」

　カイの思おも惑わく通り、モヒカンはばね仕じ掛かけのように飛びあがるとベルトを外した。さらにはズボンに手を掛けるのを見て、クロトが後ずさる。

「オイやめろよ！　何をする気なんだよ!?」

「何って、このままじゃ火傷やけどするだろうがコルァァァアアア！」

「こここんなところで脱ぬぐなんてバカじゃねーの!?　やめろって──」

「熱いんじゃ、コルァアアアアアア！」

　モヒカンが咆ほう哮こうと共に、一気にズボンを下ろす！

「ぎゃああああああああああああああああ！」

　両目を押さえるクロトの前で──ころり、と。金色に輝かがやく封魔球レチツド・ボールが転がり出た。

「なななななんじゃこりゃぁぁぁああ!?」

「なんかリーダーの股こ間かんから金色の球出てきたぞォ、ワレェェェエイ!?」

　チンピラたちは球を拾い上げてためつすがめつしている。

「や、やった、ゴールデンボールが出たぞ！」

「すごいよ、クロトちゃん！」

「ふむ、あの男、なかなか潔いさぎよい脱ぎっぷりだな！」

「初対面の男のズボンをこうもあっさり脱がせるなんて！　クロちゃん、ほんま、恐おそろしい子やでぇ……！」

　ニーナのキャラがブレているのが気になるが、クロトはそれどころではないらしい。

「ヤダヤダヤダヤダ、もうイヤだぁぁぁぁあ！」

　クロトはパニックに陥おちいった猫ねこのように、ドアの隙間から廊下に出てこようと暴れる。その額を、カイは必死に押し返した。

「頼むクロト、あと少し頑がん張ばってくれ！　あの球を手に入れてほしいんだ！」

「オレあんなのいらねーもん！　金払はらってもいらねーもん！」

「あれを持ってきてくれたら何でも言うこと聞いてやるって約束しただろ！　頼む、お前だけが頼りなんだ……！」

「う……！」

　クロトは口を引き結ぶとごくりと唾つばを飲み、再びチンピラたちに対たい峙じする。

「お、おい、ご主人！」

「なんじゃ、ワレェ」

　トランクス姿でガンを飛ばすモヒカンに、クロトはぶっきらぼうに手を差し出した。

「……その球、よこせよ」

「お、お前こんなもんが欲ほしいンか……？」

「ちょ、こいつリーダーに気があるんじゃ……」

「ちちちちちっげーよバカ！　誰だれがそんな小こ汚ぎたねぇタマ好き好んでもらうかよ、ふざけんな変態！　……ただ、その……カイ・アンバーが、さ……」

　目を逸そらしてごにょごにょと語ご尾びを濁にごす様は、見事なツンデレにしか見えない。

　案の定、チンピラたちはにやにやと下げ卑びた笑えみを浮うかべる。

「そうだなァ、そんなに欲しいならくれてやってもいいが……」

「ほ、ホントか!?」

「ただし、最後までメイドらしくご奉ほう仕ししろや、コルァ。それで俺たちを満足させることができたら、この球をくれてやるよ」

「くそ、これ以上のメイドらしいご奉仕なんて、クロトに出来るのか……!?」

　カイはさも悔くやしげに右の拳こぶしを壁かべに叩き付けたが、左手は、再び出てこようともがくクロトの額を押し返している。こいつにはもうちょっと頑張ってもらわなくては……！

「うー……どうすりゃいいんだよ、カイ・アンバー……」

　と、リンが「そうだ！」と手を打つなり、鞄かばんからたまごやきを取り出した。

「このたまごやきに、ケチャップでお絵かきするのはどうかな!?」

「待て、その前になんでたまごやきなんか持ち歩いてんだ」

「『この味が、イイネ！』とカイが言ったから、今日という日はたまごやき記念日！」

「下の句の語ご呂ろ悪いな！　っつーか、メイドって主人の食べ物にケチャップで落書きしたりするか……？」

「可愛かわいい絵と楽しいおしゃべりで、あの人たちを和なごませるんだよー！」

　クロトはドアの隙間から、たまごやきを不思議そうに眺ながめている。

「それに絵を描かけばいいのか？」

「ああ。できそうか？」

　返ってきたのは得意げな笑顔だった。

「絵なら、ちょっと自信あるんだ！」

　たまごやきにケチャップなど邪じや道どうだが、急を要する。カイは判断を下した。

「ケチャップの用意を！」




「待たせたな、ご主人！」

　クロトは片手にケチャップ、片手にたまごやきを装備してチンピラの前に立つと、自信満々に宣言した。

「今からこのたまごやきに絵を描いてやるぜ！　別にテメーのためじゃねーんだからなっ！　勘かん違ちがいすんなよな！」

「ほう、面おも白しろい……やってみろや、コルァ！」

　がんばれクロト、楽しく会話をかわしつつ可愛い絵を描いて和ませるんだ！

　クロトはテーブルに皿を置き、膝をつくと、両手でケチャップを構えた。

「いざッ──！」

　……クロトのひたむきさが裏目に出た。

　もう、ひたすらに無言だ。楽しくおしゃべりをするサービスなど一いつ切さいない。にわか芸術家はひたむきな目でたまごやきというカンバスに向き合い、それを見み詰つめるチンピラたちの目もまた真しん剣けんだ。

「……ああ……どうすんだよあの空気……あいつちょっとまじめすぎるだろ……！」

「まあ、真剣にお絵かきするクロトちゃん可愛いわ可愛いべろべろべろりーな☆」

　それから二十分後、クロトは達成感にあふれる笑顔で額をぬぐい、

「できた！」

　テーブルの中央に鎮ちん座ざするのは、たまごやきの上で躍おどる、赤いでろでろした生き物──

「……なにあれ、ミジンコ──」

　その場にいる全員の感想を代弁しようとして、カイはニーナの手に口をふさがれた。

　どう見てもミジンコの載のったたまごやきを見下ろして、チンピラが「こ、こいつは……？」と問う。

　クロトはまるで芸を終えて褒ほめられるのを待つ子犬のようにはにかみ、

「ご主人だぜ！」

『…………』

　……なんであいつ、ちょっと満足そうにしてるんだろう。

「クロトのやつ、料理のセンスも悪いばかりか、芸術センスもないなんて……イレースの方がまだ絵心があったぞ……」

　チンピラたちは難解な芸術を理解しようとしているのか、一心にミジンコを見つめている。その間に、カイは小声でクロトを呼び寄せた。

「クロト、残念だがたまごやき作戦は失敗だ」

「なっ!?　あんなにうまく描けたのにか!?　モヒカンだって再現して、細部までこだわったんだぞ!?」

「うん、まあ、いつか遠い未来に、お前の才能が花開くときが来るよ、きっと」

「そ、そんな……オレの絵心をもってしてもダメだなんて……！　じゃあ、じゃあどうすりゃいいんだよっ！　オレの絵がダメなら、他ほかに、他に方法なんてねーよっ……！」

　何を根こん拠きよにこんな自信に溢あふれてんだろう、このミジンコ製造機。

「くそ、他にあいつらを満足させられるサービスはないのか……!?」

「ふ……どうやら、俺の出番だな」

「ジル!?」

　驚おどろくリンに、ジルは親指を立ててみせた。

「俺がとっておきの必殺技わざを伝授しよう！　これさえ用いれば、どんな難敵でもたちどころに虜とりこにするという、幻まぼろしの奥おう義ぎをな！」

「そんな技があるのか!?」

　虎とら男おとこは腕うでを組んで、不敵に笑う。

「ああ。俺の故郷に伝わる必殺技、その名も──萌もえ萌えじゃんけんだ！」

「…………萌え萌えじゃんけん……？」

「そうだ！　これさえ習得すれば、成功間違いなしだ！　クロト、近う寄れ！」

「近付くな変態！　殴なぐるぞ!?」

「本ほん望もうだ！」

「!?」

　廊ろう下かに出たクロトとジルが向かい合い、萌え萌えじゃんけん講座が幕を開けた。

「クロト、我が弟で子しよ。先に断っておくが、俺は厳しいぞ！　そのつもりでいろ！」

「は、はい師し匠しよう！」

　また綺き麗れいに流されたな、クロト！

　ただならぬ騒さわぎを聞き付けて、野次馬は増える一方だ。そんな衆目環かん視しの中、ジルを師匠に、秘ひ儀ぎ・萌え萌えじゃんけんのスパルタ修しゆ行ぎようが始まった。




「いいかクロト、ここが正念場だ！　行ってこい！」

「頑張れ、クロトちゃん！」

　厳しい修行を終えて魂たましいが半分抜ぬけかけているクロトの背中を押して、送り出す。

　クロトはよろよろとチンピラたちに歩み寄って、「おい、ご主人！」と声を張った。

「も、も……萌え萌えじゃんけんしねーかっ？」

「萌え萌えじゃんけん？　なんじゃい、それは」

「お、オレが、その……『萌え萌えじゃんけん、萌えにゃんにゃん』って言うから、最後の『にゃん』に合わせて、じゃんけんしろよ！」

「ほォ」

「も、もしオレが萌え萌えじゃんけんで勝ったら、その球、よこせよなっ！」

「フン、おもしろそうじゃねェか。やってやらァ、コルァ」

　しめた、あっさり乗ってきた！　カイは身を乗り出した。しかし──

「その代わり──お前が負けたら、好きにさせてもらうからなァ？」

「は!?　そんなこと……っ！」

　チンピラたちは下卑た笑みを浮かべている。やはりそう来たか……！　カイは奥歯を嚙かみしめた。いざとなったら俺が出ていくしかない。しかし、できる限りことを荒あら立だてたくはない……クロトがじゃんけんで勝つことさえできれば……！

　こちらを不安そうに窺うかがっているクロトを勇気づけるように、カイは頷うなずいてみせた。頼たのむぞ、クロト！

「……わかった……。い、いくぜ……っ！」

　クロトは大きく深呼吸し、そして決然と瞳ひとみに炎ほのおを宿らせると、師ジ匠ルに伝授されたとおり、顔の横で軽く拳を握にぎった。

「……萌え・萌え！」

　そして流れるような動作でうさ耳を作り、

「じゃん、けん……！」

「そうだ、その意気だぞ、我が弟子よ……！」

　会心の笑みを浮かべるジルの横で、カイも拳を握りしめた。完かん璧ぺきだ、いいぞクロト！　チンピラたちも鼻の下を伸のばしている！　さあ、最後の山場だ……！

「萌え……にゃん……」

　だが、ここで誤算が起こった。最後の『にゃん』を待たず、モヒカンがすでに拳を振ふり下ろしてしまったのだ。

「しまった……！」

　息を吞のむギャラリー。

　しかしクロトは目をぎゅっと閉じ、チンピラがすでにグーを出していることにすら気付かず、羞しゆう恥ちに耐たえながら懸けん命めいに勇気を振り絞しぼり──

「にゃぁーん……っ！」

　そして使命を果たしたいちょうの葉のようにへろへろと──チョキを、振り下ろした。

　結果、かなりの遅おそ出だしになり、しかも負けた。

「……あ……あ……ああ……」

「…………」

　うろたえるギャラリーをよそに、チンピラたちは未いまだにきつく目をつむっているクロトと、じゃんけんの結果を見比べ──

「ち、ちちちちちくしょうツンデレな上にドジっ子じゃねぇかァァァァ、コルァァァ！」

「こ、こここここんな球くれてやるよ、大事にしやがれ、オゥラァアアアァ！」

「奇き跡せき的にツボにはまった!?」

「ほ、本当か!?　やった……やったぞ！」

　嬉うれしそうに封魔球レチツド・ボールを掲かかげるクロトに、カイは親指を突つき出してみせた。

「そ、それじゃあ、オレはもう行かなきゃ！　じゃあな、ご主人！」

　クロトは封魔球を胸に抱いだいて、飛ぶような勢いでカイのもとに戻もどろうとし──しかしその腕を、チンピラが摑つかんだ。

「おいおい、どこ行くんだよ、コルァ」

「!?」

「球をくれてやるとは言ったが、おれたちが勝ったら好きにしていいって約束、まさか忘れたとは言わせねぇぞ、コルァ？」

「や、やめろよ、触さわんなっ！」

　クロトは男たちをキッとねめつけ、しかし『何があっても怒おこるな』というカイの言い付けを思い出したのか、気き丈じようにもぎゅっと拳こぶしを握って耐える。

「クロトちゃん……！」

　チンピラはクロトが抵てい抗こうしないのをいいことに、さらに図に乗る。

「いいじゃねェか、優やさしくしてやっからよォ」

「……っ！」

　やめろ、テメェら！　そんな罵ば声せいが喉のどまで出かかって、カイは危あやうく踏ふみ止とどまった。ここで下手を打てば、クロトの努力が水すい泡ほうに帰す……！

　わずかな逡しゆん巡じゆんの間に、モヒカンはクロトの肩かたを抱だき寄せようと手を伸ばし──

「ッ！　クロト！」

　カイは教室に飛び込むが早いか、男の手を摑んでいた。

「なっ!?」

「か、カイ・アンバー……！」

　モヒカンは驚きよう愕がくに目をみはり、すぐに口を歪ゆがめた。

「んだテメェ、客に文句つけようってのかコルァ!?　お客さまは神様だろうが！　客との約束を破ろうってのか、アアン!?」

「ッ……！」

　勢いで飛び出したはいいが、どうする、どう切り抜ける……！

　カイは怯おびえるクロトを一いち瞥べつすると、食いしばった歯の間から震ふるえる声を押し出した。

「……約束は……守らせて、いただきます……！」

「ククク、なんだ、話が分かるヤツじゃねェか」

「そんな……!?」

　クロトの絶望的な悲鳴を遮さえぎって、カイはチンピラを睨にらみ据すえ、吠ほえた。

「さあ、どうぞお好きになさってください……──この、俺を！」

「は……はぁぁあああ!?　な、何言ってんだ、約束が違ちがうだろォが、コルァ!?」

　嚙みついてくるチンピラたちを歯し牙がにもかけず、カイは「おやおや」と肩をすくめた。

「誰を好きにするかは、明言されておりませんでしたが？」

「そ、そんな……！」

「俺でご満足いただけないのでしたら──」

　カイは内心の焦あせりを押し隠かくし、不敵な笑えみを刻んだ。頼む、通じてくれ……！

「ただいまより召しよう喚かんいたします、こちらが当店きっての一押しウェイター……カモン！」

　カイがぱちんと指を鳴らすと同時に弾はじけんばかりにドアが開き、半はん裸らの虎男が現れた。

「お呼びですか、ご主人さまァァァアア！」

　同時に虎男の鎧よろいがぱーん！　と飛び散り、鍛きたえ抜かれた肉体があらわになる！

「ぎゃあああああああああ!?」

　慄おののく男たちを前に、ジルは勝ち誇ほこるかと思いきや、恥はじらいに満ちた仕草で胸を隠し、

「お、お……お前のためでは、ないのだからねっ！」

「ぎゃあああああああああああああああ!?」

「この俺を指名するとはなかなか見どころがあるな、ご主人さまよ！　今ならパフパフのサービス付きだぞ、近う寄れィ！　近う寄れェェエエェェエエエイ！」

「い、い、いらねええええええええええ！」

　巌いわおのような巨きよ体たいを前に敵意すら喪そう失しつし、チンピラたちはほうほうの体ていで逃にげていった。

　その後ろ姿を見送って、カイが息を吐はいた瞬しゆん間かん──わぁっと拍はく手しゆと歓かん声せいが沸わき起こった。前後のドアからリンたちやクラスメイト、客たちが一いつ斉せいになだれ込んでくる。

「すごいよ、カイ！　トラウマを植え付けて退散させるなんて、さすがえげつない！」

「まあ伊だ達てに支配人やってねぇわな！」

　カイは晴れ晴れと額を拭ぬぐった。これで奴やつらはメイド喫きつ茶さのことを思い出すのも嫌いやになるだろう。とっさの判断ではあったが、露出狂ジルが意を汲くんでくれて良かった！

　と、裾すそを引かれる。見下ろすと、クロトがもじもじとスカートの裾を揉もんでいた。

「カイ・アンバー……あの……助けてくれて……あ、あ、あ……ありが──」

　カイは最後まで待たず、その頭に手を置いた。

「よく我が慢まんしたな。偉えらかったぞ」

「……！」

　クロトはみるみる頰ほおを上気させ──

「わ、わは、わーはははは！　見たかオレ様の実力っ！　オレ様の手に掛かかればこんなん朝飯前なんだぞっ！　はい、なんか、球！　あいつらが置いてった球ーっ！」

「ああ、悪いな、助かった！」

　これで無事に四個目の封魔球入手だ！

　メイド姿で勝ち誇っているクロトを、カイは「ところで」としげしげと眺ながめた。

「お前、ついでにそのまま接客したらどうだ？」

「はぁ!?　バカ言ってんじゃねーよ、だれがこんな格好で……っ！」

　嚙みつくクロトのもとに、血相を変えたクラスメイトが駆かけ寄ってくる。

「クロトくん、接客お願い！　ぜひクロトくんと萌もえ萌えじゃんけんしたいってお客さんが詰つめかけちゃって！」

「あ、でもオレ着き替がえなきゃ──うぇええええええ!?」

　言葉半ばに、クロトはメイド姿のまま拉ら致ちされてしまった。

「おお、看板メイドが来たぞ！」「ええっ、この子が首席勇者なの!?　超ちよう可愛かわいいんだけど～！」「こっちにもツンデレお願いしまーす！　あとケチャップのミジンコも！」

　店内には学外から来た男女も大勢詰めかけ、クロトは着実に新たなファンを獲かく得とくしているようだ。このまま萌え萌えじゃんけんとケチャップで絵を描かくサービスも取り入れれば、新たな客層も狙ねらえそうだ。支配人としては喜ばしいことこの上ない。

「四つ目の封魔球も手に入ったし、メイド喫茶も営業再開できて、良かったねぇ！」

　廊ろう下かに出るなり、リンは口を押さえてふふっと笑った。

「でも封魔球をあんな所に隠すなんて、なんだか、子どものいたずらみたいだね──」

　リンが言いかけた時、視界が歪み、すでに耳慣れた声が届いてきた。

「ひょひょひょひょ。どうやら無事に手に入れたようじゃのぅ」

「霧きりの魔ま女じよ！」

　四人は虚こ空くうに向けて身構えた。

「てめぇコラ、とんでもないところに封魔球を隠しやがって！」

「いやはや、期待以上のドタバタっぷりじゃったのぅ。まだまだ見物していたいところじゃが、今日のところはこれでしまいじゃ。明日あしたもせいぜい学園中を駆けずり回ることじゃな。ひょひょひょひょ」

「待て！」

　制止もむなしく笑しよう声せいが遠ざかり、景色が戻る。と同時に、伝声管からマーレイの放送が響ひびき渡わたった。

『さあ、楽しかった一日目も終わりだ！　獅し子し王おう祭の続きはまた明日だぜー！　最終日の明日はいよいよ恋こいの行ゆく方えを握るキャンドルナイトが待ってるぜー、恋する子こ猫ねこちゃんたちは美容のためにもしっかり寝ねろよー！　ちなみにおれはあと五人までは受け付けてっから早い者勝ちだぜー！　んじゃーなー！』

　きっかり五時を示している時計を見上げて、カイは息を吐いた。

「今日はタイムアップだな」

「うん！　封魔球探しの続きはまた明日だね！　明日もよろしくね、みんなっ！」

「ええ！　明日もリンと過ごせるなんて、嬉しいわ！」

「十時に校門前で良いな？」

　窓の外、傾かたむき始めた太陽を睨んで、カイは決意を新たにした。

　学生たちが手づくりで臨のぞんだ学園祭──何としてでも魔女の手から守り切らなくては！










　その夜。躍おどるミジンコの夢にうなされるカイの部屋の扉とびらを、控ひかえめに叩たたく者があった。

　寝ぼけまなこを擦こすりながら時計を探す。針は二時を示していた。

　気のせいかと寝返りを打とうとした瞬間、今度こそはっきりとノックの音が聞こえた。

「誰だよ、こんな時間に……」

　布ふ団とんをはねのけて立ち上がり、扉を開け──驚愕する。

「っ!?」

　そこに立っていたのは、むっつりと口を引き結んだクロトであった。

「クロト……！　お前、なんで……!?」

　言わずもがな、ここは男子寮りようである。かつて同じ建物で起居していたとはいえ、すでに女子として生活しているクロトが忍しのび込んだことがバレれば、相当厄やつ介かいなことになる。

　突とつ然ぜんの出来事に動どう揺ようするカイに、クロトが硬かたい面おも持もちで告げることには、

「マフィン改良するから、手伝えよ」

　それは殊しゆ勝しような心がけだが、問題はこの状じよう況きようだ。

「いや、でも、だからって……男子寮に忍び込むのはマズいんじゃ……？」

「じゃあテメーが女子寮に来るか？」

「……それはもっとマズいな」

　足音を殺しながら一階に降りた。台所に着くなり、クロトは紙かみ袋ぶくろを押し付けてくる。

「ん？」

「昼間、追加で作ったやつ」

　袋にはきつね色のマフィンがいくつか入っていた。ひとつ手に取って、かぶりつく。

「……うまいじゃん」

　素す直なおな感想がこぼれた。クロトがまともなマフィンを作れるようになったのはほんの昨日のことだが、この短時間で確実に腕うでを上げている。

　クロトは得意げに腕を組んだ。

「だろっ？　よーし、今度はチョコ味に挑ちよう戦せんだ！」

　クロトは手て際ぎわよく材料を用意し、懸けん命めいに生き地じを混ぜている。カイは向かいに座って、その様子をぼんやりと眺めていた。愛を込こめろとアドバイスしたのは自分だが、こんなにひたむきに真心を傾けられているその男が、少しうらやましくもある。

「……お前の好きな奴って、うちのクラスに居るのか？」

　唐とう突とつな質問がクロトに与あたえた衝しよう撃げきは予想以上だったらしい。

「はぁぁぁぁ!?　ふふふふざけんなよ何言っちゃってんのバッカじゃねーのカイ・アンバー!?　カイのカは甲か斐い性しようなしのカーっ！　あっ、あとイも！」

「お前罵ののしるにしても、もっとよく考えてから物を言えよ。で？　うちのクラスなんだ？」

「そ、そそそそそんなワケ、そんなワケっ……！」

　目が泳ぎまくっている。どうやら図星らしい。カイは思わず笑った。

「分かりやすいヤツだな」

「……！」

　クロトは頰を紅潮させて俯うつむいた。

「……だったら、なんで分かってくんねーんだよ……」

「あ？」

「なんでもねーよッ！」

　怒ど鳴なられてしまった。

　しばし無言のまま作業は進み、生地を型に流し込むのを手伝っていると、

「とととところでお前さぁ、カイ・アンバー。お前、最終日のキャンドルナイトとか……何か予定入ってんの？」

「あー……ちょっと分からないな……正直、今はそれどころじゃないって言うか」

「……そーかよ」

「……なに怒おこってんだ？」

「別に、怒ってねーよ」

　あとは焼き上がりを待つだけだ。時計を見上げる。四時……。しんと冷えた台所に、沈ちん黙もくと甘いにおいが漂ただよう。
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「そろそろ焼けたんじゃねぇか？」

　水を向けてみるが、返事はない。

「おい……？」

　ふと覗のぞき込むと、クロトは腕に頭を乗せたまま寝息を立てていた。

「なんだよ、寝やがった」

　クロトの滑なめらかな頰には生地がこびりついている。

「……まあ、昼間もがんばったしな」

　カイはしばらくそのあどけない寝顔を見守っていたが、ふと眉まゆをひそめ──

「……これ、マズいんじゃねぇの？」

　声を掛けながらクロトの肩かたを揺ゆすってみたが、目を覚ます気配はない。

　しぶしぶ一人でこんがり焼けたマフィンを回収し、台所を片付ける。そして小一時間にも及およぶ逡しゆん巡じゆんの末に、ぐっすり寝こけているクロトを部屋に運び込んでベッドに寝かせ、自分は床ゆかで寝る羽目になったのだった。

　もちろん朝起きて混乱したクロトに、枕まくらと罵ば声せいを投げつけられたのは言うまでもない。







　第六章　おばけキラーに、俺はなる！







　そして学園祭二日目。

「おはよー、カイ！」

「遅おそかったじゃないの」

「どうした、覇は気きが感じられんな。しゃきっとせんか」

「仕方ねぇだろ、ほとんど寝てないんだから……」

　すでに賑にぎわいをみせている校門前に、いつもの顔ぶれが集合する。タイガーマスクなジルは、今日も人々の注目の的だ。

「よーし！　今日も学園祭の平和のために、封魔球レチツド・ボール探し、頑がん張ばるぞーっ！」

　リンが拳こぶしを上げるや否いなや、辺りにうっすらと霧が漂い、お馴な染じみの声が聞こえてきた。

「ひょひょひょ」

「霧の魔女……！」

「懲こりずに集まったようじゃのぅ。感心、感心。さ、次のヒントをくれてやろう。今日もおぬしらの道どう化けっぷり、楽しみにしておるぞぇ」

　笑しよう声せいが遠ざかると同時に、羊皮紙にヒントが浮うかび上がる。

【第五の封魔球は、怨おん念ねんと暗くら闇やみに閉とざされし洋館に眠ねむる】

「うう、なんか怖こわそうだよ……これって……」

「ああ、この文面からすると──まぁ、順当に考えて……ココだろうな」

　カイは怯おびえるリンに気を遣つかいつつも、地図の一角を指差した。










『さあ、獅子王祭二日目の開幕だ！　ここで獅子王祭賞について確かく認にんしておくぜー！　来場者の皆みなさまは、入場時に配られた玉を、印象に残った出し物の投票箱に入れてくれよな！　今日の五時半から闘とう技ぎ場で開票するから、全校生徒は遅おくれずに集まれよー！　一位に輝かがやいたクラスには豪ごう華か賞品が贈おくられるぜー！』

　マーレイの生放送が響き渡る中、一行は次なるヒントに従って、旧校舎を訪おとずれていた。

「ここか、次の封魔球があるのは……」

　若じやつ干かん慄おののきつつ入口を見上げるカイの隣となりで、リンがかわいそうなくらいかすれた声で、看板を読み上げる。

「……おばけ……屋や敷しき……」

　古ぼけたシャンデリアに破れたカーテン、ほこりの積もった蜘く蛛もの巣──今は使われていない旧校舎を朽くちた洋館風に仕立てた店構えは、雰ふん囲い気き満点だ。

「け、けっこう感じ出てるじゃないの……」

「カイ……本当に入るの……？」

「そりゃあ入るだろ……この中のどこかに封魔球があるんだから……」

　リンはすでに怯えている。カイとてあまり気は進まないが、学園の平和のためだ。

「いらっしゃいませ、四名さまドロね！　暗いので足元にお気を付けくださいドロ～！」

　受付の女生徒が親切に案内してくれるが、頭に斧おのが突つき立っているだけに愛あい想そのよさがいっそ不気味だ。

　入口の暗幕をめくってそっと覗き込むと、いやに湿しめった生あたたかい空気が、肌はだに粘ねばり付いた。暗闇の奥から恐おそろしげな悲鳴が微かすかに聞こえてくる。

「か、カイ……」

「あ、あんたななななにビビってんのよ、は、早く入りなさいよよよよ！」

「わ、分かってるよ！　いいか、俺のタイミングで行くからな、押すなよ、押すなよ、絶対押すな──」

「早く行ってくださいドロ～」

「うおおおおおお!?」

　受付に突き飛ばされ、一行は暗幕の中に転がり込んだ。

　ニーナが「いたたた」と非難の声を上げる。

「もう、何なのよ急にゃっはあああああああああああああああん!?」

「ひゃああああああ!?　なになになにぃぃぃいい!?」

「ぐえええええ！　ちょ、待てニーナ！　首が絞ま……ッ！」

　ニーナは力の限りにカイの首を揺さぶっていたかと思うと、顔にへばりついた四角い物体をむしりとって、パァンッ！　と地面に叩たたき付けた。

「ななななによただのこんにゃくじゃないふざけないでよよよよ！　ここここんなの全然怖くなんかないんだからねねねねねねねっ！」

「涙なみだ目めじゃねぇか！　お前、怖いなら怖いって先に言えよ！」

「はひゅ……はひゅ……」

　いちいちニーナの悲鳴に驚おどろかされているリンも、とばっちりと言えばとばっちりだ。

「お前たち、しっかりせんか。封魔球を探すのだろう？」

　しんがりのジルに促うながされて、四人はようやく先へと進みはじめた。のだが、

「きゃああああああああああ！　壁かべが動いたわあああああああああああ！」

「ひゃああああああああああ！　血の雨が降ってきたああぁああああああああああ！」

「いやああああああああああ！　バケツよおおおおおおおおおおおお！」

「ふえええええええええええ！　虎とら男おとこだああああああああああああ！」

「それはジルだよ！　ちょっと落ち着け、お前ら！」

　右袖そでにはリン、左袖にはニーナがすがりつき、カイのローブは今にも真ん中から裂さけんばかりだ。二人のためにもローブのためにも、一刻も早く封魔球を見つけなければ……！

「レ、封魔球……！　封魔球はどこだ……！」

　じっくり目を凝こらしながらおばけ屋敷を巡めぐるって、これどんな罰ばつゲームだよ……！

　順路に従ってとある教室の扉とびらを開くと、黒い机についた黒衣の人物があった。

「……！」

　リンとニーナが一いつ斉せいに身を硬かたくするが、黒いフードを深く被かぶった人ひと影かげは全く動く気配はなく、生気すら漂ってこない。

「……人形、か……？」

　カイがすっかりかすれた声を絞しぼり出した瞬しゆん間かん、人形が口を開いた。

「ようこそ」

『シャベッタアアァァァァアァアァ！』

　ろうそくの淡あわい光に浮かび上がったのは、白い顔をした女生徒だった。

「な、なんだよ、びっくりさせやがって……！」

　と、ぶるぶると痙けい攣れんしながら涙目になっていたリンが、ふと声を上げる。

「あれ？　この子、見たことない？」

「へ？」

　女生徒はまるでネジが切れたように動かない。カイはおそるおそる手を伸のばすと、目ま深ぶかに被ったフードを脱ぬがせた。人形のように整った小さな顔が現れる。

「あ……お前、確か、クロトの仲間の黒くろ魔ま術じゆつ師……！」

　表情の乏とぼしい顔に、氷色の双そう眸ぼう、短い銀ぎん髪ぱつ。小こ柄がらな黒魔術師はこくりと頷うなずくと、フードで乱れた髪かみもそのままに「トルテ」と澄すんだ声で名乗った。

「トルテちゃんっていうんだ！　私はリンだよ、よろしくね！」

「ああっ、可愛かわいいわトルテちゃん！　この学園は天使ばかりなのかしらぺろぺろぺろ！」

「ところでお前、こんな所に座って何してんだ」

「占うらない師、の、幽ゆう霊れい」

　なるほどよく見れば、トルテの机には『占い師』という垂れ幕が下がっている。

「あ、ああ……でも、なんで占い師？」

「……占いの、途と中ちゆうで、死んで、未練が、ある……」

「へ、へぇ……」

「……という、設定」

「設定って言っちゃった！」

「あなたの、前世を、占う」

「え？　あ、ああ……」

　トルテは何の感情もこもらない目でカイを見上げると、平べったい声で一言、

「……盆ぼん栽さい」

「やる気あるのかなこの子」

　それにしてもこの小さな黒魔術師、口数が少ないにもほどがある。声もか細いし、顔色も悪いし、何より生気が感じられない。気を抜ぬいたら今にも死んでしまいそうだ。……もしかして『占い師の幽霊』などという無理やり感漂ただよう設定も、ただ座っていればいいだけという役回りを考こう慮りよした結果なのかもしれない。

　と、リンが「あれっ？」と素すっ頓とん狂きような声を上げて、トルテの手元を指差した。

「トルテちゃんが持ってるの、水すい晶しよう玉だまじゃないよ……封魔球だ！」

「えっ!?」

　机の上に目を凝らす。トルテが手にしているのは、確かに封魔球であった。

「良かったぁ、やっと見つけたよー！　うう、これでおばけ屋敷から出られるよー！」

「なあトルテ。その水晶玉、くれないか？」

　トルテは氷色に透すき通る瞳ひとみでカイをまっすぐに射ぬき、小さく首を振ふった。

「頼たのむよ」

「困る」

「そこを何とか」

　トルテはうつむき、顔を上げ、しばし逡しゆん巡じゆんし、そしてどこか決然と口を開いた。

「私は、占い師の、幽霊だから。水晶が、ないと、いけないの。占えなく、なるから。クラスの、みんなに、迷めい惑わくが、かかる。だから、水晶が、なくなると、とても、困る」

「おお……」

「なに感かん銘めいを受けてんのよ」

「いや、こいつちゃんと長い文章もしゃべれるんだなぁと思って」

　しかしトルテはそれきり硬こう直ちよくしてしまった。

「……どうした？」と尋たずねるカイに、蚊かの鳴くような声で答えるには、

「……息の吸い方、忘れた……」

『えええええええええ!?』

「長くしゃべったから!?　長くしゃべったからか!?」

「だだだだ大だい丈じよう夫ぶ、トルテちゃん!?」

　この子マジで幽霊になっちゃうよ!?　ちょっと意識高すぎるだろ！

「いいかトルテ、落ち着いて肩かたの力を抜け！　思い出せ、生きる力を！」

　必死のアドバイスが功を奏したのか、トルテはようやく呼吸を取り戻もどしたらしい。

「……大丈夫」

　という言葉に胸を撫なで下ろした途と端たん、ジルの横合いから狼おおかみ男が飛び出してきた。

『グオオオオオオオオオオオ！』

「ぬおおおおおおおおおん!?」

『ギャアアアアアアアアアア!?』

　虎男が野太い悲鳴を上げると、狼男はホコリを巻き上げながら逃にげ去っていった。

「お、お、おどかすなよジル！　何が起きたかと思ったわ！」

「いやすまん、突とつ然ぜんのことだったものでな」

　ふと気が付くと、トルテがまたしても凍こおり付いていた。

「……血流、止まった」

「ヤバいぞこいつ繊せん細さいだ！　どれくらい繊細かと言うとマンボウくらい繊細だ！　強い刺し激げきを与あたえるな！」

　なにこのささいなことでころっと死んじゃいそうなマンボウ系女子！

「でも困ったねぇ。封魔球レチツド・ボールの代わりに、何か水晶玉になりそうなものを探さなきゃ……」

　と、言葉半ばにホコリが鼻に入ったのか、リンはむずむずと鼻を動かし、

「は、は、はっくひゅん！」

　トルテがビクゥン！　と跳はねる。

「……おい、まさか……──」

「……心臓の動かし方、忘れた……」

「ひゃあああ！　私のくしゃみのせいで！　ごめんね、ごめんねぇ！」

「こいつちょっと生きる力弱すぎだろう！」

「大変、心臓マッサージをするのよ！　トルテちゃん、服を脱いで！」

　暴れるニーナを押さえながら、カイは懸けん命めいにトルテの背中をさすってやる。

「……もう、大丈夫」

　ようやく息を吹ふき返したトルテを見下ろして、カイは頭を搔かいた。

「……っつーかもしかしてお前、おばけ怖こわいんじゃねぇの？」

　トルテの手が小刻みに震ふるえているのを、カイは見み逃のがさなかった。トルテは自分を彫ちよう刻こくだと信じ込んででもいるかのように微び動どうだにしないが、カイの問いを否定もしなかった。

　この口数の少ない少女のことだ、おばけが怖いことを同級生に伝えることもできず幽霊役におさまっているのだろうが……こんな繊細な少女がおばけ屋や敷しきにひとり放置されているなど、かなりキツいのではないだろうか？　と言うか、このままでは下手をしたら死んでしまいそうだ。

「トルテ、ここにいちゃダメだ。一いつ緒しよに出ようぜ？」

「そうだよ、トルテちゃん！　怖いなら無理することないよ！」

「……でも……」

　トルテが言いよどんだのを見て、カイは彼女が何を懸け念ねんしているかを悟さとった。

「クラスの連中には、俺から説明してやるからさ」

「…………」

　トルテはじっとカイを見上げていたが、やがてカイの視線に誘さそわれるように立ち上がり、机の裏から出てきた。並んでみると、小柄なリンよりもなお小さい。黒魔術師課程のローブにすっぽりと覆おおわれた体は華きや奢しやで、背中にはくまのぬいぐるみを背負っている。

「よし。こいつをおばけの襲しゆう撃げきから守りながら脱だつ出しゆつするぞ！」

　カイはトルテの両手に封魔球を持たせると、怖いものが見えないように、すっぽりとフードを被せた。

「よーし、そうと決まったら一刻も早く脱出しよう！」

「しかしトルテを連れている以上、大おお騒さわぎするわけにいかねぇな……」

　これまで通りいちいち大声をあげていたのでは、マンボウ系女子トルテの心臓がもたない。しかめ面つらをするカイの横で、リンが胸を張った。

「安心して、トルテちゃん！　カイが正しいおばけの対処法を教えてくれるからね！」

「なんでだよ!?」

「だから怖くないよ！　大丈夫、きっと私たちが守り通してみせるよ！　ひ、悲鳴もできるかぎり、我が慢まんしてみせるから……！」

　リンとニーナがしっかりとトルテと腕うでを組んだのを見て、カイは溜ため息いきを吐ついた。あの怖がりの二人も頑がん張ばっているのだ、ここで先せん陣じんを切って道を示さなければ男ではない。

　まっすぐに頭をもたげて、暗くら闇やみの先を見み据すえる。

　……考えろ、俺……リンとニーナに恐慌パニツクを起こさせず、おばけにも大声を出させず、なるべくトルテに恐きよう怖ふを与えない、もっとも冴さえた方法は──！




　そこから、カイによる怒ど濤とうの快かい進しん撃げきが始まった。

『私、きれい……？』

　リンが「むううううううう！」と手のひらで押し殺した悲鳴を上げる。

「カイ、口くち裂さけ女だあああああああああ！」

「大丈夫だ、俺に任せろ！」

　カイはリンやニーナが恐慌をきたすより早く走り出ると、マスクをした女の前に立ち塞ふさがった。真正面からその顔を見つめて、口の端はしを吊つり上げてみせる。

「ああ、きれいだぜ？」

『これでもォォォオオオオオオオオオオオオオオオ!?』

　絶ぜつ叫きようを上げようとする口裂け女の口を、ふわりと手で覆う。

『!?』

　女の瞳をまっすぐに覗のぞき込みながら、カイは静かに語りかけた。

「二度も言わせるなよ──誰だれがなんと言おうと……きれいだ……」

『トゥンク……！』




『くすくすくす。私、メリーさん……くすくすくす』

「カイ、どこからか声が聞こえてくるよぉぉぉお！」

「俺に任せろ！」

　カイは立ち止まると、目を閉じてじっと耳を傾かたむけた。

『私、メリーさん。いま、あなたのうしろに──』

「うしろなんて、そんな悲しいこと言うなよ……！」

　壁かべに背を預けると、ぱちんと指を鳴らす。

「ほら、これで俺の前に姿を現すしかなくなったな。早く見せてくれよ……お前の可愛い顔を、さ……」

『トゥンク……！』




『グオオオオオオ！　血を吸わせろぉぉおおおおお！』

「カイ、ドラキュラが襲おそいかかってきたよぉぉぉうおうおうおう！」

「俺に任せろ！」

『血を吸わせ──』

　カイは飛び出すなり、ドラキュラの頰ほおをパァンっ！　と張った。

「断るッ！」

『グ、グオォォォ!?　血を、血をよこせぇぇぇぇえ！』

「まだ分からないのかよ!?」

　摑つかみかかってくるドラキュラの手を払はらって、カイは苦しげに胸を押さえた。

「俺の血は、穢けがれすぎてる……っ！　こんな薄うす汚ぎたねぇ血を、お前に飲ませるわけにはいかねぇだろうが……！」

『トゥンク……！』




「あ、お客さま、お疲つかれさまでしイヤアアアアアアアアアア！」

　大量のおばけを引き連れて出てきた一行を、受付の悲鳴が迎むかえた。

「ああ！　私たち生きて帰ってこられたんだね、元の世界に……！」

　リンが眩まぶしい陽光に目を細めながら、感動に打ち震えている。

「カイ、すごいよ！　おばけに脅おどかす隙すきを与えず、逆に虜とりこにしちゃうなんて！」

「ああ。俺のことはおばけ殺しキラーのカイと呼んでくれ！」

「おばけを殺すって、ちょっと矛む盾じゆんしてるけどね！」

「トルテちゃん、良かったわね、良かったわねぇぇぇえええ！」

　ニーナがぬいぐるみよろしくトルテを抱だき締しめているが、負けず劣おとらず安あん堵どしているのは本人であろう。どうやらトルテも無事のようだ。

　時ならぬ百ひやつ鬼き夜や行こうに、通りかかった客たちが何事かと詰つめかけている。

「ドロロ～!?　なんですかこれぇぇぇ!?　なんでみんな出てきちゃったドロ～!?」

「いや、ちょっと成り行きで……」

「成り行きでどうしておばけが憑ついてくるドロ!?　もう、みんな早く持ち場に戻ってドロ～！」

　おばけたちがぞろぞろと帰っていくのを見送ると、カイはトルテの背中を押して、受付の女生徒の前に押し出した。

「あの……こいつ、占うらない師役から外してやってくれないか？　怖がってるからさ……」

「えっ、そうだったドロ!?」

　受付は慌あわててトルテの前にしゃがみ込む。

「トルテちゃん、気が付かなくてごめんドロ～。じゃあトルテちゃんには、客寄せに回ってもらうドロ！　これに着き替がえて、看板を持って、校舎を歩くだけでいいドロよ～」

　大きな看板と、東方の伝統衣い装しよう──浴衣ゆかたを押し付けられたトルテは相変わらずの無表情だが、どこか安堵しているようにも見えた。

「なんか、悪いな。貴重なおばけ役を降ろさせちまって」

「大だい丈じよう夫ぶドロ！　占い師の幽ゆう霊れいっていう設定自体に、もともと無理があったドロ！」

「爽さわやかに言い切った！」

　と、気が付くとトルテがすぐ傍そばに立っていた。色素の薄うすい瞳ひとみでカイを見上げている。明るいところで改めて見ると、幽霊と言うよりも氷の妖よう精せいのようだ。

「ん？」

　首を傾かしげるカイに、トルテが「これ」と何か差し出す。封魔球レチツド・ボールだった。

「もう、使わない、から」

「ああ、悪いな」

　トルテはぷるぷると首を振ふって、それから占い師めいた静かな口ぶりで「困ったときは、呼んで」と告げた。無表情からは汲くみ取りにくいが、恩義を感じているらしい。

　カイたちは手を振って、トルテと別れた。

「封魔球、無事にゲットできて良かったね！」

「ああ！　これで五個目……残るは二個か！　この調子で一気に集めようぜ！」

「うん！」







　第七章　最低の男に、俺はなる！







　二日にわたり奔ほん走そうしてきた封魔球探しも、いよいよ残るは二つ。

　学園祭も佳か境きようを迎えて、マーレイの生放送も絶好調だ。

『さあここで、獅し子し王おう祭賞の中間発表だ！　一位はもふもふ喫きつ茶さだぜー！　我が一年二組のメイド喫茶は三位！　うーん、もうちょっと頑張って欲しいところだなー！』

「このままじゃまずいな……」

　カイが唸うなっていると、リンが叱しかられた子犬のような面おも持もちでカイを見上げた。

「カイ、忙いそがしいのに巻き込んじゃって、ごめんね？」

「いや、巻き込まれたなんて思ってねぇよ。学園祭のためだろ、気にすんな。それより次のヒントを見てみようぜ？」

「うん！」

【第六の封魔球は、観衆が認めるもっとも気高き美女の手に落ちる】

「美女？」

「『手に落ちる』ってことは、まだ入手されてないってことか？　そうすると……」

　その時タイミングを計ったように、伝声管がにぎやかに喚わめきはじめた。

『さて男子諸君お待ちかね、いよいよ獅子王祭一大イベント、ミスユースタシア・コンテストのエントリーが始まるぜー！　コンテストはチーム対たい抗こう、一チーム六人までエントリーできるから、我こそはというかわい子ちゃんはこぞって参加してくれよなー！　もちろん自信がある美女は一人からでもエントリーできるぜ！　会場は闘とう技ぎ場、開始時刻は二時だ！　このマーレイが司会をつとめるんで、ファンのみんなは遅おくれないようになー！　優勝したチームには、豪ごう華かシークレット宝箱が贈おくられるぜ、お楽しみにー！』

「カイ、これ……！」

　声を弾はずませるリンに、カイは「ああ」と頷うなずいた。

「おそらくこれだな！　今度はミスコンの賞品か……！」

「ふむ！　ついに俺の出番だな！」

「ジル、張り切ってるところ悪いが、今回はリンとニーナに出場してもらって──」

　と、足元に霧きりが漂ただよってきて、カイは続きを飲み込んだ。

「!?　魔ま女じよか……!?」

「ひょひょひょひょ」

　案の定しわがれた笑い声が鼓こ膜まくを打って、四人は振り返った。

　そこには一面を覆おおう霧の中、とんがり帽ぼう子しに、波打つ黒くろ髪かみ、彫ほりの深い美び貌ぼうを持つ長身の女性──霧の魔女が佇たたずんでいた。

「出たな、霧の魔女！　今まで姿を隠かくしてたくせに、どういう風の吹ふき回しだ？」

「ひょひょひょ。なぁに、祭りの熱に浮うかされて、わらわも血が騒さわいでのぅ。──次の封魔球集め、直接対決と洒落しやれ込こもうではないか」

「直接対決って……まさか、ミスコンに出場するのか!?」

「ひょひょ、その通りじゃ。ステージであいまみえるのを楽しみにしておるぞよ」

「っ!?」

　眩まばゆい閃せん光こうが弾はじけ、霧が晴れると、元の平和な学園祭の風景が広がっていた。

「くそ、いよいよ魔女自ら打って出るか……！」

「これは強敵になりそうだね……！」

「ああ」

　このミスコン、リンとニーナだけで勝負できると踏ふんでいたが、魔女が出るとあっては手て堅がたく固めておきたいところだ……！

「チームの上限は、確か六人だったな」

「うん！」

　時刻は十二時。ミスコン開かい催さいの二時までは、まだ十分にある。

　カイは頭の中でリストを組み立てて、口の端はしに笑えみを刻んだ。

「よし、あいつらに頼たのんでみるか……！」










　そして三十分後、一行は闘技場の控ひかえ室しつで四人の女子と対たい峙じしていた。クロト、イレース、フィフィ、そしてトルテ──クロトパーティーの面々だ。

　クラスメイトに無理やり着せられたらしく、クロトは今日もメイド姿だ。

「なんだよ、急に呼び出しやがって？　オレは忙しいんだ、たいしたことない用事だったら、ぶっ飛ばすかんな！」

　不ふ機き嫌げんそうなクロトに、カイは真しん摯しに訴うつたえかける。

「すまないが、頼みがあるんだ……俺たちはわけあって、ミスコンで優勝しなくちゃならねぇ。厚かましいお願いだってことは重々分かってる、だが……」

　縋すがる思いで頭を下げる。

「俺たちとチームを組んで、ミスコンに出てほしいんだ、頼む！」

「ふっざけんな！」

　クロトはにべもなく一いつ蹴しゆうする──かと思いきや、「って言いたいところだけど……」という声が降ってきて、カイは顔を上げた。

「ま、お前らには体育祭の借りもあるしな。そんな真しん剣けんな顔されたんじゃ、断れねーよ」

「クロト……」

　イレースたちも快く応じてくれる。

「お安い御ご用ようですわ。あなた方にはお世話になっておりますもの」

「みなさんの頼みなら、喜んで協力するッス！」

「……やる」

「わあ、ありがとう、みんな！」

　リンとニーナにクロトパーティーを迎え、ここに六人の美女が集結した。学園祭巡めぐりの旅で得た人脈、その集大成だ。

「ありがとう、助かるぜ……！」

　カイは居並ぶ美少女たちを改めて眺ながめた。

　メイド服のクロトと、チャイナ服のフィフィ、浴衣姿のトルテはそのままでも勝負できそうだが、他はもう少しインパクトが欲ほしいところだ。

　と、控室を探たん索さくしていたリンがはしゃいだ声を上げる。

「ねえカイ、ここにいろんな衣い装しようがあるよ！　好きな服を選んでいいみたい！」

　見ると、そこにはなるほど、様々な趣しゆ向こうの服がずらりと並んでいた。

　カイは吟ぎん味みに吟味を重ねて選び出した三着を、それぞれに向かって突つき出した。

「リン、ニーナ、イレース！　こいつに着替えてくれ！」










「ねぇカイ、私どうしてパジャマなの？」

「私がまた白ビキニってどういうことよ！」

「この白魔術師の助手が着るような白衣はなんなのです？」

　着替え終わったリンとニーナ、イレースに、カイは輝かがやかしいほどの笑顔で断言した。

「俺の趣味だ！」

「わあ、そうなんだぁ！」

「……そこまで言い切られると、逆に清すが々すがしいですわね」

「ま、まあ、あんたが好きだって言うなら、別に着てあげないこともないケド……」

　半分は趣味であることは否定しないが、この選せん択たくにはカイなりの狙ねらいがあった。

　このミスコン、最大の敵は魔女──おそらくあの風貌からして、色気メインで勝負してくることだろう。対するこちらは学生のみ、あの妖よう艶えんさはとても出せるものではない……だが、ならばこちらはそれぞれ持ち前の魅み力りよくを引き立てて、あらゆる要素を広くカバーするまで！

　カイは趣向の違ちがう衣装に身を包んだ六人の美少女を、満足げに眺めた。

「これで幅はば広ひろい層のハートをつかむこと間違いなしだ！　よーし、目指せ優勝ーッ！」

『おおーッ！』










『ご来場の皆みなさま、ミス・ユースタシア・コンテストにようこそー！　司会を務めるのはこの俺、学園切っての色男マーレイだぜ、よろしくー！　さあ、ついに獅子王祭でもっとも人気のあるイベントが始まるぜー！』

　すり鉢ばち状の屋外闘技場は、満員の観客が放つ熱気でぐらぐらと煮にえたぎるようだ。

　興奮に包まれた会場の様子を、カイたちは地下の控室に繫つながる入場口から見ていた。客席には思いのほか女子の姿も多い。

『ルールの確かく認にんだぜ！　エントリーチームは全部で十組！　審しん査さ方法だが、今年のミスコンは一味違う！　勝敗はなんと、歓かん声せいの大きさで決まるぜー！　この魔具マジツクアイテムにご注目！』

　司会のマーレイの横にあるのは、巨きよ大だいな水すい仙せんのような形をした魔具だった。台座には大ぶりの目盛が付いている。

『こいつは音の大きさを計測する集音計測具サウンドメーターだ！　審査は簡単、一番大きな歓声が上がったチームが優勝！　つまり観客一人一人が審査員ってわけだぜぇー！　観客のみんな、めいっぱい盛り上がってくれよなー！』

　マーレイの呼びかけに応こたえて、わあっと客席が沸わき立つ。いよいよミスコンの開幕だ。リンたちは抽ちゆう選せんの結果、十番目──コンテストの大トリを飾かざることになった。

　奔ほん流りゆうのように流れ込んでくる歓声に耳を澄すませながら、カイは不敵な笑みを刻んだ。さあ、お手並み拝見だ！




　ミスコンは壮そう観かんの一言に尽つきた。

　四方の入場口から次々と美女たちが現れては、余すことなく美貌をアピールしていく。

「まあ、可愛かわいい女の子がたくさん！　夢のようだわ！　夢のようだわ！」

　これまでに出場したのは八チーム、四十人を数え、優勝候補が叩たたき出した最大値は三十万。欲目を差し引いても十分優勝を狙えるレベルだ。しかし──

『続いてエントリーナンバー九番！　なんと、たった一人でミスコンに臨のぞむ、美貌自じ慢まんのお出ましだー！』

「出たな、魔女！　勝負はここからだ……！」

　カイは目を凝こらした。魔女のやつ、いったいどんな妖艶な衣装で勝負に出るのか……！

　しかし、反対側の入場口からゆっくりと姿を現した魔女の姿は──

「なんだ、ありゃ」

　現れた魔女は、とんがり帽子を目ま深ぶかに被かぶっていた。そればかりか黒いマントにすっぽりと包まれた佇まい──確かに謎なぞめいた魅力はあるが、あれでは容よう貌ぼうを判定できない。事実、会場はとまどいにざわめいている。いったい何のつもりだ……？

　と、不意に帽子の下からのぞく双そう眸ぼうと目が合った──と思った次の瞬しゆん間かん、魔女はぐいと胸を張ると、人差し指を天に向けて高々と掲かかげた。会場の注目を一身に集めたのを見計らい──するりとマントを滑すべり落とす。

『お……！』

　観客が一いつ斉せいに身を乗り出す。

　やぼったいマントの下から現れたのは、深いスリットの入ったロングスカートだった。

　さらに間かん髪はつを入れず、帽子をはぎ取る。目鼻立ちのくっきりしたエキゾチックな美貌が露あらわになり、会場を包む熱気がいや増す。

「おお……！」

　魔ま女じよは身をくねらせながら、上着を脱ぬぎ捨てた。現れたのは胸の大きく開いたタンクトップだ。さらに細い指が、するするとロングスカートをたくしあげ──

　これから始まるショーを悟さとり、観客が釘くぎ付づけになる。

「ま、まさか……！」

「一枚ずつ脱いでいくつもり……!?」

　カイの背後から、仲間たちの絶望的な声が上がる。

　魔女はためらうことなく衣服を剝はがしていく。そのショーは蝶ちようの羽う化かにも似て、神秘すら感じさせた。一枚脱ぐごとに歓声は増し、興奮と熱気はもはや最高潮に達していた。

『ただいまの歓声、四十万、四十五万──ウソっしょ、まだ上がんのー!?』

　あのマーレイですら、信じがたいものでも読み上げるかのように声を裏返している。

「こ、これ以上脱ぐというの!?」

「あいつ、攻せめる……！」

　歓声はすでに巨大なうねりとなって会場全体を包んでいる。

　ついに最後のヴェールが滑り落とされ──現れたのは、大だい胆たんな黒い水着であった。その妖艶さに、誰だれもが息を吞のみ──その一瞬後、地を揺ゆるがす雄お叫たけびが轟ごう音おんとなって爆はぜた。

『た、ただいまの最大値──五十三万……!?　マジで……!?』

「ご、五十三万、ですって!?」

　ニーナたちの口から、絶望的な悲鳴が漏もれる。

「たった一人で……まさか、そんな……！」

「かなりの強敵だぞ、どーすんだよ……！」

「か、勝てるのかな……？」

　あのお気楽なリンですら今にも泣き出しそうな顔をしているのを見て、カイは「しまった……！」と胸中で呻うめいた。リンたちは魔女のパフォーマンスと観客の声せい援えんに、完全に吞まれてしまっている……！

「そんな顔すんな！　お前らは十分魅力的なんだから……！」

　本音が口をつきかけて、首を振ふる。俺ごときの意見でリンたちが自信を取り戻もどせるならいくらでも声を掛かけてやる、だがそんなのは俺の思い上がりだ……！

　魔女がこちらを見て、「ふふん」と鼻を鳴らす。くそ、全すべては計画通りというわけか……！　魔女の双眸を睨にらみ返しながら、カイは必死に頭を巡めぐらせた。

　どうする、こちらも脱ぐか……!?　いや、リンたちが自信を喪そう失しつしている今、下手に同じ土俵に立っても見み劣おとりするだけだ……！　どうする、どう対たい抗こうする……！

　焼き切れそうな脳のう裏りに、これまで巡ってきた学園祭の光景がよぎる。

　誰もがあんなにもいきいきと、楽しそうに作り上げていた学園祭──優勝して封魔球レチツド・ボールを手に入れなければ、その全てが台無しになる……そんな残ざん酷こくな幕切れがあってたまるか！

　どこかにあるはずだ、起死回生の一手が……！

　カイは握にぎった左手を壁かべに叩き付け──

「！」

　──刹せつ那な、あるひとつの可能性が、閃せん光こうのように弾はじけた。

「……こうなったら、解放するしかない……俺の、真の力を……！」

「カイ……？」

　グッと奥歯を嚙かみしめると、カイは震ふるえる声を絞しぼり出した。

「俺に任せろ……お前らを、絶対に、優勝させてやる……！」

「え……？」

「──必ず、戻る！」

「カイ!?　どこに行くの!?」

　リンの呼び声を置き去りにして、カイは歓声に沸く闘とう技ぎ場を飛び出した。

　目指すは第一校舎二階……ッ！










『さあ、大盛せい況きようのミスコンもいよいよラスト！　エントリーナンバー十番だ！』

　カイが息を切らせて入場口に戻ると、中央ステージにはすでにリンたち六人が出そろっていた。耳をつんざく歓声。だが、魔女の時に比べると今一歩足りない。やはりあの妖艶なショーのインパクトが大きすぎたのだ。

　カイは手に握ったそれに力を込こめると、ステージへ苦々しげなまなざしを向けているジルのもとへと駆かけ寄った。

「ジル、待たせたな！」

「カイ、それは……!?」

　カイの手元に視線を落として、ジルが目をみはる。

「お前、いったい……──っ、まさか……！」

「そのまさかだ」

　カイは口の端はしを吊つり上げて、鈍にび色に光る籠こ手て──『幸運の籠手』を掲げた。

「魔女に勝つためには、この方法しかない──呪のろいを逆手に取るんだ……俺の左手に秘ひめられた真の力を、今こそ解放する……！」

　そのまま籠手を装着しようとするカイの手を、ジルが止めた。

「よせカイ、生き急ぐな！　学園中を敵に回すことになるぞ！」

「止めないでくれ、ジル。たとえ名めい誉よを地に堕おとしてでも……絶対に退ひけない戦いがあるんだ……」

「しかし……！」

　カイは首を振る。その双眸には、すでに確固たる意志が宿っていた。

「何より、俺はあいつらに自信を取り戻してほしいんだ……リンのためにも、学園祭のために努力してきたみんなのためにも……ここで優勝を諦あきらめるわけにはいかねぇ！」

「……！」

　ジルは険しい面おも持もちで黙だまり込んでいたが、やがて「分かった」と重い声を絞り出した。

「もう、何も言うまい……お前こそ、漢おとこの中の漢だ……！」

　漢たちの間に、もはや言葉は必要なかった。ただ無言で頷うなずき合う。

　カイは静かに、籠手を身に着けた。籠手に縛いましめられた左手から力が溢あふれてくる。

「さあ……ここからは、俺のステージだ！」

　吠ほえるが早いか、舞ぶ台たい目指して走り出す。

『ただいまの歓声最大値は……五十万！　エントリーナンバー九番に一歩及およばず──！』

　マーレイの残酷な宣せん告こく。うつむく美少女たち。あのリンが唇くちびるを嚙みしめている。悲しげに、悔くやしげに……。

　大だい丈じよう夫ぶだ、リン……約束しただろ。俺が必ず、お前たちを優勝に導いてやる……！

「今の俺なら、できる……！　さあ左手よ、眠ねむれる力を今呼び覚ませ……！」

　カイは鎖くさりから解き放たれた獅し子しのごとく、ミスコンの舞台に躍おどり上がった。

　地を舐なめるように疾しつ駆くするカイの姿にいちはやく気付いたのは、リンだった。

「あれっ、カイ、どうしたの……!?」

　カイは驚おどろくリンに肉にく迫はくするが早いか──

「秘ひ儀ぎ・片手ボタン外しィィィイイイイイイイイ！」

　左手の荒あらぶるままに、リンのパジャマのボタンを一瞬で解放した。

「……へ？」

　柔やわらかな生き地じがふわりとひるがえり、無防備な素す肌はだと、つつましい胸を包む薄うす桃もも色のレースが晒さらされ──

「ひゃ……ひゃ……ひゃあああああああああああああああああ!?」

　リンの絶ぜつ叫きように一いつ拍ぱく遅おくれ、男子生徒のたぎるような咆ほう哮こうと、女生徒の悲鳴と非難の声が渦うず巻まき、それらは貫つらぬく轟音となって空を押し上げた。

「どどどどどうしたのカイ、何考えてるの!?」

　さらにカイの左手が、リンの胸を狙ねらって伸のび──るかと思いきやズボンを摑つかんだ。

「ひゃああああああああああああああああ！」

　残念ながらリンの必死の抵てい抗こうに遭あってズボン下ろしは未み遂すいに終わったが、観客のボルテージは一気に跳はね上がっていた。

「チッ、相変わらず貧ひん乳にゆうには反応しねぇか！」

「ひ、ひどいよカイ！　どんな胸でも愛めでるって宣言したじゃん！　うそつき！」

「あ……あんた何してんのよ!?　気でも狂ふれたの!?」

　恐おそろしい形相で挑いどみかかってきたニーナの貫ぬき手てを、カイは紙かみ一ひと重えでかわした。

「なっ……!?」

「悪いな、ニーナ！　これまでは受け手に甘んじてきたが、これでもかつて体術の粋すいを極きわめた男──俺が本気を出せばこんなものだ！」

　一呼吸でニーナの背後に回ると、カイの左手は迷うことなく水着の首くび紐ひもをほどく。

「～～っっ!?　い、いやああああああああっ！」

　ニーナははらりと落ち行くビキニを危あやういところで押さえた。歓かん声せいが一ひと際きわ大きくなる。

『ち、ちょ、なにコレどういうことなん!?　超ちようウケるんですケド！　かつては神童とまでうたわれたカイ・アンバー、ご乱心だぁぁぁぁぁぁ!?』

　マーレイの実じつ況きようが響ひびき渡わたり、客席からは雄お叫たけびと悲鳴が交こう錯さくし、集音計測具サウンドメーターの目盛が十万、二十万……と天てん井じよう知しらずに上がっていく。

「まだまだァァァアアアアア！」

　勢いに乗るカイの前に、イレースが立ち塞ふさがった。

「見み損そこないましたわ、カイ・アンバー！　乙女おとめの柔やわ肌はだを暴あばくとは、何事です！」

　イレースは憤ふん怒ぬもあらわに拳こぶしを構える。が、そこは伝記士、戦せん闘とうの心得はないらしい。

「遅おそいッ！」

　のろのろと放たれた拳を避よけて懐ふところに入ると、純白のスカートをあっさりめくり上げる。

「おるあああああああああああああ！」

「っ、は、恥はじを知りなさい！　恥を知りなさいぃぃぃいいいいいいっ！」

「はっはっは！　貧弱貧弱ゥ！」
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　沸わき返る会場に、カイは手ごたえを覚えていた。そう、魔ま女じよの脱だつ衣いショー──『脱ぬいでいく』という戦術を覆くつがえす術すべがあるとしたらたったひとつ、『脱がされる』というシチュエーション！　この勝負、負けるわけにはいかねぇんだ！　俺がすべての業ごうを背負う……！

　カイは次なる餌え食じきを探して視線を走らせ、フィフィに目を止めた。

「次の獲え物ものはチャイナ服だぜ、ひゃっはぁぁぁあああああああああ！」

「気をつけろカイ、悪人面づらになっておるぞ！」

　どこからかジルの声が聞こえた気がするが、もうなりふり構っていられない。

　しかし行く手のフィフィは不敵な笑えみを浮うかべる。

「残念だったッスね、カイさん！　自分はそう簡単には脱がされないッスよ!?　正義の鉄てつ拳こぶし、神しん妙みように食くらってくださいッス！　せぇぇぇぇえええええいっ！」

　顎あごめがけて風を切るフィフィの拳を、しかしカイは軽く右の手刀をあてがっていなす。さらに続く第二撃をのけぞってかわし──その間にも、呪のろわれし左手は死角からチャイナドレスの裾すそに迫せまっていた。呪いよ、俺に力を……！

「これでどうだァアアアアアアアアアアア！」

　駆け抜ぬけざまにつかんだ裾を、ばっさぁあああああ！　と容よう赦しやなく撥はね上げる。

　チャイナドレスは深いスリットも手伝い、大だい胆たんすぎるほど大胆にめくれ上がった。

「うあああああああああああ!?　ひ、ひ、ひどいッスよ、カイさん～！」

　玉の肌を暴かれた美少女たちは戦意を喪そう失しつして次々にへたり込んでいく。しかしまだ止まるわけにはいかない！　男たちの地じ響ひびきのような歓声が、カイを後押しする。

　カイの左手が、ぼーっと突つっ立っていたトルテの帯を摑んだ。端はしを探さぐり当てるやいなや、乱暴に引き──

「そおれ、まわれまわれぇぇぇぇえええい！」

「……や」

「ええい、ならん！　ういやつ、ういやつぅぅぅううう！」

　くるくるくる！　とコマよろしく回転させながら帯をほどくと、トルテは目が回ったのか、浴衣ゆかたもはだけたままぺたんと座り込む。さすがにちょっと犯罪な気がしてきた……！

「残るは一人──！」

　最後の獲物を探して視線を這はわせた瞬しゆん間かん──うなじがざわりと逆立つ。

　その正体を確かめる間もなく飛び退のいた一瞬後──それまでカイが立っていた地面を、棍こんが穿うがった。

「カイ・アンバー……こんな最低なヤツだとは思わなかったぜ……！」

　ぎりぎりと歯を鳴らして煮にえたぎるような怒いかりをあらわにしているのは、モップを構えたクロトであった。一番手近にあった得え物ものを装備したのだろうが、メイド服のおかげでよく似合っている。

「いったい何考えてんだよ!?　テメーは学園中の女生徒を敵に回してるんだぞ!?」

「ふ……俺は、ただ従っただけだ──」

　怒り心頭といった表情のクロトに、カイは真っ向から指を突き付けた。

「男としての本能にな！」

「死にさらせ、色しき魔まぁぁぁあああ！」

　クロトの殺気が膨ふくれ上がり、疾しつ風ぷうの塊かたまりとなって突とつ進しんしてきた。

「俺に敵かなうと思ってんのか、クロト！」

　急所目がけて繰くり出されるモップの柄えを、素手で迎むかえ撃うつ。かつては神童とまで呼ばれ、粋を極めたカイの体術が冴さえ渡る！

　もはや会場は熱ねつ狂きようのるつぼと化していた。声せい援えんと罵ば声せいが一体となって耳をつんざく。

『すごい歓声だ！　まだ上がる、まだ上がるっ……！　四十五万、五十万、ついに最高値を超こえて、まだまだ上がるぅぅううう──六十万……っ！　マジかよ、ウケるー！』

　モップの攻こう撃げきをかわしつつも、カイにはまだ別の思おも惑わくを巡めぐらせる余よ裕ゆうすらあった。今やだれもがこの戦いに注目している！　これ以上の宣伝はあるまい！

　右手でモップの柄をいなしながら、メイド喫きつ茶さの支配人は怒ど声せいを張り上げた。

「クロト！　一年二組、メイド喫茶の調子はどうだ!?」

「はああ!?　そんなん関係ねーだろ！　テメーなんかいなくても順調にやれてるぜ！」

「そりゃそうか、お前みたいな可愛かわいいメイドがいるんだからなぁ！」

「!?」

「お前の愛がたっぷり入ったマフィン、最高においしかったぜ！」

「!?　!?　!?　ば、バカ……！　別にあれは、テメーのためなんかじゃっ……！」

　観客への宣伝効果を狙ったのだが、カイの発言は思いがけない効果をもたらしたようだった。クロトが目に見えてうろたえ──

「隙すきあり！」

　カイは手を伸ばすなり、モップを弾はじき飛ばした。

「ッ!?」

　苦し紛まぎれに放たれたクロトの手刀をくぐりぬけ、次の瞬間には猛たけり狂くるう左手がメイド服へと迫っている。

「ひ……！」

「うらああああああああ！」

　すれ違ちがいざまに、カイの左手が一いつ閃せんする。

　二条の雷かみなりが交こう錯さくし、背を向けあう両者の間を、風が吹ふき抜ける。そして──

　背中のボタンを外されたクロトのメイド服が、まるで花びらが綻ほころぶように、はらっ……とはだけ──男たちの歓声が爆ばく発はつした。

「カ、カ、カ……カイ・アンバーのバカヤロォォォォオオオオオオオ！」

　へたり込む六人に背中を向けて、孤こ独どくな戦士はひとり微笑ほほえんだ。

「俺はただ、守りたかっただけなのさ……学園祭の平和をな」

　闘とう技ぎ場に、男たちの雄お叫たけびがどぉおおおおおおおおん！　と轟ごう音おんとなって渦巻いた。










「本当に、申し訳ございませんでした……!!」

　額を床ゆかに打ち付けるカイに、刺さすような視線が降り注ぐ。

　結果から言えば、リンたちは無事に優勝することができた。カイがクロトを攻こう略りやくした時点で目盛が振ふり切れ、集音計測具サウンドメーターは壊こわれ果てていたのだ。

　勝負が終わったとき、闘技場にすでに魔女の姿はなく、リンは見事優勝賞品──シークレット宝箱を手中に収めた。

　カイは駆かけ付けた呪じゆ術じゆつの教師に『幸運の籠こ手て』を外してもらい、ついでにこってりと油を絞しぼられた。このミスコンでの一件は、変態紳しん士しカイの乱として末永く語り継つがれることだろう。

「最低！」「ひどい！　本当にひどい！」「色魔！　変態！　女の敵！」

　女生徒からの非難ごうごう、ブーイングの嵐あらしから、八人はようやく控ひかえ室しつまで逃のがれてきたのだった。

　この程度の罰ばつは覚かく悟ごの上──いや、なお足りない。なにせ最低最悪のことをしでかしたのだ、足あし蹴げにされても文句は言えまい！

　土下座するカイの頭に、クロトの罵ば詈り雑ぞう言ごんが降ってくる。

「バカバカバカ！　最低だ、バーカッ！　強さの無む駄だ遣づかい！　これがかつてオレと渡り合った男かと思うと情けなくて涙なみだが出るぜっ！　バカバカ！　変態、スケベ！　小悪魔！」

　顔を怒りに染めて地じ団だん駄だを踏ふむクロトの横で、イレースの静かな目がカイを貫つらぬく。

「……カイ・アンバー。どうしてそこまでして優勝したかったのです？　あなたがここまでするからには、何かのっぴきならない理由があったのでしょう？」

「…………」

　カイは喉のどまで出かかった言い訳を飲み込んだ。学園祭の平和のためなどと漏もらせば、魔女のことも説明せざるを得なくなる。そうなれば、余計な心配をかけるだけだ。

　言い逃れる代わりに、カイは「いや……」とニヒルな笑みを浮かべた。

「……すべての罪を背負うのは……俺だけでいいのさ……」

「と、容疑者は意味不明な供述を繰り返しており──」

「ジルやめろ、変なナレーションを入れるな」

　クロトはぷるぷると拳を震ふるわせていたが、やがて耐たえかねたように背を向けた。

「もういい！　お前には失望したぜ！　二度と顔見せんなっ！」

「恥を知りなさい、カイ・アンバー」

「がっかりッスよ、カイさん……」

「…………またね」

　イレースとフィフィも、トルテの手を引いて去っていく。遠ざかる背中に、カイはただ頭を下げ続けることしかできなかった。

　ふと視界に靴くつの先が映り込んで、顔を上げる。そこに佇たたずんでいたのは、いっそ悲しげな顔をしたニーナだった。

「……カイ、あなた……」

「分かってる、分かってるから何も言うな」

「……生きたまま、下半身を切り刻むわ……」

「分かってる、分かってるけどそれだけは勘かん弁べんしてください」

　うう、確かに俺は酷ひどいことをしたけど、あれは苦肉の策だったんだよ……俺だってできることならあんな非道な手段に訴うつたえたくはなかった！　でも優勝させて自信を取り戻もどさせてやりてぇって考えたんだよ、俺なりに……そうだ、リンならきっと分かってくれる──！

　と振り返った先には、とつとつと自分の胸に語りかけているリンの姿があった。

「貧ひん乳にゆうじゃないもんね……ちょっと盛り上がりに欠けるだけだもんね……今から大きくなるんだもんね…………ね……？」

「う、ぁぁ……」

　さすがに罪の意識に押しつぶされるカイの肩かたに、大きな手が置かれる。

「ジ、ル……？」

　そうだ、目と目で語り合った漢おとこ同士……こいつだけはきっと分かってくれる──！

「ジル……！」

「カイ……」ジルは仮面の奥の目を細めて静かに一言、

「さすがにやりすぎだろう……？」

「この裏切り者ぉぉおおおおおおおお！」

　カイは拳を床に打ち付けようとして、ふと足元に置かれた優勝賞品──シークレット宝箱の存在を思い出して飛びついた。

「そ、そうだ！　宝箱開けてみようぜ、なっ!?　なっ!?」

　返事も待たずにふたを開く。収められていたのは紛まぎれもなく封魔球レチツド・ボールだった。

「う、うおー！　六個目の封魔球だー、ほら見ろーやったぞー！　はははは、俺たちの努力が実ったなー！　ははは、はははははー……！」

　白々しい雄叫びを上げつつちらりと横目で窺うかがうと──

「ぺちゃぱいでもＣＨＡ‐ＬＡ、ＨＥＡＤ‐ＣＨＡ‐ＬＡだもん……胸からっぽのほうが、夢詰つめ込めるんだもん……」

「先から五ミリ刻みで切り落とすわ……それだけでは飽あき足らない、おろし金で──」

「…………っだぁぁぁぁぁあああ！　もう！」

　降り積もる罪悪感に耐えかねて、カイはついに音を上げた。

「そんなこと言ったって仕方ねぇだろうが、あの時はあれしか思いつかなかったんだから！」

「ひ、開き直る気っ!?」

「ひどいよ！　私たちの恥はずかしい姿が、たくさんの人たちに見られちゃったんだよ!?」

「勝てたんだからいいだろうが！　見られたって減るもんじゃなし！」

「減ったらどうするの!?」

「んなわけねぇだろ！　阿あ呆ほうか！」

「分からないよ、減るかもしれないじゃん！」

「そうよ、減ったらどう責任取ってくれるのよ!?」

　話が明後日あさつての方向に飛ひ躍やくして、カイは頭をかきむしった。

「あああ分かったよ！　万が一減るようなことがあったら、俺が責任取ってやるから！」

「えっ……」

「えっ……」

「……えっ」

　リンとニーナは目を丸くしたまま絶句している。あ、ちょっ、待て待て待て、単にこいつらのボケに乗ってみただけなんだけど、何この変な空気!?

「い、いや……ほら……減ったら、な……？　冷静に考えてみ？　見られて減ることってないだろ？　な？」

　怒りのせいか頰ほおを染めている二人を少しでも和なごませようと、カイはぶんぶんと手を振り、

「あっ！　リンはまあ、それ以上減る心配はないか！　ははっ、なーんちゃって……！」

「…………」

「あれ？　リン……？」

　リンは沸ふつ騰とう直前のやかんのように震えていたかと思うと、涙目でカイを睨にらみ付けた。

「カイなんか大っ嫌きらいだよぉぉお！　うわああああああん！　うああああああん！」

「本当にデリカシーのない男ねっ！」

　泣きじゃくるリンを、ニーナがここぞとばかりに抱だきしめている。

「ぁぁぁぁ…………」

　ここに来て、一行の雰ふん囲い気きは最悪だった。なんかこれ……パーティー崩ほう壊かいの危機じゃね……？　カイは涙を吞のみながら、虚こ空くうを睨み付けた。

「魔ま女じよめ……絶対に許さねぇ……！」

　半ば八つ当たりだった。







　第八章　孤独な戦士に、俺はなる！







『よーみんな、学園祭楽しんでっかー？　ここで迷子のご案内だぜー！　小こ柄がらで超ちよう絶ぜつ鳩はと胸むねのお子さんと、色白で毛もじゃのお子さんが迷子になったってよー！　見かけたら保護してやってくれよなー！』

「そんな迷子がいたら見てみてぇよ」

　時刻はすでに四時半。タイムリミットまで一時間半。残る封魔球は、いよいよ最後のひとつだ。

「さあ、行くぞ！　最後の封魔球を探しに！」

　リンはまだ少しむくれているが、カイがとびきり甘いたまごやきを作ってやるという約束を取り付けて、どうにか立ち直ったようだ。……あとでちゃんと謝ろう……。

　と、羊皮紙を取り出したリンが声を上げる。

「あっ、もうヒントが出てるみたいだよ！」

　四人はぎくしゃくした空気を漂ただよわせたまま、次なるヒントを覗のぞき込み──その瞬しゆん間かん、確かく執しつすら吹ふっ飛んだ。

【第七の封魔球は、仮面の奇き術じゆつ師によって闇やみに葬ほうむられる】──

「闇に葬られるって、消えてなくなっちゃうってこと!?　どうしよう、急がなきゃ！」

「けど、奇術師っていったい……!?」

　パンフレットを開いたリンが、「これだ！」と叫さけんだ。

「体育館で、四時から手品ショーが開かい催さいされてるんだよ！」

「封魔球が手品で消されるってことか！　ヤバいぞ、ステージが始まってもう三十分以上過ぎてる……！」

「急ごう！」

　四人が体育館に駆け付けると、すでに手品ショーは佳か境きようを迎むかえつつあった。

　会場を埋うめ尽つくす拍はく手しゆの中、白い仮面を被かぶった長身の奇術師が、次なる小道具──黒い球を掲かかげる。

「あっ、あれだ！　封魔球だよ！」

　奇術師は封魔球を台の上に置き、今まさに巨きよ大だいな布を掛かけようとしていた。

「いけない、封魔球が消されちゃう！」

「リン、待て……！」

「奇術師さん、やめて！　それは大切な球なの──！」

　カイの制止を振ふり切ると、リンは観客をかき分けてステージに駆かけ上がり──奇術師が広げた布が、ふわりと封魔球とリンを覆おおった。

「リン！」

　客席から手を伸のばすカイを見下ろして、奇術師の仮面が、にたりと笑った気がした。

「!?」

　そして奇術師が勢いよく布を払はらい、そこに残っていたのは──一羽の鳩だった。

「クルッポ」

「リリリリリンンンンン────────っ!?」

　声の限りに叫んでみるが、ステージ上にはやはりリンの姿も封魔球もなく、ただ白い鳩が目を丸くしているだけだ。

「クルッポ」

「クルッポじゃねぇよコレいったいどういうことなのぉぉぉおおお!?」

「イヤァァアアア！　リンんんんんん！　噓うそよ、噓だと言ってぇぇぇええ！」

「ま、待てニーナ！」

　カイの制止もむなしく、ニーナはひらりと舞ぶ台たいに躍おどり上がった。鳩に突とつ進しんする半はん狂きよう乱らんのニーナを、布が覆い隠かくし──そしてふわりと布が外された後には──

「メェエエ」

「ヤギィィィイイイイイイイ！」

　白いヤギはカイの絶望も知らぬげに、むしゃむしゃとしきりに顎あごを動かしている。

「何てことだ……ニーナが、ヤギに……！　っつーか、なんでヤギ!?　他ほかにもっと手品向けの動物がいるだろ！」

　カイ以上に衝しよう撃げきを受けているのはジルだった。

「な、何ということを……!?　あれでは──あれではもう二度と、ニーナのヒールに踏ふんでもらえないではないか！」

「そういう問題じゃねぇよ！」

「ぬおおおおお、許すまじ奇術師！　ニーナのおみ足を返せぇぇぇえええええ！」

「ジル、やめろ！　お前まで……！」

　風を巻いて突進するジルに、奇術師は牛でもあしらうかのように大きな布を翻ひるがえす。

　布の向こうにジルの姿が搔かき消え──舞台上に鎮ちん座ざしているのは、花か瓶びんだった。

「ジルぅぅうううううううううう！」

　もう生物ですらない！

「おおーっ！」「すげー、三人も消したぞ！」「あの手品どうなってんの!?」

　観客の拍手喝かつ采さいを浴びて、奇術師は大きく一礼する。

「う、噓だろ……リン、ニーナ、ジル……！」

　舞台上に残された鳩とヤギと花瓶を呆ぼう然ぜんと見つめるカイに、聞き慣れたしわがれ声が降ってきた。

「これにて、手品は終しゆう了りようじゃ」

「!?」

　顔を上げると、漆しつ黒こくの瞳ひとみと目が合った。ずらした仮面の奥でほくそ笑えむのは──

「魔女！　お前……っ！」

「ミスコンの借り、返させてもらったぞぇ」

「ふざけるな！　あいつらを返しやがれ──うわっ!?」

　とっさにつかみかかろうとした手は、凄すさまじいまでの紙ふぶきに遮さえぎられた。

「ひょひょひょ、ゲームもいよいよ大おお詰づめじゃ。これはここまで付き合ってくれた礼じゃよ。せいぜい這はいつくばって探すことじゃな、食われん内にのぅ」

　そして奔ほん流りゆうのような紙ふぶきが止やんだころには、リンもニーナもジルも……そしてこれまで仲間と力を合わせて集めた封魔球ですら──跡あと形かたもなくなっていた。










『さあ、獅し子し王おう祭もいよいよ終しゆう盤ばん！　五時半から、後夜祭を残して最後のイベント──獅子王祭賞の発表が行われるぜー！　司会はお馴な染じみ、このマーレイが務めるぜ！　全校生徒は闘とう技ぎ場に集合してくれよー！　来場者は、駆け込み投票を忘れずになー！』

　観客が波のように引いていく中、カイはひとり鳩リンを抱だいて途と方ほうに暮れていた。

「……噓だろ、リン……こんな……こんな……」

　自分のものとも思えないか細い声が、鳩の上に落ちる。

「リン……こんな立派な鳩胸になっちまって……お前は、お前はそれで満足なのかよ、違ちがうだろ……!?　ああ、俺はおろかだった……お前のつつましやかな胸をこそ、もっと愛めでてやるべきだったのに……！」

　見事に盛り上がった鳩胸をもふもふもふ！　と撫なでまわしても、頼たよりない羽う毛もうの感かん触しよくがあるばかり……。ああ、どうして俺はあの時、あんな方法しか思いつかなかったんだ……もっと優やさしくしてやらなかったんだ……！

　やり切れない思いが込こみ上げてきて、カイは引きつるような懺ざん悔げを紡つむいだ。

「俺が悪かった……謝るよ、だから頼たのむ──元のお前に戻もどってくれ、リン……ッ！」

「クルッポ（バサバサ！）」

「待てリン、飛び立つな！　戻ってこい！　ニーナ、紙なんか食べるんじゃありません！　暴れるな、コラ！」

「メェェエ、メェェエエエ！（ガシャアアアアアアン！）」

「イヤァアァアア！　ジルゥゥゥゥゥゥウウウ！」

　割れたぁぁぁああああ！　ジルが割れたぁぁぁあああああ！

　カイはくずおれるように膝ひざをついた。なんてことだ……リンもニーナもジルも変な奴やつらだったけど、けど……鳩とヤギと花瓶よりはマシだよちくしょぉぉおおおおおおお！

「くっ、俺は救いようのないバカだ……！　仲間の……お前たちの大切さに、今さら気付くなんてな……！」

「クルッポ！（バサバサバサ！）」

「メェェェエ！（パリンパリンパリーン！）」

「リン待て、だから飛び立つなって──ニーナ、踏むな！　ジルの破は片へんが！　破片がさらに細かくなるから！」

　もうなんなのこのカオス！

　暴れる鳩をつかまえ、嫌いやがるヤギの首を抱かかえて、カイはぎりぎりと奥歯を鳴らした。

「許さねぇ……許さねぇぞ、魔ま女じよ……！　俺のかけがえのない仲間を……ッ！」

　そうだ、こいつらは尊い仲間……見た目がどうだろうと関係ねぇ！　たとえ鳩だろうがヤギだろうが、この俺が生しよう涯がいかけて大切にしてやるよ！　……まあ、ジルは割れちゃったけれども！

　……ところでジル、これ、このまま元の姿に戻ったらどうなっちゃうんだろう……？

　カイは首を振って嫌な想像を振り払うと、きりりと眉まゆを引き締しめながら、リンに手を差し伸べた。

「リン、心配するな……どんな姿でも、俺はお前を見捨てたりはしないさ。これから共に紡いでいこうぜ、勇者リンの伝説（鳩☆エディション）を！　……改めて、よろしくな」

「クルッポゥ」

　差し出した手を啄ついばまれて、カイは転げまわった。

「痛い！　鳩のくちばし地味に痛い！　やっぱりイヤだよ、こんな何かにつけて啄んでくる幼馴染はイヤだよぉぉぉおおおお！」

　ひとしきり大おお騒さわぎしながらのたうちまわったあげく、カイは冷たい床ゆかに横たわったまま、糸が切れたようにプツリと動かなくなった。その口から、か細い涙なみだ声ごえがこぼれ落ちる。

「…………俺…………鳩相手に、なに一人ではしゃいでんだろ…………」

　白く燃え尽きたカイのこめかみを、鳩がこつこつと啄んでくる。

「……こんな鳩がリンなわけないじゃん……まるっきり別人だし……つーか別鳩だし……ニーナだって、アレただのヤギだし……ジルにいたっては無機物だし……しかも割れちゃったし……」

　ぽつぽつと掠かすれた声を紡ぐ内に、カイの腹はら底そこで魔女への怒いかりがくすぶり始めた。

　魔女のヤツ、何が奇術だ、ふざけやがって……！　結局は転移魔法ですり替かえただけじゃねぇか……！

　力の限りに拳こぶしを床に打ち付け、頭を抱える。

「くそ、あいつらいったいどこにさらわれたんだ……!?」

　ふと、紙ふぶきを食はんでいるヤギの姿が目に留まった。今まさにヤギに食べられんとする紙片に、何か文字が書いてあるような──同時にカイは、魔女が残した最後の言葉を思い出していた。

『せいぜい這いつくばって探すことじゃな、食われん内にのぅ』

「……！」

　ヤギの口から紙片を奪うばい取ると、そこには果たして手がかりが示されていた。

【最終決戦は、祭りの王者を定めし舞台の裏、もっとも暗き森にて】

「……最後の、ヒント……！」

　カイは紙片を握にぎりしめた。同時に、言い知れぬ怒りがふつふつと込み上げてくる。封魔球レチツド・ボール集めといい、与あたえられるヒントといい……これじゃあまるで子どもの宝探しじゃねぇか、バカにしやがって……！　そもそも奴は、なぜ俺たちを選んだんだ……！

「クルッポ」

　かちかちという音がして、振り返った。鳩がしきりと何か啄んでいる。

　それをつまみ上げて、カイは目をみはった。

「これは……！」

　舞台に残された、黒くて小さな粒つぶ──

「…………！」

　それを見た瞬しゆん間かん、カイの脳のう裏りに光が弾はじけた。まさか、魔女の正体は──だとしたら、なぜ……！　いや、今は考えている暇ひまはない！

　カイは花瓶の破片をかき集め、不満顔のヤギを担かつぎ、暴れる鳩を抱えて、走り出した。

　ヒントに示された場所へと向かう前に、まずは寄るべきところがあった。第二校舎に駆け込むが早いか、三階まで一段飛ばしに駆け上がる。

　頭上に掲かかげられた『もふもふ喫きつ茶さ』の看板を確かめるなり、飛び込んだ。

「悪い、こいつらを預かってくれ！」

「あっ！　この子たち脱だつ走そうしちゃって困ってたニャン！　ありがとうニャン～！」

　なるほど、脱走したところを魔女につかまり、奇き術じゆつと見せかけた転移魔法のタネにされたのだろう。

　鳩はととヤギに別れを告げ、ついでに花瓶の破片を押し付けて、カイはたった一人で『もふもふ喫茶』を飛び出した。

　人ごみをすり抜ぬけながら、己おのれの罪を奥歯の間で嚙かみつぶす。

「リン、ニーナ！　どうか無事でいてくれ……！　俺は最低な男だ、だが──いや、だからこそ……俺に出来る償つぐないがあるとすれば──！」

　仲間のもとに向かって、力強く地を蹴ける。

「お前たちを、取り戻す……！」

　ジルはまあ、比ひ較かく的どうでもいいかな！

　そして着いたのは、闘技場の裏手に広がる、ひと気のない森であった。

　闘技場からは学生たちのざわめきとマーレイの実じつ況きようが遠く聞こえてくる。

『さあお集まりの生徒諸君！　いよいよ獅子王祭賞の発表だ！　ルールは簡単、投票された玉の数で競きそうぜー！　ちなみに千票まではこっちで数え終わってっから、千票に満たなかったクラスは脱だつ落らくだ！　千票以上を獲かく得とくして勝ち残った猛も者さは全二十三組！　各クラスの代表は観客のカウントに合わせて、箱に入った玉を客席や空めがけて放ほうり上げてくれよな！　最後まで残ったチームが優勝だぜー！　そんじゃみんな、準備はいいかー！』

『おおおおー！』

　まるで玉入れの勝敗を競う子どものように、いーち、にーい、さーん、という学生たちの無む邪じや気きな合唱が、空を渡わたる。

　闘技場の時計は五時四十分を示している。封魔球から魔物が解放されるまで、わずか二十分……！

　腐ふ葉よう土どから立ち上る湿しつ気けでじっとりと湿しめり、朽くちた木々や丸太の転がる森を、カイは息を切らしながら走った。下生えを分け入った先にその姿を見つけて、声を張り上げる。

「リン、ニーナ、ジル！」

「カイ！」

　やや開けた空間に、背中合わせになって座り込む三人の姿があった。一本の縄なわでまとめて後ろ手に拘こう束そくされている。カイは迷わず駆かけ寄ると、結び目につかみかかった。

「カイ、助けに来てくれたんだ……！」

「当たり前だろ！」

「！　ありがとう……でもごめんね、封魔球、全部奪われちゃって……！」

「大だい丈じよう夫ぶだ、まだ負けたわけじゃねぇ！　それに、魔女の正体が分かった！」

「本当!?」

「ああ。俺が考えてるとおりなら、たぶん──くっ、解ほどけねぇな……！」

「カイ、伝説の剣けんを抜け！」

「剣!?」

　そういえばジルは伝説の剣を背負っていたのだった。すっかり虎とら男おとこのオプションと化していて忘れていた。

　ジルの背中から剣を引き抜き、縄にあてがうが、いっかな切れる気配がない。

「くそ、切れねぇ……っ！」

「それはそうじゃろう。呪じゆ術じゆつで強化した特とく殊しゆな縄じゃからのう」

「！」

　しわがれ声に振ふり向くと、森はいつのまにか白い霧きりで覆おおい尽つくされていた。その中にひとり佇たたずむ黒い影かげ──

「魔女！　てめえ……！」

「ひょひょひょ。性しよう懲こりもなく来おったか」

「ふざけた真ま似ねしやがって……今すぐこいつらを解放しろ！」

「おお、麗うるわしき友情じゃのう！　しかし残念じゃが、それはできぬ相談……さあ、これで最後じゃ」

　魔女は嘲ちよう笑しようを浴びせると、足元に並べた七つの封魔球に手をかざした。

「何を……！」

「ひょひょひょ、知れたこと。封魔球を転送するのじゃよ」

　魔女は目を細めて、闘とう技ぎ場を仰あおぐ。

「幸いにして、おあつらえ向きにばら撒まかれている玉があるじゃろうが。投票用の玉が、のう」

「な……！」

　背後の闘技場から、明るい歓かん声せいと拍はく手しゆが沸わき上がる。

『おおっと、〈歌劇・天上の花はな嫁よめ〉大だい健けん闘とう！　一八〇票で第六位を獲得ー！』

　六時まではわずか十五分、今封魔球が闘技場内に転送されてしまえば、タイムリミットまでに回収することはほぼ不可能……！

「くっ……！」

「これでおぬしらの負けじゃよ！」

　魔女の真っ赤な唇くちびるから、呪文が流れ出す。

　カイは一か八か、魔女に向かって怒ど声せいを上げた。

「おい魔女！　てめぇ、転送しか能がねぇのかッ！」

　呪文の詠えい唱しようがぴたりと止まる。

「……なんじゃと？」

「魔法だか何だか知らねぇが、封魔球といい手品といい、バカのひとつ覚えみたいに転送ばっかりしやがって……まるでガキのお遊びじゃねぇか！」

　カイの挑ちよう発はつに、魔女の顔がみるみる憤ふん怒ぬの色に染まった。

「言わせておけば……！　ならば希望通り、転送以外の魔法も見せてやろうぞ！」

　しめた、まんまと乗ってきやがった！　魔女の注意が封魔球から逸それたのを見て、カイはほくそ笑えんだ。このまま機を見て封魔球を取り返す！

　カイは剣を構え、魔女へ肉にく迫はくしようと膝ひざを矯ためた。しかし。

「わらわを怒おこらせたこと、後こう悔かいするがいい！」

　魔女が杖つえを振り下ろすと共に、足元の霧が盛り上がり、濃のう度どを増し──

　ほんの数瞬の間に、霧から出現した白い大男が、カイの前に立ちはだかっていた。

「ッ!?」

　目も鼻もないのっぺりとした顔、ぼやけた輪りん郭かく。白く透すき通る身体からだは、ジルよりも一回り大きい。さらには同じような異形の怪かい物ぶつが、霧の中から次々に生まれつつあった。

「なんだ、こいつら……!?」

　得体の知れない敵を前に、後ずさるカイ──その背後から悲鳴が上がる。

「きゃ……！」

「っ！　ニーナ！」

　カイは砕くだけんばかりに地を蹴り付けると、ニーナの上に振りかざされた大男の腕うで、その下に滑すべり込んでいた。

　剣を横に構え、振り下ろされる腕を真っ向から受け止め──

「っ、ぐ……!?」

　芯しんまで響ひびく圧あつ倒とう的な重量が叩たたき付けられ、危あやうく剣を取り落としそうになる。なんつー馬ば鹿か力ぢからだ……！

「カイ……ッ！」

「う、るぁああああああああ！」

　カイは怪物の腕を弾はじき飛ばしざま、その胴どう体たいを真一文字に薙なぎ──

「ッ!?」

　しかし手ごたえはない。剣が通り抜けた部分はパッと白い霧を散らしたのみで、すぐさま再生する。

「幻まぼろし……!?　だが、さっきは確かに重さが……！」

　たたらを踏ふむカイ目がけて、左後方に出現した怪物が腕を振りかざす。

「──！」

　丸太ほどもある腕が唸うなりを上げて振り抜かれる直前──唐とう突とつに立ちはだかった巨きよ体たいが、それを受け止めていた。

「どうやら間に合ったな！」

「ッ、ジル……!?　お前いったい、どうやって……!?」

　怪物の腕をはずみをつけて撥はね飛ばして、ジルはふんと雄お牛うしのような息を吐はいた。

「縄なわ抜ぬけもできずして、一人前のＭとは言えまい！」

「カイ！　良かった！」

　肩かたで息をするカイに、リンとニーナが駆け寄ってくる。ジルが抜けたことで隙すき間まができ、全員無事に抜け出せたらしい。

「しかしこの怪物ども、霧のくせに質量はあるし、斬きってもすぐ再生しちまうし……いったいどうなってんだよ!?　これも幻げん術じゆつの一種なのか!?」

「お前たち、少し下がっていろ」

　ジルは三人を背に庇かばうと、足元に転がっていた丸太を持ち上げた。そのまま大きく振りかぶり──

「な……！」

「ぬ、おおおおおおおおおっ！」

　力任せの丸太の一ひと振ふりに、霧の怪物が五体まとめて霧む散さんする。

「なんじゃと……!?」

「霧人間が消えた……!?」

　が──

「……駄だ目めだな、やはり再生してしまう……！」

　ジルの言う通り、霧は再び寄り集まり、人の形を作ろうとしている。

　しかしその時すでに、カイの目には突とつ破ぱ口こうが見えていた。そうか、全身を散らしてしまえば、少なくとも再生するまでに時間ができる……！

「ジル、この場を頼たのめるか？　俺はリンと一いつ緒しよに封魔球レチツド・ボールを取り戻もどす！」

　剣を構え直すカイに、ジルは鷹おう揚ように頷うなずいた。

「ああ、任せておけ」

「封魔球を頼んだわよ！」

「ああ……！」

　ジルが再び丸太を構え、ニーナも魔ま法ほう陣じんを振り回して、果か敢かんに応戦する。

『ここで〈一年五組の龍りゆうも飛んじゃうたまごやき〉、〈おばけが憑ついちゃうおばけ屋や敷しき〉が、共に二五三票で同率四位だー！　さあ、残る出し物はいよいよあと三つー！』

　闘技場に掲かかげられた時計は、タイムリミットの五分前を示している。カイは魔女の足元に転がる封魔球へと目を据すえた。

「もう時間がねぇ、ここから巻き返す……！　俺から離はなれるなよ、リン！」

「うん！」

　リンが固く頷いたのを確かめて、カイは地を蹴けった。その行く手に、新たに出現した霧人間たちが立ちはだかる。

「ひょ、ひょひょ。先ほどは少しばかり焦あせらされたが……しかし霧を力任せに散らすなど、常人にはまず不可能──それこそ、丸太でも振り回さん限りのう！」

　カイは怪物の顔目がけて跳ちよう躍やくすると同時、剣を振り上げた。

「無む駄だだと言っておるのじゃ！」

　魔女が勝ち誇ほこった声を上げる。しかし──

「おりゃぁぁぁああああああ！」

　巨人の剛ごう腕わんがカイを捉とらえる前に──剣のすさまじい一振りが、その上半身を霧散させた。

「な……！」

　地に降り立つが早いか振り向きざまに剣先で半円を描えがき、残る下半身を薙ぎ払はらう。

「うらあああああああああああああ！」

　肉厚の刀身が風を巻き、空気そのものを切り裂さく。唸る腕をくぐりぬけ、放たれる拳こぶしをかわし、カイは霧の塊かたまりを次々に剣圧で蹴散らしていく。

「すごい、カイ……！」

　散らされた霧は再生しようと蠢うごめくが、その時カイはすでに魔女に肉迫している。これで王手──！

「待たせたな、魔女！　遊びは終わりだ！」

「……ッ！」

　しかしカイの剣が届くよりも一いつ瞬しゆん早く、魔女の姿はそのはるか先に移動していた。

「転移魔法か……！」

「ひょ……ひょひょ、まさか剣圧で幻を散らすとは、大したものじゃ……！」

　魔女を捕とらえることは叶かなわなかった、だが──カイはリンの足元に目を落とした。封魔球は、すでにこちらの手にある！

「俺たちの勝ちだな、魔女！　封魔球にかけた呪のろいを解除しやがれ！」

「見事じゃ、と言いたいところじゃが──一歩、遅おそかったようじゃのう」

「なんだと!?」

「カイ、封魔球が……！」

　リンの悲鳴に振ふり向くと、封魔球から黒い霞かすみが噴ふき出し始めていた。

「ッ！　間に合わなかったか……！」

　しかしここならば、魔物が出現しても他の人間を巻き込む可能性はない。うまく説得に持ち込むことができれば──！

「リン、例の石は持ってるな!?　封魔球を持って、なるべく闘技場から離れろ！　魔物が暴れる前に食い止めるんだ！」

「うん、任せて！」

　リンは封魔球を抱かかえると、脇わき目めもふらず森の奥めざして走っていく。

「ふん、何を世よ迷まい言ごとを。言葉も通じぬ魔物を、どうやって止めるというのじゃ！　ちょうどいいわい、あの小こ娘むすめごと転送してやろうぞ！」

「待ちやがれ、魔女！」

　空気を震ふるわすカイの怒声に、魔女がびくりと凍こおり付く。

「どうやらおいたが過ぎたようだな……俺はもう気付いてるんだぜ、お前の正体に！」

「!?」

　カイは動どう揺ようを浮うかべる魔女を眼光で縫ぬい止め、切っ先を突つき付けた。

「もう十分すぎるほど茶番に付き合ってやったんだ、これ以上学園祭に手出しはさせねぇ！　暴あばいてやるぜ、てめぇの正体──！」

　魔女は赤い唇から、「く、う、う……！」と歯ぎしりの音を漏もらし──

「まだじゃ、まだゲームは終わっておらぬ……ッ！」

　魔女が杖を振りおろした次の瞬間、周囲の霧きりが蠢き始める。

「また霧人間か……!?」

　カイは半身に構えた。何体作り出そうと同じこと、まとめて吹ふき散らしてやる……！

　しかしカイの思おも惑わくとは裏腹に、霧は渦うず巻まき、盛り上がり、波打ちながら際限なく膨ふくれ上がっていき──

「……ッ！」

「なに、これ……!?」

　背後で上がったニーナの悲鳴を、カイは遠く聞いていた。

　薄うす暗ぐらい森に、魔女の哄こう笑しようが響き渡わたる。

「ひょひょひょ。どうじゃ、いくらおぬしでも、こいつはさすがに散らせはすまい」

「こ、んな……！」

　目の前に、白い巨人がそびえていた。その頭は木々を突き抜ぬけ、闘とう技ぎ場の壁かべよりもなお高い。

　巨人は白いのっぺりとした顔を巡めぐらせ、やがてゆっくりと歩き出した。白くかすんだ巨体が木々をすり抜けて歩く様は、悪夢にも似ていた。

　巨人の行く手に視線を走らせて、カイは戦せん慄りつした。

「闘技場……！」

　あの巨人に闘技場を襲おそわせるつもりか……!?

「させるか！」

　カイは恐きよう怖ふを振り払って身を屈かがめるが早いか、飛び出した。巨人に追い縋すがると同時に、右のかかとを薙ぎ払う。

　馬車ほどもある足が、剣けんに巻かれてふっと搔かき消え──しかしすぐに再生した。巨人はほんの瞬またたきの間だけ停止し、何事もなかったかのように歩きはじめる。

「……っ！　こんなん、どうやって戦えっつーんだよ……！」

　ジルとニーナはまだ数体の怪かい物ぶつに囲まれたまま苦戦している。応おう援えんは望めそうにない。

『おおっと、ここで〈もふもふ喫きつ茶さ〉、第三位！　中間発表一位の座から転落するも、三六七票と大だい健けん闘とうだ！　残る出し物はいよいよ二つだーっ！』

　暮れなずむ空に、何も知らない学生たちの歓かん声せいがこだまする。

「く、そおおおおおおおおおおッ！」

　カイは咆ほう哮こうを上げると、がむしゃらに斬りかかった。渦巻く霧の塊を、再生するそばから蹴散らす。

　カイの無む謀ぼうな強きよう襲しゆうが七度目に及およんだ時──はじめて、巨人に動きがあった。凹おう凸とつのない顔がカイを捉え、疎うとましげに右手を広げてかがみ込み──

「う、わ！」

　すさまじい速度で叩たたき付けられた右手をかろうじて避よけた時には、背後に左手が迫せまっていた。

「ッ！」

　落ち葉に足を取られて、反応が遅おくれた。蠅はえでも払うような手のひらの一振りに、カイの身体からだが軽々と宙を舞まう。
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　張り出した木の根に背中から叩き付けられ、一瞬呼吸が止まった。

　かすむ視界に巨人の姿が映る。空を覆おおうほどに巨大な足が、ゆっくりとカイの上に振り上げられ──

　ジルの咆哮が耳をつんざいた。

「カイ、逃にげろ！　踏ふみつぶされるぞ！」

「ッ……！」

　しかしカイは剣をかなぐり捨て、巨人を睨にらみ上げた。倒たおせないのならば、せめてできる限りの足止めをするしかない……！

　頭上で交差した両りよう腕うでに、ず、と重みがかかり──

「……っ！」

　幻まぼろしとは思えないほどのすさまじい質量が、一気にのしかかってきた。

　ニーナの絶ぜつ叫きようが聞こえる。

「カイ……！」

「ッ……ぐ……！」

　まるで巨大な生き物のあぎとにくわえ込まれたようだ。呼吸すら忘れ、奥歯を砕くだけんばかりに食いしばる。あらゆる骨が悲鳴を上げたが、それでもカイは、音を上げるつもりはなかった。

『おおっと、大波乱だった〈ミスコン〉が四四二票を獲かく得とくして二位に躍おどり出たァァアア！　ということは、残る出し物はあとひとつ──ッ！』

　熱ねつ狂きようと興奮に彩いろどられたあの歓声の中には、一年二組の面々もいるのだろう。そしてクロトにイレース、フィフィ、トルテ……。

　これまで巡めぐってきた学園祭の風景が、カイの頭をよぎる。もふもふ喫茶に歌劇、模も擬ぎ店におばけ屋敷──リンやニーナ、ジルとともに駆かけずり回ってきたのは……全すべてはこの祭りを、笑え顔がおで終わらせるため……！

「……こんなところで、幕切れにするわけにはいかねぇ……！　学園祭──最後の最後まで、守り抜いてみせる……っ！」

　リンはどうした、無事なのか……!?　まさか魔物にやられてるってことはないだろうな……！

　増していく重みが、そんな思考すら許さない。木の根に押し付けられた背骨が軋きしむ。腕も肩かたも痺しびれ果てて、とっくに感覚がない。

　のしかかる幻がさらに質量を増し、出口のない責め苦にカイの意識が遠のいた時──

「カイ────────ッ！」

　頭上に影かげが差したかと思うと、巨きよ人じんの頭が消し飛んだ。

「!?」

　巨人の身体がぐらりと傾かしいで、カイを押さえ付けていた重圧がふっと搔き消える。

　苦痛の呪じゆ縛ばくから解き放たれて、カイはその場にくずおれた。

「な──なんじゃと……!?」

「あれは……！」

　こずえからのぞく長い尾お。夕ゆう陽ひを弾はじく鱗うろこ。美しく伸のびた首。そして滑なめらかな翼つばさ……澄すみ渡った秋の空に舞う、小型のドラゴン──

「ワイバーン……！」

　森の上で滞たい空くうするワイバーン、その背から聞き慣れた声が上がる。

「カイっ！」

「リン……!?」

　ワイバーンの背中から、興奮に瞳ひとみを輝かがやかせたリンが顔をのぞかせた。

「魔ま物ものさんたちと話が付いたよ！　私たちに協力してくれるって！」

「封魔球レチツド・ボールの中で、話はすべてうかがっておりました」

「！」

　振り返ると、ガーゴイルにキメラ、ハーピー──六体の魔物が佇たたずんでいた。

「我々魔物に対する、リンさんの気持ちもお聞きしました。まさか魔物に心を寄せてくださる人間がいるとは……我々を魔女の手から守って下さり、感謝いたします」

　巨人はすでに頭を取り戻もどしつつあった。ワイバーンすらひとひねりできそうな巨大な手を、空中のリンに向かってゆっくりと伸ばす。

「ワイバーンさん、お願い！」

　リンに応こたえてワイバーンが旋せん回かいし──竜りゆうの翼が、霧の巨人を縦じゆう横おう無む尽じんに切り裂さいた。

　魔女が引きつった呻うめきを上げる。

「そんな……魔物が……人間を乗せて……!?」

　……やっぱりあいつ、凄すげぇな……。ワイバーンに乗ったリンの髪かみが風になびく様を、カイはどこか陶とう然ぜんと見つめていた。魔物を乗りこなす勇者など、どの世界を探しても他ほかにいまい。

　ワイバーンは疾しつ風ぷうとなって木々の間を滑すべり、落ち葉を巻き上げ、霧の怪物たちをも吹き散らす。

「カイ……！」

　駆け付けたニーナの手を借りて、カイはふらつく足を踏みしめて立ち上がった。

　形を失いつつある巨人を見上げて、ジルが唸うなる。

「あれなら霧を完全に散らせるかも知れん……！」

　しかし──一度は散らされた霧がゆらゆらとたゆたい、再び巨人の形を結びはじめていた。

「くそ、キリがねぇな……！　……霧だけに！」

「今のは聞かなかったことにしてあげるから、打開策を探すのよ！」

　この霧を全部散らす方法……！　突とつ破ぱ口こうを探して視線を巡らせたカイの目に、ニーナが背負った魔ま法ほう陣じんが留まった。

　そうだ……！　あいつなら、この霧を払はらうことができるんじゃないか……!?

「ニーナ、召しよう喚かんだ！」

「えっ!?　いったい何を……」

　戸と惑まどうニーナに、カイは言いつのった。

「前に呼び出してくれたじゃねぇか！　霧を払う──うってつけの召喚獣じゆうを！」

　ニーナは「そうか！」とでも言いたげに頷うなずくと、

「ソノダさんね!?」

「違ちげぇよ！　あの哀あわれなおっさんがこの局面でどう役に立つんだ！」

「でもそろそろ読者サービスをしなきゃと思って……！」

「誰だれが望んでるんだよ、あんなくたびれたおっさんを!?　そうじゃなくてアレだよ、アレ！　俺たちの最初の冒ぼう険けん──夏休みに、バージールの洞どう窟くつで召喚したヤツ！」

　ニーナはすぐさまその真意を悟さとったらしい。

　ふわりと魔法陣を広げると、目を閉じた。その口から流りゆう麗れいな呪じゆ文もんが流れ出す。そして。

「出いでよ、異界の住人！」

　光の柱が天を貫つらぬき、魔法陣に四角いシルエットが浮うかび上がった。

　光のあとに残されたのは、蛇じや腹ばらのホースが伸びた奇き妙みような箱──凄すさまじい風を操あやつる神器、その名は──！

「ソージキ！」

「準備できたわ！　いつでもいけるわよ！」

　ホースを構えるニーナに頷き返して、カイは上空に声を張った。

「リン、降りてこい！」

　呼び声に応えて、リンを乗せたワイバーンが降り立つ。

「よくやったぞ、リン！」

「うんっ！」

「みんな、伏ふせて！」

　ニーナは吠ほえると、ホースの先を、蠢うごめいている霧きりの塊かたまりに向けた。

「さあ目にもの見せてくれるわ！　食くらいなさい、驚おどろきの吸引力！」

　ソージキがごうっと唸りをあげたかと思うと、巨人を形作ろうとしていた霧をぐんぐん吸い込み始める。

「なっ、なんじゃとォ……!?」

　地べたを覆っていた霧すらも、たちまちホースの中へと消えていく。

「く……！」

　後ずさる魔女。その輪りん郭かくがゆらゆらと揺ゆれているのを、カイは見み逃のがさなかった。

「いいぞ、ニーナ！　次はあの魔女に狙ねらいを定さだめるんだ！」

「えっ!?」

　驚くニーナに、カイは確信に満ちた視線で応える。

「俺に考えがある！　たぶんこれで、魔女の正体が暴あばけるはずだ！」

「分かったわ！」

　ニーナはひとつ頷くと、ホースの口を魔女へと向けた。

「く、くううッ……!?」

　荒あれ狂くるう風の中、魔女は必死に踏みこたえていたが、その姿もやがてかすんでいき──

「い、いゃあああああああああ!?」

　断だん末まつ魔まの絶ぜつ叫きようと共に、霧が晴れ──その後には、小さな人ひと影かげがひとつ残されていた。

「…………！」

　二つに結んだ冬色の金きん髪ぱつに、気弱そうに下がった眉まゆ。ひまわり印の紙かみ袋ぶくろを抱かかえてへたり込んでいる、小さな女の子──

「えっ!?　この子は……！」

　リンが目をみはる。それは『呪のろいの道具展』で出会った、あの少女であった。

「やっぱりお前か！」

「！　！　!?」

　少女は幻げん術じゆつが解けていることに気付いて跳とび上がると、小さな杖つえを振ふりかざした。

「て、転移まほーう！」

　しかし魔女が逃にげるよりも一いつ瞬しゆん早く、カイはその首根っこをつかまえていた。

「……！　……！」

　少女は袋に手を突つっ込むなり、ぺちぺちぺち！　とひまわりの種をぶつけてくる。それに構わず、カイは吠えた。
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「これが魔女の正体だ！」

「こんな小さな女の子が!?」

「ああ」と頷いて、カイは周囲を見み渡わたした。辺りにはおびただしい数の倒とう木ぼくや丸太が散乱している。おそらく、質量のある幻まぼろしの正体もこれだろう──攻こう撃げきの瞬間だけ霧の中に丸太を転移させて、さも実体があるかのように見せかけていたのだ。

「おかしいと思ってたんだ。本当に力のある魔女なら、最初から学園全体を巻き込めばいい話だ。それも使う魔法は、転移と幻術のみ……さらには手品のタネに花か瓶びんを選ぶツメの甘さ。規模の小ささといい稚ち拙せつなやり口といい、子どものいたずらと変わりない──本物の魔女にしては、何もかもが中ちゆう途と半はん端ぱすぎるんだよ」

「……！」

　キッ！　とカイを睨にらみ付ける少女の前に、カイは「なにより──」とポケットから黒い粒つぶを取り出した。

「落としてたぜ、これ」

「！」

　それは手品のステージに残されていた、黒い粒──ひまわりの種だった。

「このゲーム、俺たちの勝ちだな」

「……！　……！」

　魔女は敵意をむき出しにしてじたばたと暴れながら、ひまわりの種を投げつけてくる。

　小動物が必死に抵てい抗こうしているようなその様子を、ニーナが愛いとしげに見つめていた。

「魔女の正体がこんな可愛かわいい女の子だったなんて……でも、いったいどうしてこんなことをしたのかしら？」

「魔女ちゃん、お名前はなんていうの？」

「…………」

　リンの問いにも、魔女はむっつりとふくれて答えない。

「こら」

　カイが小さな鼻をつまむと、魔女は「ふみゃあ！」と抗議の声を上げ、観念したのか絞しぼり出すような声で「……イオ……」と名乗った。

「答えろ、どうしてこんなことしたんだよ？」

「…………」

　イオは頑かたくなに口を噤つぐんだままだ。その目に涙なみだが浮かんでいるのに気付いて、カイは溜ため息いきを吐ついた。

　ぽりぽりと頰ほおを搔かきながら、「……悪かった」と告げる。

「!?」

「出会ったときから、ずっと引っ掛かかってたんだ。どうしてお前が、初対面の俺にあんなに突っかかってくるのか。……『呪いの道具展』で、俺はお前の正体も知らず、ひどいことを言ったよな」

『魔女ってのはだいたい陰いん険けんって、相場は決まってるもんだ。人を呪のろい殺したり、カエルに変えたり、夜な夜な毒薬の研究をしたり──』

　カイだけではない。魔女は怖こわい、キモチワルイ、魔法は不気味で得体が知れない──あの部屋は、魔女や魔法への偏へん見けんであふれていた。悪気はないとはいえ、その心ない言葉に、この小さな少女がどれほど傷付いたことか。

「俺の、あの何気ない一言が、お前を傷付けたんだな……本当にすまなかった」

「…………」

「あの……俺もけっこう、見た目で敬遠されるっつーか……怖がられること、あるからさ。だから、魔女だからって理由だけで避さけられちゃう気持ち、少し分かるよ……本当に、悪かった」

　まんまるに見開かれたイオの瞳ひとみに映る自分が思いのほかまぬけ面づらをしていて、カイは目を泳がせながら、リンとニーナ、ジルを示した。

「あー、その……見ての通り、変なやつらだけどさ。こいつらなら、魔女とかいうかたがきなんか関係なしに、仲良くしてくれる……信じていいと思うぜ。だから、もし何か悩なやみがあるなら、何でも話してみ？」

「カイ……」

　イオはうつむいている。けれどその表情からは、怯おびえた小動物のような棘とげは抜ぬけ落ちていた。

「……ま、魔女は、いたずらして一人前なんです……」

　やがて小さな唇くちびるから、かすれた声がぽつりとこぼれた。

「学園祭に潜もぐり込んだのも、魔女になるための修しゆ行ぎようのひとつで……い、いたずらを成功させないと、村に、帰れないから……」

「そっかぁ、だからあんなことしたんだね……でも、どうして私たちを選んだの？」

「……の、呪いの……」

　優やさしく問うリンに、イオは自分の服をぎゅっと摑つかみながら、口を開いた。

「呪いの道具……楽しそうにしてたから……この人たちなら……イオのいたずらにも、笑って付き合ってくれるかもって……」

　四人は顔を見合わせる。そこにあるのは、魔女の仮面の裏に隠かくされた、気弱な少女の顔だった。

　顔を真っ赤にするイオに、リンは優しく笑いかけた。

「イオちゃん、本当はいたずらなんかじゃなくて、一いつ緒しよに遊びたかったんだよね？」

「…………」

　イオは耳まで赤くしたまま、小さく頷うなずいた。

　叱しかられた子犬のようにうつむくイオに、リンは白い歯を見せる。

「大だい丈じよう夫ぶ、怒おこってないよ。私たちも、楽しかったから！」

「……！」

　イオがパッと顔を上げた。しかし、リンの声こわ音ねは真しん剣けんな色を帯びる。

「でもひとつだけ、許してあげられないことがあるんだ」

「！」

「魔物さんを閉じ込めたこと。それだけは、もう二度としないって誓ちかってほしいんだよ」

「だ、だって……魔物は悪いヤツだから、封ふう印いんされて当然なのです！」

　驚くイオに、リンははっきりと首を振った。

「そうじゃないよ。イオちゃんが学園祭を楽しみたかったように、魔物さんたちだって自由でいたいんだ。無理に捕つかまえて自由を奪うばう権利なんて、誰にもないんだよ。……ましてやいたずらの道具になんか、しちゃいけないよ」

「でも……！」

　押し寄せる感情の波に、イオの瞳が揺ゆれた、その時──

「その魔女を、こちらに引き渡していただきましょう」

「ッ！」

　五人の前に、殺気をまとった魔物たちが居並んでいた。

「ま、魔物……！」

「イオ！」

　カイは後ずさるイオの手を取った。

「！」

「俺につかまっておけ、そうすればお前にも魔物の声が聞こえるはずだ！」

「魔物の声……!?」

「ああ。俺たちは魔物と言葉を交かわすことができる石を持って──いや、今はそれよりも……！」

　ワイバーンの黄色い瞳が、静かにカイを貫つらぬく。

「そこをどいて下さい。その魔女だけは、許すわけにはいかない」

　カイの腕うでをつかむ手から、イオが身を硬かたくするのが伝わってきた。

「魔物を捕とらえることは、この世の摂せつ理りに反します。もともと人に狩かられる魔物という形が、人と魔物の正しいあり方のはず。しかしここ数年、封魔球レチツド・ボールなどという邪じや道どうな道具を造り出し、そのバランスを崩くずそうとする輩やからが後を絶たない。そう……お前のような魔女どもが……！」

「待って！」

　声を上げたのはリンだった。

「お願い、イオちゃんを許してあげて……！」

「その魔女を庇かばおうと言うのですか。あなた方をさんざん振り回した魔女を」

　ワイバーンの刺さすような視線を遮さえぎって、カイは首を振る。

「こいつは魔女じゃないぜ。なにせ、俺たちに負けた半人前なんだからな」

「……！」

　背中にぺちぺちぺち！　とひまわりの種が当たるが、構っている暇ひまはない。

「それにたぶん、封魔球を作ったのは別の魔女だ。こいつは転移と幻術しか使えねぇからな」

「しかしそれでも、その小こ娘むすめが封魔球を用いて我々を捕らえたのは事実！」

　リンが声を上げる。

「今回イオちゃんは、確かに間ま違ちがったことをしたかもしれない、けど……私たちが正しい力の使い方を、責任もって教えるよ！　だから、今回だけは見み逃のがしてあげてほしいの！」

　リンはイオの前にしゃがみ込んだ。

「お願い、イオちゃん。もう二度と封魔球を使わないって、約束して……！」

「でも、魔ま物ものは……魔物は悪いヤツで……！」

　青ざめた顔を強こわ張ばらせるイオに、リンは「イオちゃん」と呼びかけると、子どもに言い含ふくめるように、ゆっくりと言葉を紡つむいだ。

「魔物だからって、悪いヤツだとは限らない。確かに中には、悪い魔物さんもいるかもしれないけれど……でもそれは、魔女だから悪いヤツだって最初から決めつけちゃうのと、同じことなんだよ」

「……！」

　イオは呆ぼう然ぜんと立ち尽つくす。怒いかりに震ふるえる魔物の姿が、人々に忌いみ嫌きらわれてきた自分と重なったのか、その瞳に涙が盛り上がり、イオは滴しずくがこぼれるのを我が慢まんするかのように、ぎゅっと唇を引き結んでうつむいた。

　ワイバーンは思し慮りよ深げなまなざしでその様子を見つめていたが、やがてその場に立ち込めていた殺気が、ふっと解けた。

「……今回は、あなた方に免めんじて見逃しましょう」

「！　ワイバーンさん……！」

「幸い、ぼくらは封印されてまだ日が浅い……人間への恨うらみも、そう降り積もってはおりません。けれど──このような事態が続けば、人と魔物が保ってきたバランスは、確実に崩ほう壊かいする。それを覚えていてください」

　リンは頰を引き締しめ、こくりと頷いた。

　ワイバーンは名残なごり惜おしそうに笑う。

「本来、人間と魔物は相あい容いれぬもの。ですが……封魔球の中であなた方と巡めぐった学園祭、少しだけ、楽しかった……」

「ワイバーンさん……」

「さあ、もう町の外に出なければ。もう一度、我々を封魔球の中に──」

　言いかけたワイバーンを、鋭するどい声が遮った。

「待って！」

　何事かと顔を上げたワイバーンに、リンはきらきら輝かがやく目を向けた。

「君たちも、一緒に学園祭を楽しもうよ！」

「え……？」

「そんな、どうやってだよ!?」

　こいついきなり何を言い出すんだ!?

　しかし驚おどろくカイに返ってきたのは、幼おさな馴な染じみのいつもの不敵な笑えみであった。

「私にいい考えがあるんだよっ！　……ただ、うまく受け入れてもらえるかどうか、分からないんだけど……あのね」

　リンからその策を聞いて、カイは呻うめいた。

「それならマーレイに頼たのむのが一番いいだろうが……マーレイはあれでけっこう、キャンドルナイトにはこだわりがあるみたいだからなぁ……」

　その時、闘とう技ぎ場から割れるような拍はく手しゆと歓かん声せいが沸わき起こった。

『大接戦を制して栄はえある獅し子し王おう祭賞に輝いたのは、四九三票を獲かく得とくした、一年二組メイド喫きつ茶さだぁぁぁああ！』

　歓かん喜きの叫さけびが渦うず巻まく中を、一ひと際きわ大きなアイリスの声が切り裂さく。

『カイくん、どこですか!?　何でも言うことを聞いてあげますよ！　カイくーん!?』

　ここに至ってようやくアイリスと交わした約束を思い出して、カイは「あ……」と小さく声を上げていた。










　興奮に沸く闘技場の中央には、一年二組の面々が大集合していた。

「カイくぅーん！」

　遅おくれて入場したカイを見つけるなり、クラスメイトたちが殺さつ到とうする。

「もー、どこに行ってたんですか！　私たちのクラスが一位になったんですよーっ！」

　興奮するアイリスの隣となりで、ユリアが声を詰つまらせる。

「良かったね、アンバーくん！　がんばったかいがあったね！」

「いや、俺はほとんど何もしてねぇし……」

「そんなことないよ！　アンバーくんの努力が報むくわれたんだよ！」

　ユリアは瞳ひとみを潤うるませてすらいる。ああ、なんていい子なんだ、委員長……！

「それにしてもカイくん、さすがです！　カイくんに支配人役を引き受けてもらって、先生、本当に良かったですー！」

　嬉うれしそうな担任を見て、カイは彼女がやけに自分に支配人をやらせたがっていたことを思い出した。願いを聞いてやるなどという条件を持ち出してまで、いったいなぜ……？

　カイの疑問に答えるように、アイリスは片目をつむってみせる。

「だって、集団を引っ張り、プロデュースして成功に導く力は、勇者にとっても伝記士にとっても大切な素養ですからね！　それにようやくクラスのみんなとも打ち解けてくれて、本当に良かったですよー！」

「…………」

　カイは少なからず感かん銘めいを受けていた。この教師は、一見すると趣しゆ味みに生きすぎるダメ人間に見えるけど……それなりに生徒のことを考えてるんだよな……。

　カイの胸中も知らぬげに、アイリスは嬉き々きとして手にした封ふう筒とうを掲かかげた。

「獅子王祭賞の賞品はコレです！　なんと、わが王国の王宮で開かい催さいされる、社交パーティー招待券ーっ！」

「王宮の社交パーティー!?」

　王宮といえば、おいそれと入れるものではないはずだが──!?

「というわけで、来月は社会科見学を兼かねて、王宮に行っちゃいますよーッ！」

　クラスメイトからわあっと歓声が上がる。

「さあカイくん、何でもひとつお願いを聞いてあげる約束でしたね！　やっぱり課程変へん更こうですか!?」

「あ、ああ、それなんですけど……先生と、それから……」

　カイは言葉を切って、マーレイに向き直った。

「マーレイ、お前に頼みがあるんだ」

「へ、おれー？　なんなん？　女の子よこせとかなら願い下げだしー」

　カイが頼みごとを打ち明けると、マーレイは露ろ骨こつに顔をしかめた。

「えーなんでー!?　なんかそれ、ロマンチックじゃなくねー!?」

「カイくん、せっかくのお願いがそんなことでいいのですか？」

　困こん惑わく顔のアイリスに、カイは頷うなずく。

「はい、熟じゆく慮りよした結果です」

　そして今一度、マーレイに頭を下げた。

「頼む、マーレイ！」

「どうですか、マーレイくん」

　マーレイはしばし難しい顔をして腕を組んでいたが、やがて白い歯をこぼした。

「ま、他ほかならぬ支配人さまの頼みだし？　しょーがねーなー、おれに任せときー！」







　エピローグ







　夜の帳とばりが降りたグラウンドに、淡あわいキャンドルの火がゆらゆらと揺ゆれる。

　灯とも火しびの間を歩く人々の影かげをぼんやりと眺ながめながら、カイははかなく散った自らの夢に思いを馳はせていた。……俺が勇者になれる日は来るのだろうか……。

　手にろうそくを持った学生たちは、思い思いの仮装に身を包んでいる──これこそが、リンが打ち出した『魔ま物ものが一いつ緒しよに学園祭を楽しめる秘策』だった。

　あの時闘技場で、カイはマーレイに頼み込んで、放送で例のジンクスに一言付け加えてもらったのだ。つまり、

『キャンドルナイトを好きな人と一緒に仮装して見ると、恋こいが叶かなう』と。

　おかげで学園祭のトリを飾かざるキャンドルナイトには、さまざまな仮装した学生たちがひしめいていた。中には酔すい狂きようにも魔物の扮ふん装そうをする学生もいて、この分ならリンの思おも惑わく通り、七体の魔物も問題なく溶とけ込めそうだ。

　霧きりの巨きよ人じん戦で負った打ち身と擦すり傷きずのおかげで全身包帯でぐるぐる巻きになったカイを置いて、ニーナとジルは、イオを連れて夜店を見に行っている。

　それにしても、メイド喫茶の支配人に始まり、封魔球レチツド・ボール集めに魔女との決戦……思えば濃のう密みつな学園祭だった。

　カイがひとり物思いにふけっていると──

「あっ、チチスキー王子よ！」「変態だ！」「大変、服を脱ぬがされるわよ！」

「…………」

　通りがかりの女生徒から口さがないひそひそ話が聞こえてくる。カイの悪名はもはや全校生徒に轟とどろいていることだろう。

「……はは……ま、いいんだ……学園祭の平和を守れたから……」

　カイが虚むなしい独り言で自分を慰なぐさめつつ涙を吞のんだ、その時。

『あー、あー！　テステス、テストだよー！』

「!?」

　唐とう突とつに響ひびき渡わたる、嫌いやと言うほど聞き慣れた能天気な声──

『こんばんは！　みんな、キャンドルナイト楽しんでるかなー？　一年一組のリン・アルクスだよー！　ちょっとの間だけど、生放送をジャックさせてもらったよー！』

「なっ……あいつ……!?」

　突とつ然ぜんの出来事に、学生たちが何事かと校舎を仰あおいでいる。

　もうすべては終わったというのに、最後の最後で生放送をジャックだ!?　今度はどんなろくでもないことを企たくらんでるんだよ……!?

　慄おののくカイを置き去りにして、リンの放送は続く。

『えっとね、生放送をジャックしたのは他でもない、私の幼馴染の、カイのことなんだけど！』

　思いがけず自分の名前が飛び出して、カイはぎょっと目を剝むいた。

『あの、みんなも知ってのとおり、カイは今回、その……本当に最低だって思われてもしょうがないことをしたよね！　信じられないよね！　見下げ果てた外げ道どうだよねぇ！』

　ちょっと待てぇぇぇえ！　お前、これ以上俺を貶おとしめる気か!?

　冷ひや汗あせまみれで硬こう直ちよくするカイの耳を、思いがけない言葉が打った。

『でもね！　カイがあんなことをしたのは、学園祭を守るためだったんだ！　これだけは信じて欲しいの！』

「……！」

『あの、カイは目つきは怖こわいし、口は悪いし、少しぶっきらぼうに見えるかもしれないけど……本当は、とっても優やさしい、イイ男なんだよー！』

「……リン……」

　満天の星の下に、ひとり立ち尽つくす。揺れるキャンドルの光を眺めている内に、不覚にも熱いものが込こみ上げてきた。思えば昔からそうだった。誰だれが分かってくれなくても、どんなにお気楽に見えても……お前だけは……──

『でも何かにつけて貧ひん乳にゆうをバカにするのは遺い憾かんの意！』

「全校放送で告発すんな！」

『あっ、放送部の人が戻もどってきちゃった！　じゃあ残り少ない学園祭、楽しんでねー！』

　リンの放送が途と切ぎれてからも、カイはその場にぼーっと突つっ立っていた。と、

「おい、カイ・アンバー！　やっと見つけたぜ！」

　振ふり向くと、頭に奇き妙みようなお面を装備したクロトが立っていた。その後ろには、同じく不細工なお面を頭に載のせたイレースにフィフィ、トルテの姿もある。

「カイさん、さっきの放送、聞いたッスよ！　も～、何で言ってくれなかったッスか、水くさいッスよっ！」

「まあ、あなたのことです。何か事情があるのではないかと思っておりましたけれども」

「……あげる」

　トルテがくれたビスケットに目を落としながら、カイは小さな声を絞しぼり出した。

「お前ら……俺を、許してくれるのか……？」

　クロトは腕うでを組んで「ふん」と口を曲げた。

「許すも許さないもねーよ！　よく分かんねーけど、学園祭のために頑がん張ばってくれてたんだろ？　むしろ、こっちこそ、勢いであんなこと言っちまって……あっ、それで、あの……お願い、なんだけどさ……っ！」

　そういえば、マフィンの件とツンデレメイドの件で、合わせて二つ、お願いを聞いてやるという約束だった。

「ああ、何でも言ってみ？　剣けんの稽けい古こでもつけてやろうか？」

「はああ!?　稽古なら間に合ってんだよ！　そんなんじゃなくて、その、あの……」

　言いよどむクロトの横で、イレースとフィフィがなぜか人の悪い笑えみを浮うかべている。

　その視線に耐たえかねたのか、クロトは「あーっ、もう！」と頭をかきむしった。

「保留だ、保留！　いいか、いつか必ず聞いてもらうからな、絶対に忘れんなよなっ！」

「まあ、そりゃいいけど……っつーかお前、その変なお面なんなんだよ、ミジンコ？」

「ね、猫ねこだよっ！　猫の仮装ーっ！　オレが作ったんだからな、バカにすんなっ！」

　地じ団だん駄だを踏ふむクロトの隣で、イレースがにこにこと首を傾かしげる。

「だってこんな楽しそうなイベント、乗らない手はございませんものね？」

「っつーか、カイ・アンバーだってそれ、ミイラ男の仮装じゃねーか！」

「……ああ……まあ、そう見えなくもない……か……？」

　クロトに指し摘てきされて、カイが包帯まみれの身体からだを見下ろしていると、

「…………だ、誰と両想おもいになるつもりだよ、コノヤロー……」

「あ？」

　かすれた呟つぶやきを聞きこぼして眉まゆをひそめた時、

「カイーっ！」

　ゴブリンの仮装をしたリンが、転がるように走ってきた。背後に引き連れた七体の魔物を見て、クロトたちが「なんだあの仮装！　スゲェ！」とうろたえている。

「リン！」

「えへへ、みんなと合流してたら遅おそくなっちゃった！　あ、クロトちゃんも仮装したんだね！　なにそれ、ミジンコ？」

「ちっげーよ、だからこれは猫！　ってか、そいつらの仮装スゴくね!?　触さわっていいか!?」

　クロトがハーピーの羽におそるおそる手を伸のばした時、リンの脚あしに飛びつく小さな影があった。

「イオちゃん！」

　そこにはいつの間にか、魔ま物ものの姿に仮装したイオとニーナ、ジルが居た。

「わあ、イオちゃん、可愛かわいい！　とっても似合うよー！」

　イオは怒いかり顔をしながらはにかむという器用な芸当をしていたが、ニーナがその背中にそっと手を添そえた。

「ほらイオちゃん、仲直りの印、あげるんでしょう？」

「……！」

　イオはおずおずとワイバーンの前に立つと、手を差し伸べた。その手のひらには、ひまわりの種が載っている。ワイバーンは微笑ほほえむと、器用にひまわりの種を啄ついばんだ。

　四人は顔を見合わせて笑った。

　一方クロトたちは魔物たちに釘くぎ付づけになっている。

「な、なんだ、この仮装!?　すげー、本物みたいだ……！」

　あまりに精せい巧こうな仮装を見に来たのか、他の学生たちもわらわらと群がってくる。その様子を見て、カイはイオに笑いかけた。

「これで、いたずらは成功だろ？」

　首を傾げるイオに、口の端はしを吊つり上げてみせる。

「人を驚おどろかせたり、振り回すだけじゃない。誰かを喜ばせるいたずらもあるってことだ──学園祭に魔物を紛まぎれ込ませるなんて大がかりないたずら、他に誰も思いつかねぇだろ」

「！」

　目を丸くしているイオの手を取って、リンが笑顔をはじけさせる。

「これで村に帰れるね、イオちゃん！　でももし会いたくなったら、いつでも遊びに来て！　その時は好きなだけカイにいたずらしていいからね！」

「何で俺!?」

「そうね！　カイならいい反応をするから、とってもいたずらのしがいがあるわよ！」

「ちょっと待て、人をいたずら練習台みたいに！」

「ふむ。幼女にいたずら、か……」

「ジル、お前久しぶりに口を開いたと思ったらその発言でいいのか!?」

　イオはぱちぱちと瞬まばたきをしていたが、やがて小さく笑った。カイは頰ほおを搔かく。まあ、この笑顔を見られたなら、貴重なお願いを消費した甲か斐いもあるというものだ。

「ま、早く本物の魔女になることだな、半人前」

「……！　……！」

「……なんか、俺だけひまわりの種投げつけられんだけど」

「うーん、なつかれてるんじゃないかなぁ？」

　魔物たちは群がってきた人々に愛あい嬌きようを振りまいて、すっかり人気者だ。

　学生に囲まれている魔物たちを眺ながめながら、リンは翡ひ翠すい色の目を細めた。

「ねえカイ。今はまだ無理かもしれないけど……いつか、世界中のみんながこうして仲良しになるといいねぇ」

「……そうだな」

　楽しげに笑うリンを横目に見下ろして、カイは「あー」と口を開いた。

「リン、あの……さっきは、ありがとな」

「ん？」

「放送のこと。……誤解を、解いてくれて」

「んーん！　だって本当のことだもん。カイはみんなのために頑張ってくれたんだから！　私こそ、あの……大だい嫌きらいなんて言って、ごめんね？」

「え？　あ、ああ……あれは俺が悪かったから……」

「あのね、あれ、噓うそだからね！　とっても、とーっても噓だから！」

　カイが「分かった分かった」と苦く笑しようすると、リンは白い歯を見せて笑った。

「ね、キャンドルナイトを楽しもうよ！　私たちが守った学園祭だよ！」

　天上には満天の星。地上にはキャンドルの灯あかりが目を洗う。

　イオと手をつないだニーナが、「綺き麗れいねぇ」と吐と息いきを漏もらした。

　と、ふいに、イオが夜空に向かって杖つえを振り上げた。杖の先から、細い霧が一直線にたちのぼったかと思うと──どぉんっ！　と腹に響ひびく音とともに、夜空に大輪の花が咲さく。

「おおーっ！」

「なにこれ、すごいすごーい！」

「へえ。こんな魔法の使い方もあるんだな……やるじゃねぇか、半人前」

　からかうカイを得意げに見上げて、イオはほんの少しだけ、小さな唇くちびるを綻ほころばせた。

「いたずら、です」

　光の欠片かけらが尾おを引き、まるで星が降ってくるようだ。

　夜空を見上げてはしゃぐリンたちを、カイは横目でちらりと見み遣やった。今回の学園祭も、てんやわんやの大おお騒さわぎだったな……こいつらと居ると、またとんでもない騒ぎに巻き込まれるんだろうなぁ……と胸中で呻うめきながらも、カイは笑っていた。

　空を彩いろどる光の尾を見上げながら、胸に誓ちかう。次こそは、次こそは必ず勇者になってやる……！　ただ、それまではもうちょっと……この心ここ地ちよさに浸ひたっててもいい、かな……？







　あとがき







　皆みなさまこんにちは、〆しめ切きりの『〆』の字が、いつも『α』になってしまいます、琴こと平ひら稜りようです。寝ね不ぶ足そくの頭で手帳のメモを見て、『アルファ切ってなんだろう……必殺技わざ？』と自問自答し、なぜかテンションが上がりました。『あと三日でアルファ斬ぎりか……いよいよ修しゆ羅ら場ばだな（原げん稿こう的な意味で）！　血が騒さわぐぜぇぇええッ（ピンチ的な意味で）！』

　この度たびは『勇者リンの伝説[image: ]３』をお手に取っていただき、誠にありがとうございます。

　右も左も分からないまま無我夢中でスタートを切った本作も、こうして３巻を出版させていただける運びとなりました。これもひとえに応おう援えんしてくださる皆さまのおかげです。




　そして前巻のあとがきでご報告できなかったのですが、なんと『勇者リンの伝説』がまさかまさかのコミカライズということで、まさに天にも昇のぼる気持ちです！　小こ林ばやし徹てつ郎ろう先生ありがとうございます、ネームを拝見するのが楽しみで楽しみで、毎回「ヒィーッ！」と怪かい鳥ちようのような声で笑わせていただいておりますご近所の皆さますみません！

　冒ぼう険けんと笑いと可愛さとマッチョ成分がぎゅっと詰つまったコミカライズ、『エイジプレミアム』にて連れん載さい中ですので、ぜひご覧になってください！　今月号では、あの異世界の一いつ般ぱん人のビジュアルがついに解禁……ゴクリ……！

　それにしても散らかり放題の一室でのたうちまわりながら生み出したお話が、こうして皆さまのお手元に届き、さらに媒ばい体たいを超こえて世界を広げているのかと思うと、言い知れない幸せを嚙かみしめるとともにとても不思議な感じがいたします。生きてて良かった……！　あとそろそろ部屋片付けよう……！




　せっかくページもあることなので、これまで被かぶっていた猫ねこを捨てて、近きん況きよう報告など！　えー……サラダを育てています！　……どうでもいい上にすごくふわっとしててすみません。

　最近『サラダ栽さい培ばいキット』なるものを買って育て始めたのですが、どんな種類の植物なのか分からないままにお世話しているという驚おどろくべき大ざっぱさ。でも小さな芽がすくすく伸のびていく様子を観察していると、心が洗われます。この子たち本当に水と土と太陽だけで生きているんだなぁ……！　すくすく伸びろよッホォォォイ（何の葉っぱか知らないけれども！）！




　さて学園祭編となりました３巻ですが、今回もたくさんの方にお世話になり、特に今巻からは担当さまの交代というひとつの節目を迎むかえました。

　デビューから共に歩んでくださいました前担当さま、短い間でしたが本当にありがとうございました。初しよっ端ぱなから『プロットってどう書けばいいんですか』という発言で度ど肝ぎもを抜ぬかせたであろう私に愛想を尽つかすことなく、一から辛しん抱ぼう強く教えてくださった優やさしさに感謝してもしきれません……！

　現在進行形で「あとがきまだかなぁ……」とご心痛をおかけしているであろう新担当さま。迷めい走そうするプロット！　ふわっとしている全体像！　絶望的な命名センス！　荒あらぶる誤字脱だつ字じ！　私のあまりの奔ほん放ぽうっぷりに大変驚かれ頭を抱かかえられたことと思いますが、我が内なる妄もう想そう力が余すことなく爆ばく発はつしてしまった初稿を、親身に真しん摯しに丁てい寧ねいにここまで導いてくださり、本当にありがとうございます！

　そして１巻から通して言い尽くせないほどお世話になっておりますＳさま……なぜか私の中で『黒幕』というイメージと共に黒マント姿になっているのですが、どうしてですか？（知らないよ）

　お三方を含ふくめ編集部の皆さまには今後ともご迷めい惑わくをおかけすることも多いかとは思いますが、精いっぱい精しよう進じんしてまいりますので、なにとぞよろしくお願いいたします！　いえいえ、そう言わずに！　そう言わずに、50円あげるから……！　なんかよく分からないサラダの葉っぱもあげるから……！




　今回も素す晴ばらしいイラストの数々で心をときめかせてくださったｋａｒｏｒｙさま。毎回どのシーンがイラストになるか楽しみすぎて、鼻息を荒くしながら原稿を書いております。美しく愛らしく魅み力りよく的なイラストの数々からはいいにおいまでしてきそうで、先日ついに誘ゆう惑わくに耐たえかねてフンフンかいでみました。紙のにおいがしました。死にたい☆




　ドットイラストを担当して下さっている今こん野のさま。スーファミ世代の私にはＲＰＧの雰ふん囲い気きがドストライクでたまりません！　毎回舐なめるように地図をたどっては妄想を膨ふくらませております。ドット絵のキャラたちがまた可愛くて可愛くてこねまわしたい……！




　そして本書の製作にあたりご尽じん力りよくくださった関係者の皆さま。一冊書き上げるごとに、「本当にたくさんの方が関かかわってくださっているのだなぁ……」と感謝の念に堪たえません。お一人お一人に頭を下げながらアボカドを配りたい気持ちでおります、本当にありがとうございます。




　日ひ頃ごろから応援してくれる友人、先せん輩ぱい、後輩、親しん戚せきの皆さま。引きこもりすぎてうっかり植物になりかねない私ですが、皆さまのおかげでかろうじて人間らしさを保つことができております（割と切実に）！　いつも良い刺し激げきを受けていますので、ぜひまた遊んでやってね！　というかそろそろまた根っこが生えそうなので私をこの六畳じよう間まから引きずり出して……（割と切実に）！




　そして私を、執しつ筆ぴつを支えてくれる家族へ、本当にありがとう。よく分からないサラダの葉っぱ食べていいよ！




　最後になりましたが、何よりもこの本をお手に取って下さった読者の方々に、心より御お礼れい申し上げます。少しでも楽しんでいただければ、それに勝まさる幸いはございません。

　それでは、また次巻でお会いできれば嬉うれしいです！





琴平　稜
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勇ゆう者しやリンの伝でん説せつ




Lv.3 七ななつの球たまを探さがし求もとめて俺おれたちの学がく園えん祭さいがカオス。








琴こと平ひら 稜りよう
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